
上

久

保

敏

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号

令
和
四
年
三
月
一
日
発
行
（
抜
刷
）

論

文
神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片



論

文神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

上

久

保

敏

□
要

旨

本
稿
で
は
、
皇
學
館
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
資
料
や
皇
學
館
発
行

の
諸
資
料
等
を
検
討
し
な
が
ら
、
神
宮
皇
學
館
大
學
内
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
と

神
宮
皇
學
館
大
學
発
の
日
本
文
化
講
義
に
焦
点
を
当
て
、
戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
つ

で
あ
る
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

明
治
一
五
年
四
月
に
設
立
さ
れ
明
治
三
六
年
九
月
に
内
務
省
所
管
の
官
立
専
門
学
校
と

な
っ
た
神
宮
皇
學
館
は
昭
和
一
五
年
四
月
に
大
学
に
昇
格
し
、
文
部
省
所
管
の
官
立
単
科

大
学
と
し
て
神
宮
皇
學
館
大
學
と
な
っ
た
。
こ
の
大
学
昇
格
は
当
時
の
文
部
当
局
が
展
開

し
て
い
た
「
教
学
刷
新
」
に
添
う
も
の
で
あ
っ
た
。

文
部
当
局
に
よ
る
教
学
刷
新
事
業
の
一
つ
が
日
本
文
化
講
義
で
あ
り
、
昭
和
一
一
年
度

よ
り
帝
国
大
学
、
官
立
大
学
、
官
立
の
高
等
学
校
な
ど
文
部
省
直
轄
諸
学
校
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
官
製
講
義
」
と
も
言
う
べ
き
日
本
文
化
講
義
は
学
生
・
生
徒

に
対
し
て
日
本
精
神
の
発
揚
に
資
す
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
日
本
独
自
の
学
問
文
化
に

関
す
る
十
分
な
理
解
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
た
。

神
宮
皇
學
館
大
學
で
は
昭
和
一
六
年
か
ら
一
八
年
ま
で
に
七
件
の
日
本
文
化
講
義
が
実

施
さ
れ
た
。
昭
和
一
六
年
六
月
七
日
の
平
泉
澄
に
よ
る
第
一
回
日
本
文
化
講
義
は「
伝
統
」

と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
、
平
泉
は
日
本
の
伝
統
的
精
神
と
し
て
忠
誠
の
精
神
を
一
貫
し
て

説
き
、
そ
の
美
し
さ
を
伝
え
た
。
出
陣
学
徒
壮
行
式
か
ら
約
一
ヶ
月
後
の
昭
和
一
八
年

一
二
月
二
三
日
に
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
で
は
軍
人
思
想
家
・
中
柴
末
純
が
戦
陣
訓

に
つ
い
て
講
じ
た
。

一
方
、
神
宮
皇
學
館
大
學
発
と
し
て
他
校
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
の
が
山
田
孝

雄
学
長
と
倉
野
憲
司
教
授
で
あ
る
。
山
田
は
日
本
文
化
講
義
を
六
〇
回
担
当
す
る
な
ど
教

学
刷
新
事
業
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
が
、
神
宮
皇
學
館
大
學
長
に
就
い
て
か
ら
も

一
八
回
担
当
し
、「
日
本
の
教
学
は
国
体
に
源
を
発
す
る
」
と
説
き
、
一
貫
し
て
国
体
に

つ
い
て
論
じ
た
。
倉
野
は
『
古
事
記
』
に
つ
い
て
説
き
明
か
し
、
そ
こ
に
流
れ
る
皇
室
中

心
の
国
家
的
精
神
や
国
体
に
つ
い
て
講
じ
た
。
時
局
の
進
展
と
も
に
次
第
に
日
本
文
化
講

義
の
内
容
が
実
際
的
・
実
践
的
な
も
の
に
変
容
し
て
い
く
中
、
国
体
や
日
本
精
神
を
前
面

に
出
し
た
講
義
を
行
い
続
け
た
点
に
山
田
・
倉
野
に
よ
る
神
宮
皇
學
館
大
學
発
の
日
本
文

化
講
義
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

□
キ
ー
ワ
ー
ド

神
宮
皇
學
館
大
學

日
本
文
化
講
義

教
学
刷
新

山
田
孝
雄

平
泉
澄

中
柴
末
純

倉
野
憲
司
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は
じ
め
に

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
一
二
月
一
五
日
に
神
道
と
神
社
神
宮
を
国
家
か
ら
分
離
す
る
「
神

道
指
令
」
が
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
よ
り
発
令
さ
れ
、
昭
和
二
一
年
三

月
一
三
日
に
「
神
宮
皇
學
館
大
學
官
制
」
廃
止
の
勅
令
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
神
宮
皇

學
館
大
學
は
、
同
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
廃
学
と
な
っ
た
。
神
宮
皇
學
館
大
學
の
設
立
は
昭

和
一
五
年
四
月
で
あ
り
、
文
部
省
所
管
の
官
立
単
科
大
学
と
し
て
は
僅
か
六
年
で
そ
の
歴
史
を

閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
四
月
に
伊
勢
神
宮
の
教
学
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
、
明
治
三
六

年
九
月
に
内
務
省
所
管
の
官
立
専
門
学
校
と
な
っ
た
神
宮
皇
學
館
の
大
学
へ
の
昇
格
問
題
は
昭

和
八
年
よ
り
台
頭
し
て
き
た
が
、
昭
和
一
〇
年
に
な
る
と
国
体
明
徴
や
日
本
精
神
作
興
と
と
も

に
昇
格
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
昭
和
一
三
年
六
月
に
は
文
部
次
官
の
伊
東
延
吉
か
ら
、
文
部
当

局
と
し
て
は
昇
格
に
賛
成
で
皇
道
神
義
に
関
す
る
最
高
学
府
と
し
て
特
色
の
あ
る
大
学
と
し
た

い
と
い
う
旨
の
回
答
が
出
る
な
ど
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
波
に
も
乗
る
形
で
前
に
進
む
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
予
算
を
巡
り
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
神
宮
皇
學
館
は
昭
和
一
五

年
四
月
に
大
学
に
昇
格
し
、
一
三
番
目
の
文
部
省
所
管
の
官
立
大
学
と
な
っ
た

（
1
）。

神
宮
皇
學
館
が
大
学
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
当
時
の
我
が
国
で
展
開
し
て
い
た
教

学
刷
新
す
な
わ
ち
国
体
観
念
と
日
本
精
神
を
根
本
と
し
て
教
育
・
学
問
を
刷
新
し
、
国
体
明
徴

や
日
本
精
神
昂
揚
を
図
る
べ
く
教
育
や
学
問
を
統
制
し
て
い
く
文
部
当
局

（
2
）の

動
き
に
添
う
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

総
説
篇
』（
以
下
、『
総
説
篇
』
と
略
記

す
る
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
昭
和
一
四
年
七
月
に
文
部
省
が
予
算
請
求
に
当
た
り
立
案
し
た
文

書
『
神
宮
皇
學
館
大
学
創
設
ニ
関
ス
ル
経
費
概
算
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

輓
近
我
ガ
国
ノ
学
問
文
化
、
異
状
ナ
ル
進
歩
発
達
ヲ
遂
ゲ
、
欧
米
各
国
ニ
比
シ
敢
ヘ
テ
譲

ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
モ
、
猶
模
倣
文
明
ノ
域
ヲ
脱
セ
ズ
、
殊
ニ
人
文
ニ
関
ス
ル
部
門
ニ

於
テ
ハ
、
欧
米
文
明
ノ
摂
取
ニ
急
ナ
ル
ノ
余
リ
我
カ
国
固
有
ノ
学
問
文
化
ヲ
発
展
セ
シ
ム

ル
ノ
施
設
ニ
乏
シ
ク
、
現
下
ノ
時
局
ニ
鑑
ミ
、
国
体
ニ
基
ク
教
学
ノ
刷
新
振
興
ノ
為
、
之

ガ
施
設
ノ
拡
充
ハ
誠
ニ
喫
緊
ノ
要
務
ナ
リ
。

而
シ
テ
之
ガ
方
策
ト
シ
テ
ハ
、
或
ハ
既
設
大
学
ノ
施
設
ヲ
整
備
充
実
シ
、
或
ハ
研
究
所
ヲ

創
設
、
又
ハ
拡
充
ス
ル
ハ
勿
論
、
進
ン
デ
教
学
刷
新
ノ
根
本
タ
ル
神
道
ニ
関
ス
ル
学
ノ
樹

立
ヲ
基
本
ト
ス
ル
大
学
ヲ
創
設
シ
、
学
行
一
如
ノ
精
神
ニ
基
キ
、
将
来
国
家
有
為
ノ
人
材

ヲ
練
成
ス
ル
ノ
要
ア
リ

（
3
）。

神
宮
皇
學
館
が
文
部
省
所
管
の
官
立
大
学
と
し
て
昇
格
し
た
の
は
教
学
刷
新
振
興
の
た
め
、

そ
し
て
教
学
刷
新
の
根
本
た
る
神
道
に
関
す
る
学
の
樹
立
を
基
本
と
す
る
大
学
を
創
設
す
る
た

め
と
い
う
文
部
当
局
の
意
図
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
大
学
昇
格
を
報
じ
る
昭
和
一
四
年
八
月

二
七
日
付
け
『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
に
は
「〝
神
な
が
ら
の
道
〟
の
最
高
教
育
機
関
」
と
書

か
れ
、
昭
和
一
八
年
五
月
一
〇
日
付
け
『
伊
勢
新
聞
』
で
は
「
日
本
精
神
の
殿
堂
」
と
呼
ば
れ

た
こ
と
が
当
時
に
お
け
る
神
宮
皇
學
館
大
學
の
世
間
一
般
に
映
る
姿
を
物
語
っ
て
い
る
。

教
学
刷
新
が
推
し
進
め
ら
れ
た
戦
時
期
の
申
し
子
と
も
言
う
べ
き
神
宮
皇
學
館
大
學
で
そ
の

六
年
間
に
ど
の
よ
う
な
教
育
が
な
さ
れ
た
の
か
、『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史
』
な
ど
の
大
学

史
や
皇
學
館
の
同
窓
会
誌
『
館
友
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
卒
業
生
の
回
想
記
な
ど
を
除
け
ば
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
考
察
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

（
4
）。

ま
た
、
戦

時
期
の
教
学
刷
新
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
日
本
文
化
講
義

（
5
）」

に
つ
い
て
も
そ
の
全
体
像
に
迫
る

詳
細
な
研
究
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

本
稿

（
6
）で

は
皇
學
館
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
「
神
宮
皇
學
館
大
學
書
類
」

や
皇
學
館
発
行
の
諸
資
料
等
を
検
討
し
、
神
宮
皇
學
館
大
學
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
に

ま
ず
着
目
す
る
。「
神、

宮、

皇、

學、

館、

大、

學、

内、

」
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
の
考
察
を
通
じ
、

神
宮
皇
學
館
大
學
で
行
わ
れ
た
教
育
の
一
端
を
見
て
い
く
。
一
方
、
神
宮
皇
學
館
大
學
の
学

長
・
山
田
孝
雄
は
戦
時
期
に
日
本
文
化
講
義
の
講
師
を
幾
度
も
務
め
る
な
ど
教
学
刷
新
事
業
の

中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
山
田
が
各
校
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
を
中
心
に
い
わ
ば
「
神、

宮、

皇、

學、

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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館、

大、

学、

発、

」
と
し
て
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
に
も
「
神
宮
皇
學
館
大
學
書
類
」
等
を
用
い

な
が
ら
焦
点
を
当
て
る
。
神
宮
皇
學
館
大
學
の
内
と
外
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
の
考
察

を
通
じ
、
戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
日
本
文
化
講
義
を
は

じ
め
と
す
る
戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
全
容
を
解
明
し
て
い
く
一
助
と
し
た
い
。

一
、
日
本
文
化
講
義
と
は

（
一
）
思
想
善
導
策
と
し
て
の
日
本
文
化
講
義

戦
時
期
の
我
が
国
で
は
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
二
月
の
い
わ
ゆ
る
「
天
皇
機
関
説
事
件
」

に
端
を
発
す
る
形
で
国
体
明
徴
運
動
が
高
ま
る
中
、
同
年
一
一
月
に
「
教
学
刷
新
評
議
会
」
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
国
体
明
徴
を
図
る
べ
く
教
学
刷
新
の
た
め
の
様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
文
部
省
は
昭
和
一
一
年
四
月
か
ら
「
国
体
を
明
徴
に
し
、
国
民
精
神
を
涵
養

振
作
す
べ
き
刻
下
の
急
務
に
鑑
み
て

（
7
）」『

国
体
の
本
義
』
を
編
纂
し
、
昭
和
一
二
年
三
月
に
発

行
し
た
。
昭
和
一
一
年
九
月
に
は
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
教
育
学
・
哲
学
・
国

語
国
文
学
・
歴
史
学
・
経
済
学
・
芸
術
学
・
法
学
・
自
然
科
学
・
地
理
学
の
各
分
野
に
わ
た
っ

て
、
昭
和
一
一
年
一
一
月
の
教
育
学
会
を
皮
切
り
に
昭
和
二
〇
年
度
ま
で
官
主
導
の
学
会
が
開

催
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
「
官
製
学
会
」
の
開
催
は
国
体
、
日
本
精
神
の
本
義
に
基
づ
き

我
が
国
独
自
の
学
問
・
文
化
の
創
造
を
目
指
す
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
予
科
・
高
等
学

校
・
専
門
学
校
教
官
に
対
し
て
「
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
会
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
歴
史
科
第
一
回
の
講
習
が
昭
和
一
一
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
。
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習

会
（
昭
和
一
二
年
か
ら
は
「
日
本
文
化
研
究
講
習
会
」
と
い
う
名
称
で
開
催
）
は
国
体
、
日
本
精
神

の
本
義
を
明
ら
か
に
し
、
現
下
の
各
学
科
の
教
授
刷
新
を
図
る
た
め
の
施
策
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
日
本
文
化
講
義
」
も
こ
れ
ら
の
事
業
と
同
じ
く
戦
時
期
に
お
け
る
教

学
刷
新
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
は
文
部
省
教
学
局
が
昭
和
一
八
年

一
二
月
に
作
成
し
た
『
第
八
十
四
回
帝
国
議
会
説
明
材
料

（
8
）』

に
お
け
る
「
五
．
教
学
刷
新
ニ
関

ス
ル
指
導
及
教
職
員
及
教
育
関
係
者
ノ
錬
成
ニ
関
ス
ル
件
」
の
「（
二
）
学
生
生
徒
ニ
対
ス
ル

施
設
」
が
そ
の
趣
旨
や
歴
史
的
経
緯
を
次
の
通
り
的
確
に
説
明
し
て
い
る
。

大
学
高
等
専
門
学
校
ノ
学
生
生
徒
ヲ
シ
テ
国
民
的
性
格
ノ
涵
養
及
日
本
精
神
ノ
発
揚
ニ
資

セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
日
本
独
自
ノ
学
問
文
化
ニ
関
ス
ル
十
分
ナ
ル
理
解
体
認
ヲ
得
シ
ム
ル
目

的
ヲ
以
テ
昭
和
十
一
年
度
ヨ
リ
直
轄
ノ
大
学
高
等
専
門
学
校
ニ
対
シ
権
威
ア
ル
学
者
実
際

家
ヲ
講
師
ニ
委
嘱
シ
各
方
面
ヨ
リ
広
ク
日
本
文
化
ニ
関
ス
ル
講
義
ヲ
実
施
シ
来
レ
リ

而
シ
テ
支
那
事
変
勃
発
ヨ
リ
大
東
亜
戦
争
ヘ
ト
戦
局
愈
々
緊
迫
ノ
度
ヲ
加
フ
ル
ト
共
ニ
時

局
ニ
即
応
シ
時
局
認
識
ノ
強
化
ニ
留
意
シ
本
講
義
ノ
目
的
達
成
ニ
努
メ
来
リ
本
年
度
ハ
大

東
亜
戦
争
ノ
完
遂
、
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
ニ
邁
進
シ
ツ
ツ
ア
ル
我
ガ
国
ノ
歴
史
的
使
命
ニ

鑑
ミ
内
容
ノ
充
実
ト
清
新
化
ト
ヲ
計
リ
以
テ
戦
時
下
学
徒
ノ
自
覚
ヲ
全
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
遺

憾
ナ
キ
ヲ
期
シ
ツ
ツ
ア
リ

本
制
度
ハ
昭
和
五
年
度
ニ
創
設
セ
ル
特
別
講
義
制
度
ヲ
昭
和
十
一
年
度
ヨ
リ
日
本
文
化
講

義
ト
改
称
シ
更
ニ
内
容
ノ
充
実
ヲ
期
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
実
施
校
モ
創
設
当
時
ハ
官
立
高

等
学
校
並
ニ
大
学
予
科
ナ
リ
シ
ヲ
昭
和
六
年
度
ヨ
リ
官
立
専
門
実
業
専
門
高
等
師
範
学
校

ヲ
加
へ
更
ニ
昭
和
十
八
年
度
ヨ
リ
ハ
官
立
移
管
ト
ナ
リ
タ
ル
師
範
学
校
ヲ
加
ヘ
本
施
設
ノ

徹
底
拡
充
ヲ
計
リ
タ
リ

本
講
義
実
施
ノ
要
領
ハ
各
学
校
ニ
於
テ
予
メ
当
該
年
度
ノ
講
義
計
画
ヲ
樹
テ
特
ニ
講
師
ニ

就
キ
テ
ハ
本
局
ト
慎
重
協
議
ノ
上
決
定
シ
原
則
ト
シ
テ
学
校
ニ
於
テ
講
師
ヲ
委
嘱
ス
ル
コ

ト
ト
シ
本
局
ノ
指
令
ニ
依
リ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
講
義
ハ
学
科
目
ニ
準
ジ
テ
行
ヒ
講

義
時
間
数
ハ
一
回
二
乃
至
四
時
間
実
施
回
数
ハ
帝
大
一
学
部
年
三
回
大
学
高
等
専
門
学
校

年
三
回
ヲ
基
準
ト
シ
全
校
学
生
生
徒
ヲ
シ
テ
受
講
セ
シ
ム
ル
ヲ
原
則
ト
ス

（
9
）

昭
和
三
年
三
月
の
「
三
・
一
五
事
件
」
な
ど
学
生
・
生
徒
の
思
想
問
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
文
部
当
局
が
思
想
統
制
の
た
め
の
施
策
と
し
て
昭
和
五
年
度
に
導
入
し
た
の

が
「
特
別
講
義
」
で
あ
り
、
日
本
文
化
講
義
は
そ
の
後
身
に
当
た
る
思
想
善
導
策
で
あ
っ
た
。

大
学
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
実
業
専
門
学
校
等
の
学
生
・
生
徒
に
対
し
て
国
民
的
性
格
の

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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涵
養
や
日
本
精
神
の
発
揚
に
資
す
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
日
本
独
自
の
学
問
文
化
に
関
す
る

十
分
な
理
解
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
、
講
師
選
定
に
当
た
り
文
部
当
局
と
の
協

議
を
要
し
た
点
か
ら
も
日
本
文
化
講
義
は
「
官
製
講
義
」
や
「
天
下
り
講
義
」
と
言
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。

日
本
文
化
講
義
に
関
し
て
『
第
八
十
四
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』
の
説
明
に
補
足
す
べ
き
は
、

日
本
文
化
講
義
の
実
施
は
文
部
省
直
轄
の
官
立
高
等
教
育
機
関
の
み
が
対
象
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
部
当
局
は
文
部
省
直
轄
諸
学
校
と
同
じ
く
昭
和
一
一

年
度
か
ら
私
立
の
大
学
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
へ
も
日
本
文
化
講
義
の
実
施
に
関
す
る
通
牒

を
送
付
し
、
そ
の
実
施
を
慫
慂
し
て
い
た
。
当
局
か
ら
の
慫
慂
に
対
し
て
私
立
の
諸
学
校
の
対

応
は
分
か
れ
た
が
、
筆
者
は
現
時
点
で
大
学
一
六
校
（
早
稲
田
、
中
央
、
日
本
、
立
教
、
立
正
、

拓
殖
、
駒
沢
、
日
本
医
科
、
大
正
、
上
智
、
関
西
、
関
西
学
院
、
同
志
社
、
立
命
館
、
龍
谷
、
大
谷
）、

高
等
学
校
一
校
（
成
城
）、
専
門
学
校
四
校
（
東
京
女
子
、
大
倉
高
商
、
樟
蔭
女
子
、
真
宗
）
で
実

施
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る

（
10
）。

（
二
）
戦
時
期
の
教
学
刷
新
事
業
と
し
て
の
重
要
性

国
公
立
、
私
立
を
問
わ
ず
各
大
学
が
編
纂
す
る
大
学
史
で
は
戦
時
期
に
お
け
る
自
校
の
動
向

に
つ
い
て
国
家
総
動
員
体
制
に
伴
う
集
団
勤
労
作
業
の
実
施
、
修
業
年
限
の
短
縮
措
置
な
ど
に

よ
り
学
内
で
の
教
育
が
大
き
な
制
約
を
受
け
た
こ
と
に
比
較
的
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
学
史
の
本
編
の
中
で
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
大
学
と
し
て
は

国
立
で
は
東
京
、
名
古
屋
、
北
海
道
、
金
沢
の
諸
大
学
が
、
ま
た
私
立
で
は
駒
沢
、
関
西
、
立

命
館
な
ど
の
諸
大
学
が
挙
げ
ら
れ
、
皆
無
で
は
な
い
も
の
の
、
資
料
編
や
年
表
編
に
日
本
文
化

講
義
の
記
載
が
あ
る
拓
殖
、
皇
學
館
な
ど
の
大
学
を
含
め
て
も
む
し
ろ
少
数
で
あ
る
。
全
て
の

大
学
の
大
学
史
を
調
べ
た
訳
で
は
な
い
が
、
報
国
団
の
結
成
、
学
徒
勤
労
動
員
、
学
徒
出
陣
な

ど
に
比
べ
る
と
日
本
文
化
講
義
の
扱
わ
れ
方
は
相
対
的
に
小
さ
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
日
本
文
化
講
義
は
前
身
の
特
別
講
義
か
ら
起
算
す
れ
ば
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

か
ら
二
〇
年
ま
で
と
い
う
時
期
的
に
「
十
五
年
戦
争
」（
昭
和
六
～
二
〇
年
）
と
ほ
ぼ
重
な
る
期

間
に
採
ら
れ
た
思
想
善
導
策
で
あ
り
、
一
六
年
間
に
及
ん
だ
点
で
戦
時
期
の
教
学
刷
新
事
業
の

中
で
最
も
長
き
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
施
策
で
あ
っ
た
。

日
本
文
化
講
義
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
文
部
当
局
が
ま
と
め
た
資
料
が
存
在
す
る
昭
和
一
一
～

一
六
年
度
の
六
年
間
だ
け
を
見
て
も
全
国
の
帝
国
大
学
、
官
立
大
学
、
官
立
の
高
等
師
範
学
校
、

高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
実
業
専
門
学
校
で
少
な
く
と
も
二
〇
八
〇
件
の
日
本
文
化
講
義
が
実

施
さ
れ
、
こ
れ
を
担
当
し
た
講
師
の
数
は
少
な
く
と
も
五
二
一
人
に
の
ぼ
る

（
11
）。

昭
和
一
八
年
度

か
ら
は
師
範
学
校
も
実
施
対
象
と
な
り
、
前
述
の
通
り
私
立
の
大
学
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校

の
一
部
で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
実
施
件
数
や
こ
の
思
想
善
導
策
に
動
員

さ
れ
た
講
師
の
数
は
更
に
膨
ら
む
。

学
徒
勤
労
動
員
や
学
徒
出
陣
が
学
校
教
育
の
枠
を
は
み
出
し
た
異
例
と
も
言
う
べ
き
施
策
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
文
化
講
義
は
学
外
講
師
に
よ
る
講
義
で
あ
り
、
毎
年
度
の
定
例
的
な

行
事
と
し
て
学
校
教
育
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
点
で
も
決
し
て
無
視
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
高
等
教
育
機
関
に
所
属
す
る
全
学
生
・
生
徒
を
対
象
と
し
て
長
期
に
わ
た
っ

た
戦
時
期
の
教
学
刷
新
事
業
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
そ
の
重
要
性
は
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

二
、
諸
資
料
に
見
る
神
宮
皇
學
館
大
学
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義

（
一
）
文
部
当
局
作
成
資
料
に
よ
る
実
施
事
例
の
確
認

日
本
文
化
講
義
を
実
施
し
た
文
部
省
直
轄
諸
学
校
は
文
部
当
局
に
対
し
て
実
施
状
況
を
報
告

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
文
部
当
局
は
直
轄
諸
学
校
か
ら
報
告
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
の
実
施
状

況
を
集
約
し
、
昭
和
一
三
年
度
（
一
九
三
八
年
度
）
の
途
中
ま
で
は
『
思
想
時
報
』
第
六
号
、『
教

学
局
時
報
』
第
一
、
二
、
四
、
七
～
九
号
に
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
一
三
～
一
六
年
度

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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の
実
施
分
に
つ
い
て
も
文
部
当
局
が
取
り
ま
と
め
た
資
料
が
東
海
国
立
大
学
機
構
大
学
文
書
資

料
室
、
奈
良
女
子
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
、
金
沢
大
学
資
料
館
な
ど
一
部
の
大
学
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
、
帝
国
大
学
、
官
立
大
学
、
官
立
の
高
等
師
範
学
校
・
高
等
学

校
・
実
業
専
門
学
校
・
専
門
学
校
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
の
う
ち
昭
和
一
一
～
一
六
年

度
の
実
施
分
に
つ
い
て
は
実
施
日
、
講
義
時
間
、
講
師
官
職
、
講
師
名
、
演
題
を
記
載
し
た
実

施
状
況
一
覧
を
こ
れ
ら
の
文
部
当
局
が
作
成
し
た
資
料
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
12
）。

更
に
昭

和
一
七
年
度
に
つ
い
て
は
文
部
省
教
学
局
が
作
成
し
た
『
第
八
十
一
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』

に
、
ま
た
一
八
年
度
に
つ
い
て
は
同
じ
く
『
第
八
十
四
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』
に
実
施
事
例

が
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
13
）。

こ
れ
ら
の
文
部
当
局
作
成
資
料
か
ら
確
認
で
き

る
神
宮
皇
學
館
大
學
内
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
の
事
例
は
次
の
四
件
で
あ
る
（
順
に
実

施
日
、
時
間
数
、
演
題
、
講
師
官
職
、
講
師
名
を
示
す
）。

昭
和
一
六
年
度

（「
昭
和
十
六
年
度
日
本
文
化
講
義
実
施
状
況
」
（
14
）よ

り
）

六
月
七
日

二
時
間

伝
統

東
大
教
授

平
泉
澄

一
〇
月
二
日

二
時
間

太
平
洋
問
題
ト
日
米
関
係

前
特
命
全
権
大
使

堀
内
謙
介

一
月
二
八
日

二
時
間

美
術
ト
シ
テ
ノ
書
道

東
大
名
誉
教
授

瀧
精
一

昭
和
一
八
年
度

（『
第
八
十
四
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』
よ
り
）

六
月
二
八
日

二
時
間

日
本
文
化

（
15
）ト

国
語
敬
重
ノ
精
神

京
大
名
誉
教
授

新
村
出

（
二
）
皇
學
館
発
行
の
諸
資
料
に
よ
る
実
施
事
例
の
確
認

文
部
当
局
作
成
資
料
か
ら
は
神
宮
皇
學
館
大
學
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の
実
施
事
例
は
前

述
の
通
り
現
時
点
で
は
四
件
し
か
確
認
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
皇
學
館
発
行
の
諸
資
料
（
戦
後

発
行
の
も
の
も
含
む
）
か
ら
実
施
事
例
を
確
認
し
て
い
く
。

『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

年
表
篇
・
写
真
篇
』
で
の
記
述

神
宮
皇
學
館
大
學
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
は
『
総
説
篇
』
で
は
記
述
さ
れ

て
い
な
い
が
、『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

年
表
篇
・
写
真
篇
』（
以
下
、『
年
表
篇
』
と
略
記

す
る
）
で
は
年
表
の
中
に
七
件
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い

る
（
丸
数
字
は
便
宜
的
に
引
用
者
が
挿
入
し
た
。（

）
内
の
頁
番
号
は
『
年
表
篇
』
の
頁
番
号
を
示
す
）。

昭
和
一
六
年

①
六
月
七
日

第
一
回
日
本
文
化
講
義
を
開
く
。
平
泉
澄
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
）「
伝
統
」。

以
降
、
継
続
す
る
。（
一
六
二
頁
）

②
十
月
二
日

第
二
回
日
本
文
化
講
義
を
開
く
。
堀
内
謙
介
（
前
特
命
全
権
大
使
）「
太
平
洋
問

題
と
日
米
関
係
」。（
一
六
四
頁
）

昭
和
一
七
年

③
一
月
二
十
八
日

第
三
回
日
本
文
化
講
義
を
開
催
す
る
。
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
滝
精
一
。

（
一
六
六
頁
）

④
六
月
十
五
日

第
四
回
日
本
文
化
講
義
を
開
く
。
藤
原
松
三
郎
（
東
北
帝
国
大
学
名
誉
教
授
）

「
和
算
」。（
一
六
八
頁
）

昭
和
一
八
年

⑤
二
月
二
十
四
日

日
本
文
化
講
義
を
開
く
。
澤
瀉
久
孝
「
読
む
書
の
心
を
得
た
る
人
ぞ
少

き
」。（
一
七
二
～
一
七
三
頁
）

⑥
六
月
二
十
八
日

日
本
文
化
講
義
を
開
く
。
新
村
出
（
京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授
）「
日
本
文

化
史
と
国
語
敬
重
の
精
神
」。（
一
七
四
頁
）

⑦
十
二
月
二
十
三
日

日
本
文
化
講
義
を
開
く
。
中
柴
末
純
（
陸
軍
少
将
）「
戦
陣
訓
に
つ
い

て
」。（
一
七
七
頁
）

『
年
表
篇
』
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の
記
述
は
神
宮
皇
學
館
大
學
編
『
神
宮
皇
學
館
大
學

一
覧

昭
和
十
七
年
度
』（
神
宮
皇
學
館
大
學
、
昭
和
一
八
年
三
月
三
一
日
発
行
）
や
同
窓
会
組
織

で
あ
る
皇
學
館
館
友
会
の
会
誌
『
館
友
』（
皇
學
館
館
友
会
）
の
記
述
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
以

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
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学
刷
新
事
業
の
一
断
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下
、『
年
表
篇
』
の
記
述
の
基
と
な
っ
た
典
拠
を
確
認
し
て
お
く
。

『
神
宮
皇
學
館
大
學
一
覧

昭
和
十
七
年
度
』
で
の
記
述

『
神
宮
皇
學
館
大
學
一
覧

昭
和
十
七
年
度
』（
以
下
、『
一
覧
』
と
略
記
す
る
）
の
「
沿
革
略
」

に
以
下
の
通
り
日
本
文
化
講
義
の
記
述
が
あ
る
（
小
文
字
の
ロ
ー
マ
数
字
は
便
宜
的
に
引
用
者
が
挿

入
し
た
。（

）
内
の
頁
番
号
は
『
一
覧
』
の
頁
番
号
を
示
す
）。

昭
和
一
六
年

（
ⅰ
）
六
月
七
日

第
一
回
日
本
文
化
講
義
ヲ
開
ク
、
講
師
東
京
帝
国
大
学
教
授
文
学
博
士
平

泉
澄
氏
（
五
頁
）

（
ⅱ
）
十
月
二
日

第
二
回
日
本
文
化
講
義
ヲ
開
ク
講
師
前
特
命
全
権
大
使
堀
内
謙
介
氏
（
五
頁
）

昭
和
一
七
年

（
ⅲ
）
一
月
二
十
八
日

第
三
回
日
本
文
化
講
義
ヲ
開
ク
、
講
師
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
文

学
博
士
瀧
精
一
氏
（
六
頁
）

（
ⅳ
）
六
月
十
五
日

第
四
回
日
本
文
化
講
義
ヲ
開
ク
、
講
師
東
北
帝
国
大
学
名
誉
教
授
理
学

博
士
藤
原
松
三
郎
氏
（
七
頁
）

『
館
友
』
で
の
記
述

同
窓
会
誌
『
館
友
』
で
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一
二
月

二
三
日
の
中
柴
末
純
に
よ
る
日
本
文
化
講
義
の
み
「
学
園
日
誌
」
の
中
で
の
記
述
で
あ
り
、
そ

れ
以
外
は
す
べ
て
「
母
館
日
誌
」
の
中
で
の
記
述
で
あ
る
（
小
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
便
宜

的
に
引
用
者
が
挿
入
し
た
。（

）
内
は
『
館
友
』
の
号
、
頁
番
号
を
示
す
）。

昭
和
一
六
年

ａ
六
月
七
日

午
前
十
時
よ
り
約
二
時
間
第
一
回
日
本
文
化
講
義
を
開
催
。

演
題

伝

統

講
師

平
泉

澄

（
第
三
九
八
号
、
昭
和
一
六
年
七
月
号
、
一
頁
）

ｂ
十
月
二
日

午
前
十
時
よ
り
左
記
に
よ
り
第
二
回
文
化
講
義

演
題

太
平
洋
問
題
と
日
米
関
係

講
師

前
特
命
全
権
大
使

堀
内
謙
介
氏

（
第
四
〇
二
号
、
昭
和
一
六
年
一
一
月
号
、
一
頁
）

昭
和
一
七
年

ｃ
六
月
十
五
日

文
化
講
義
を
課
す
。

東
北
帝
国
大
学
名
誉
教
授

和

算

藤
原
松
三
郎
氏

帝
国
学
士
院
会
員
理
学
博
士（

第
四
一
〇
号
、
昭
和
一
七
年
七
月
号
、
一
頁
）

昭
和
一
八
年

ｄ
二
月
二
十
四
日

午
後
一
時
よ
り
三
時
ま
で
澤
潟
久
孝
博
士
の
文
化
講
義
「
読
む
書
の
心
を

得
た
る
人
ぞ
少
き
」
を
学
生
生
徒
聴
講
す
。

（
第
四
一
七
号
、
昭
和
一
八
年
二
月
号
、
一
頁
）

ｅ
六
月
二
十
八
日

〇
時
五
十
分
よ
り
二
時
間
京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授
新
村
出
博
士
の
文
化

講
義
「
日
本
文
化
史
と
国
語
敬
重
の
精
神
」
を
聴
講
す
。

（
第
四
二
一
号
、
昭
和
一
八
年
六
月
号
、
一
頁
）

ｆ
十
二
月
廿
三
日

午
後
一
時
ヨ
リ
日
本
文
化
講
義
陸
軍
少
将
中
柴
末
純
氏
戦
陣
訓
ニ
ツ
イ

テ
。

（
第
四
二
六
号
、
昭
和
一
八
年
一
二
月
号
、
一
頁
）

『
一
覧
』
の
（
ⅰ
）
及
び
（
ⅱ
）
に
お
け
る
「
第
一
回
日
本
文
化
講
義
」、「
第
二
回
日
本
文

化
講
義
」
と
い
う
記
述
は
『
館
友
』
の
母
館
日
誌
で
な
さ
れ
た
表
記
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
そ

の
延
長
で
（
ⅲ
）
を
「
第
三
回
日
本
文
化
講
義
」、（
ⅳ
）
を
「
第
四
回
日
本
文
化
講
義
」
と
し

た
と
も
考
え
ら
れ
、
瀧
や
藤
原
の
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
学
内
で
第
三
回
、
第
四
回
と
い
っ

た
呼
称
を
開
催
時
に
用
い
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
先
に
見
た
『
年
表
篇
』
の
①
～
④

は
恐
ら
く
『
一
覧
』
の
（
ⅰ
）
～
（
ⅳ
）
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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『
年
表
篇
』
の
③
及
び
『
一
覧
』
の
（
ⅲ
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
瀧
精
一
が
昭
和
一
七
年
一

月
二
八
日
に
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
だ
け
が
『
館
友
』
の
母
館
日
誌
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
は
不
明
で
あ
る
。『
一
覧
』
も
『
年
表
篇
』
も
瀧
の
日
本
文
化
講
義
の
み
演
題
を
示
し
て
い

な
い
の
は
そ
の
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
瀧
の
日
本
文
化
講
義
の
演
題
は
二
、

（
一
）で
見
た
通
り
文
部
当
局
作
成
資
料
で
あ
る「
昭
和
十
六
年
度

日
本
文
化
講
義
実
施
状
況
」

よ
り
「
美
術
ト
シ
テ
ノ
書
道
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
三
）「
神
宮
皇
學
館
大
學
書
類
」
に
見
る
日
本
文
化
講
義

文
部
省
直
轄
で
あ
る
か
私
立
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
大
学
や
高
等
学
校
、
実
業
専
門
学
校
等

に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の
実
施
事
例
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
①
各
校
が
所
蔵
す
る
文
部
当

局
と
の
往
復
文
書
の
簿
冊
、
②
日
本
文
化
講
義
の
講
師
選
定
や
実
施
に
関
す
る
学
内
稟
議
を

綴
っ
た
教
務
関
係
文
書
の
簿
冊
、
③
日
本
文
化
講
義
の
講
師
へ
の
依
頼
状
や
礼
状
を
綴
っ
た
庶

務
関
係
文
書
の
簿
冊
、
④
理
事
会
、
評
議
員
会
、
部
長
会
、
教
授
会
、
教
職
員
会
議
な
ど
の
意

思
決
定
機
関
の
議
事
次
第
や
議
事
録
、
⑤
日
々
の
業
務
・
行
事
等
を
記
し
た
教
務
日
誌
や
庶
務

日
誌
な
ど
の
日
誌
類
、
⑥
学
内
で
実
施
予
定
あ
る
い
は
実
施
済
み
の
行
事
や
講
演
・
科
外
講
義

な
ど
を
伝
え
る
週
報
や
月
報
等
の
学
内
報
、
⑦
学
内
の
行
事
や
講
演
な
ど
の
予
定
記
事
・
実
施

記
事
な
ど
を
伝
え
る
学
生
新
聞
な
ど
の
調
査
が
必
要
と
な
る
。

文
部
省
直
轄
諸
学
校
の
場
合
、
二
、（
一
）
で
述
べ
た
通
り
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
～

一
六
年
度
分
に
つ
い
て
は
文
部
当
局
作
成
資
料
で
概
ね
把
握
が
で
き
る
が
、
昭
和
一
七
～
二
〇

年
度
の
実
施
事
例
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
①
～
⑦
の
諸
資
料
を
調
査
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
ら
の
諸
資
料
が
各
校
に
お
い
て
現
在
ま
で
所
蔵
さ
れ
続
け
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
大

学
に
よ
っ
て
は
学
外
者
へ
の
書
類
の
公
開
を
認
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
各
校
に
お

け
る
日
本
文
化
講
義
の
実
施
事
例
を
確
認
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

神
宮
皇
學
館
大
學
の
場
合
、
二
、（
二
）
で
取
り
上
げ
た
『
館
友
』
の
母
館
日
誌
・
学
園
日

誌
の
記
述
は
⑥
に
相
当
す
る
資
料
で
あ
る
が
、
皇
學
館
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵

す
る
「
神
宮
皇
學
館
大
學
書
類
」
の
一
つ
で
あ
る
簿
冊
「
依
頼
及
挨
拶
ニ
関
ス
ル
綴
」
は
③
に

相
当
す
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
簿
冊
に
は
昭
和
一
五
年
九
月
か
ら
一
九
年
九
月
ま
で
の
四
二
の

文
書
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
簿
冊
の
表
題
通
り
先
方
へ
の
依
頼
状
や
挨
拶
状
の
控
え

あ
る
い
は
下
書
き
と
見
ら
れ
る
文
書
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
日
本
文
化
講
義
に
関
す
る
文
書
は
以

下
の
通
り
四
件
綴
ら
れ
て
い
る
（
大
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
便
宜
的
に
引
用
者
が
挿
入
し
た
。

（

）
内
は
「
依
頼
及
挨
拶
ニ
関
ス
ル
綴
」
に
振
ら
れ
て
い
る
書
類
の
通
し
番
号
を
示
す
）。

Ａ

皇
學
大
庶
発
三
号

（
番
号
一
二
）

昭
和
十
七
年
一
月
三
十
一
日
起
案

瀧
博
士
ニ
挨
拶
の
件

左
案
ヲ
以
テ
挨
拶
致
シ
可
然
哉

案

年

月

日

神
宮
皇
學
館
大
學
長
名

文
学
博
士

瀧
精
一

殿

拝
啓
愈
々
御
清
祥
之
段
奉
賀
候
陳
者
先
般
本
大
学
ニ
於
テ
日
本
文
化
講
義
実
施
致
候
ニ
就
テ

ハ
御
多
用
中
特
ニ
御
繰
合
セ
御
来
光
被
下
学
生
々
徒
ノ
為
有
益
ナ
ル
御
講
演
被
成
下
以
御
蔭

裨
益
ス
ル
所
多
大
感
謝
ノ
至
リ
ニ
奉
存
候
先
ハ
御
礼
申
上
度
如
斯
ニ
御
座
候

敬
具

Ｂ

皇
學
大
庶
発
一
二
号

（
番
号
一
四
）

昭
和
十
七
年
五
月
十
三
日
起
案

日
本
文
化
講
義
ニ
関
シ
講
師
依
頼
之
件

左
案
ヲ
以
テ
依
頼
致
シ
可
然
哉

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
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案

拝
啓
新
緑
之
候
益
々
御
清
祥
之
段
奉
賀
候
陳
者
来
る
六
月
十
日
（
水
）
よ
り
同
十
九
日
（
金
）

の
間
に
於
て
約
二
時
間
本
大
学
に
て
日
本
文
化
講
義
開
催
致
度
候
ニ
就
而
ハ
甚
だ
唐
突
御
迷

惑
の
義
と
は
存
じ
候
へ
共
特
に
御
繰
合
せ
を
以
て
右
御
講
義
御
承
引
被
成
下
度
此
段
御
依
頼

申
上
候
敬
具

昭
和
十
七
年
五
月

日

神
宮
皇
學
館
大
學
長

山
田
孝
雄

東
北
帝
国
大
学

名
誉
教
授
藤
原
松
三
郎

殿

〔
※
括
弧
書
き
に
て
住
所
表
記
あ
り
〕

〔
※
話
は
和
算
に
限
ら
れ
る
が
そ
れ
で
も
よ
ろ
し
け
れ
ば
参
上
し
、
六
月
一
四
日
頃
が
最
も

都
合
が
良
い
と
い
う
旨
の
藤
原
の
返
信
葉
書
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
い
て
神
宮

皇
學
館
大
学
側
か
ら
発
せ
ら
れ
た
次
の
文
書
が
綴
ら
れ
て
い
る
〕

拝
啓
時
下
益
々
御
清
祥
奉
賀
候

陳
者
今
般
本
大
学
に
於
て
日
本
文
化
講
義
開
催
致
度
に
付
講
師
と
し
て
御
出
張
の
義
御
依

頼
申
上
候
處
御
快
諾
被
下
難
有
奉
存
候
就
て
ハ
本
講
義
を
以
っ
て
正
課
に
致
候
モ
ノ
ニ
有

之
候
間
甚
乍
勝
手
六
月
十
三
日
（
土
）
或
ハ
六
月
十
五
日
（
月
）
に
御
講
義
相
成
候
様
御

差
繰
相
願
度
此
段
御
依
頼
申
上
候

敬
具

Ｃ

皇
學
大
庶
発
三
五
号

（
番
号
二
四
）

昭
和
十
七
年
十
二
月
七
日
起
案

日
本
文
化
講
義
ニ
関
シ
講
師
依
頼
之
件

左
案
ヲ
以
テ
依
頼
致
シ
可
然
哉

案

拝
啓
向
寒
之
候
益
々
御
清
祥
之
段
奉
賀
候
陳
者
来
ル
十
二
月
十
七
日
（
木
）
及
同
十
八
日

（
金
）
の
間
に
於
て
午
後
約
二
時
間
本
大
学
に
て
日
本
文
化
講
義
開
催
致
度
候
ニ
就
而
ハ

甚
だ
御
迷
惑
の
義
と
は
存
じ
候
へ
共
特
に
御
繰
合
せ
を
以
て
右
御
講
義
御
承
引
被
成
下
度

此
段
御
依
頼
申
上
候
敬
具

追
而
乍
御
手
数
御
演
題
御
一
報
相
願
度
候

昭
和
十
七
年
十
二
月
七
日

神
宮
皇
學
館
大
學
長

山
田
孝
雄

文
学
博
士
新
村
出
殿

〔
※
括
弧
書
き
に
て
住
所
表
記
あ
り
〕

Ｄ

皇
學
大
庶
発
六
号

（
番
号
二
六
）

昭
和
十
八
年
二
月
一
五
日
起
案

日
本
文
化
講
義
ニ
関
シ
講
師
依
頼
之
件

左
案
ヲ
以
テ
依
頼
致
シ
可
然
哉

案

拝
啓
春
寒
料
峭
之
候
愈
々
御
清
祥
之
段
奉
賀
候
陳
者
今
回
本
大
学
に
於
て
日
本
文
化
講
義
開

催
致
度
に
付
講
師
と
し
て
御
出
張
の
儀
新
村
博
士
を
煩
は
し
御
依
頼
申
上
候
處
御
多
用
中
特

ニ
御
承
諾
を
蒙
り
御
芳
情
感
荷
の
至
に
有
奉
存
候
就
い
て
ハ
甚
だ
唐
突
に
て
御
迷
惑
の
義
恐

縮
に
不
堪
奉
存
候
へ
共
学
内
の
試
験
期
日
の
都
合
上
来
る
二
月
廿
二
日
（
月
）
廿
三
日
（
火
）

廿
四
日
（
水
）
の
間
に
於
て
約
二
時
間
特
に
御
繰
合
せ
を
以
て
右
御
講
義
被
願
は
れ
間
敷
候

や
御
伺
申
上
候
幸
ひ
右
期
間
内
に
御
差
支
へ
無
之
候
は
ゞ
御
出
講
の
日
時
。
御
演
題
。
当
地

御
到
着
時
間
等
御
一
報
相
煩
度
此
段
御
願
申
上
候

敬
具

昭
和

年

月

日

神
宮
皇
學
館
大
學
長
名

文
学
博
士
澤
瀉
久
孝
殿

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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【
所
見
】

Ａ
の
「
皇
學
大
庶
発
三
号

瀧
博
士
ニ
挨
拶
の
件
」
は
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月

二
八
日
に
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
東
京
帝
大
名
誉
教
授
・
瀧
精
一
へ
の
礼
状
の
文
案
を
記

し
た
文
書
で
あ
り
、
日
本
文
化
講
義
実
施
日
の
三
日
後
に
起
案
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
文

書
で
は
『
一
覧
』
や
『
年
表
篇
』
に
あ
る
「
第
三
回
日
本
文
化
講
義
」
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

単
に
「
日
本
文
化
講
義
」
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
の「
皇
學
大
庶
発
一
二
号

日
本
文
化
講
義
ニ
関
シ
講
師
依
頼
之
件
」は
東
北
帝
大
教
授
・

藤
原
松
三
郎
に
宛
て
た
日
本
文
化
講
義
の
講
師
依
頼
に
係
る
文
案
を
記
し
た
文
書
で
あ
り
、
起

案
は
昭
和
一
七
年
五
月
一
三
日
と
な
っ
て
い
る
。
神
宮
皇
學
館
大
學
側
が
第
四
回
日
本
文
化
講

義
の
実
施
を
考
え
て
い
た
約
一
ヶ
月
前
の
依
頼
で
あ
り
、
実
際
に
藤
原
が
「
和
算
」
と
い
う
演

題
で
日
本
文
化
講
義
を
行
っ
た
の
は
藤
原
の
都
合
に
合
わ
せ
た
昭
和
一
七
年
六
月
一
五
日
と

な
っ
た
。

Ｃ
の
「
皇
學
大
庶
発
三
五
号

日
本
文
化
講
義
ニ
関
シ
講
師
依
頼
之
件
」
は
京
都
帝
大
名
誉

教
授
・
新
村
出
に
対
す
る
日
本
文
化
講
義
へ
の
出
講
依
頼
文
案
で
あ
る
。
起
案
日
の
昭
和
一
七

年
一
二
月
七
日
に
発
信
を
予
定
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
新
村
に
対
し
て
は
起
案
日
の
一
〇
～

一
一
日
後
に
講
師
を
依
頼
し
て
い
る
点
で
性
急
な
依
頼
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
性
急
な
依
頼
に
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
新
村
よ
り
も
前
に
講
師
を
依
頼
し
た

人
物
か
ら
断
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

新
村
か
ら
の
返
信
は
綴
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
新
村
が
神
宮
皇
學
館
大
學
で
日
本
文

化
講
義
を
行
っ
た
の
は
『
年
表
篇
』
の
⑥
に
あ
る
通
り
昭
和
一
八
年
六
月
二
八
日
で
あ
っ
た
こ

と
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
時
の
神
宮
皇
學
館
大
學
側
か
ら
の
依
頼
は
日
本
文
化

講
義
を
担
当
す
る
こ
と
自
体
に
は
問
題
は
な
い
も
の
の
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
と
い
う
よ
う

な
事
由
に
よ
り
新
村
か
ら
謝
絶
さ
れ
、
新
村
に
つ
い
て
は
改
め
て
出
講
日
を
相
談
す
る
と
い
う

こ
と
で
落
着
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
『
館
友
』
の
母
館
日
誌
を
見

る
限
り
、
こ
の
「
皇
學
大
庶
発
三
五
号
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
昭
和
一
七
年
一
二
月
一
七
・

一
八
日
に
講
演
等
が
行
わ
れ
た
記
録
は
な
く
、
日
本
文
化
講
義
を
昭
和
一
七
年
内
に
実
施
す
る

こ
と
は
断
念
し
、
翌
年
に
先
送
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

Ｄ
の
「
皇
學
大
庶
発
六
号

日
本
文
化
講
義
ニ
関
シ
講
師
依
頼
之
件
」
は
京
都
帝
大
教
授
・

澤
瀉
久
孝
に
対
す
る
日
本
文
化
講
義
へ
の
出
講
依
頼
文
書
案
で
あ
る
。
起
案
日
は
昭
和
一
八
年

二
月
一
五
日
で
あ
る
が
、
既
に
澤
瀉
か
ら
日
本
文
化
講
義
へ
の
出
講
の
承
諾
は
得
た
上
で
の
日

程
相
談
で
あ
る
こ
と
が
文
面
よ
り
わ
か
る
。「
新
村
博
士
を
煩
は
し
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
Ｃ

の
「
皇
學
大
庶
発
三
五
号
」
で
日
本
文
化
講
義
の
講
師
依
頼
さ
れ
た
新
村
が
出
講
を
謝
絶
す
る

に
当
た
り
自
分
の
代
わ
り
に
澤
瀉
を
紹
介
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
Ｄ
の「
皇
學
大
庶
発
六
号
」

に
対
す
る
澤
瀉
の
返
信
は
綴
ら
れ
て
い
な
い
が
、
神
宮
皇
學
館
大
學
側
か
ら
の
候
補
日
に
あ
る

昭
和
一
八
年
二
月
二
四
日
に
「
読
む
書
の
心
を
得
た
る
人
ぞ
少
き
」
と
い
う
演
題
で
日
本
文
化

講
義
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
神
宮
皇
學
館
大
學
内
の
日
本
文
化
講
義
の
諸
相

（
一
）
昭
和
一
五
・
一
九
・
二
〇
年
度
の
実
施
の
有
無
に
つ
い
て

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
に
開
学
し
た
神
宮
皇
學
館
大
學
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
日

本
文
化
講
義
の
実
施
は
こ
れ
ま
で
見
た
通
り
昭
和
一
六
～
一
八
年
度
の
三
年
間
し
か
確
認
で
き

て
い
な
い
。
昭
和
一
五
年
度
、
一
九
年
度
、
二
〇
年
度
に
日
本
文
化
講
義
は
実
施
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
昭
和
一
六
年
六
月
七
日
の
平
泉
澄
に
よ
る
日
本
文
化
講
義
が
「
第
一
回
日
本
文
化

講
義
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
昭
和
一
五
年
度
は
日
本
文
化
講
義
を
実
施
し
な

か
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。

教
学
局
よ
り
文
部
省
直
轄
諸
学
校
に
発
信
さ
れ
た
昭
和
一
五
年
度
の
日
本
文
化
講
義
の
実
施

に
関
す
る
「
発
指
一
九
号
通
牒
」
は
昭
和
一
五
年
四
月
二
三
日
付
け
に
な
っ
て
い
る
。「
神
宮

皇
學
館
大
學
官
制
」
が
公
布
さ
れ
、
内
務
省
所
管
の
官
立
専
門
学
校
か
ら
文
部
省
所
管
の
官
立

単
科
大
学
と
な
っ
た
日
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
文
部
省
所
管
に
な
る
こ
と
は
ず
っ
と
以
前
に
決

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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ま
っ
て
お
り
、
神
宮
皇
學
館
大
學
に
対
し
て
文
部
当
局
が
こ
の
通
牒
を
発
信
し
な
か
っ
た
可
能

性
は
低
い
だ
ろ
う
。

日
本
文
化
講
義
の
前
身
に
当
た
る
特
別
講
義
が
官
立
の
高
等
学
校
で
実
施
さ
れ
た
昭
和
五
年

度
以
降
、
内
務
省
所
管
の
官
立
専
門
学
校
で
あ
る
神
宮
皇
學
館
で
は
宇
野
哲
人
「
支
那
哲
学
に

就
て
」（
本
科
、
昭
和
五
年
五
月
三
一
日
）、
塩
谷
温
「
大
統
歌
に
就
て
」（
普
通
科
、
昭
和
五
年
五

月
三
一
日
）、
紀
平
正
美
「
自
己
意
志
と
国
体
」（
昭
和
六
年
一
一
月
九
日
・
一
〇
日
）、
塩
谷
温
「
東

洋
道
徳
観
に
映
し
た
る
欧
米
社
会
の
実
相
」（
昭
和
八
年
六
月
二
七
日
）、
井
上
哲
次
郎
「
神
な

が
ら
の
道
に
つ
い
て
」（
昭
和
八
年
一
〇
月
二
五
日
）、
太
田
亮
「
神
社
と
氏
族
」（
昭
和
一
〇
年
一

月
二
二
日
）、
加
藤
玄
智
（
演
題
不
明
、
普
通
科
、
昭
和
一
〇
年
五
月
二
三
日
）
な
ど
の
科
外
講
義

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
い
ず
れ
も
『
年
表
篇
』
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。
講
師
の
顔
ぶ
れ
や
演

題
か
ら
見
て
文
部
省
直
轄
の
官
立
高
等
学
校
・
専
門
学
校
等
で
実
施
さ
れ
た
特
別
講
義
に
相
当

す
る
内
容
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
年
表
篇
』
の
記
述
か
ら
は
、
帝
国
大
学
や
官
立
大
学
で
日
本
文
化
講
義
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
昭
和
一
一
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
佐
々
木
信
綱「
上
代
歌
謡
の
文
学
的
価
値
」（
本
科
、

昭
和
一
一
年
九
月
三
〇
日
）、
辻
善
之
助
「
日
本
文
明
の
長
所
短
所
」（
本
科
、
昭
和
一
二
年
六
月

一
九
日
）、
平
泉
澄
（
演
題
不
明
、
本
科
・
普
通
科
五
・
四
年
生
、
昭
和
一
二
年
一
二
月
一
一
日
）、
加

藤
玄
智
「
日
本
精
神
の
本
質
と
し
て
の
惟
神
の
道
」（
昭
和
一
三
年
一
一
月
二
五
日
）、
田
辺
尚
雄

「
日
本
精
神
と
音
楽
」（
昭
和
一
四
年
六
月
一
四
日
）
と
科
外
講
義
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
実
際
に
文
部
省
直
轄
諸
学
校
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
て
い
る
講
師
が
神
宮
皇

學
館
で
こ
れ
ら
の
科
外
講
義
を
担
当
し
て
お
り
、
神
宮
皇
學
館
大
學
で
は
大
学
昇
格
以
前
の
内

務
省
所
管
の
官
立
専
門
学
校
時
代
か
ら
日
本
文
化
講
義
を
実
質
的
に
は
実
施
し
て
い
た
と
言
う

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
に
昭
和
一
五
年
度
に
日
本
文
化
講
義
を
実
施
し
な
か
っ
た
理
由
を
挙
げ
る
の
で
あ

れ
ば
、
開
学
直
後
で
余
裕
が
無
か
っ
た
と
い
う
事
情
し
か
考
え
に
く
い
。『
年
表
篇
』
を
見
る

限
り
神
宮
皇
學
館
大
學
は
昭
和
一
五
年
度
も
農
学
博
士
・
小
野
武
夫
に
よ
る
科
外
講
義
を
一
〇

月
二
六
日
に
実
施
し
て
い
る
が
（
演
題
「
団
体
と
農
業
」）、
科
外
講
義
と
異
な
り
日
本
文
化
講

義
の
場
合
は
文
部
当
局
に
対
し
て
実
施
前
に
は
実
施
計
画
書
を
、
実
施
後
に
は
実
施
状
況
報
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
講
師
選
定
に
当
た
っ
て
も
文
部
当
局
と
書
面
で
の
や
り
取
り
が

必
要
と
な
る
な
ど
、
事
務
的
な
煩
雑
さ
は
科
外
講
義
よ
り
大
き
い
。
開
学
初
年
度
は
円
滑
な
大

学
運
営
を
行
う
こ
と
に
労
力
を
向
け
ざ
る
を
得
ず
、
文
部
当
局
と
書
類
を
や
り
取
り
す
る
よ
う

な
事
務
作
業
面
で
の
余
裕
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

母
館
日
誌
や
学
園
日
誌
に
学
内
行
事
を
記
載
し
て
い
た
『
館
友
』
は
戦
時
物
資
不
足
等
の
理

由
で
当
局
の
慫
慂
に
よ
り
昭
和
一
九
年
六
月
の
四
二
八
号
を
も
っ
て
廃
刊
に
な
っ
た
た
め
、
昭

和
一
九
年
四
月
以
降
に
神
宮
皇
學
館
大
學
で
行
わ
れ
た
学
内
行
事
を
確
認
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
こ
の
事
情
を
反
映
し
て
か
『
年
表
篇
』
で
も
昭
和
一
九
年
度
は
昭
和
一
八
年
度
と
比
べ
半

分
以
下
の
記
述
量
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
二
〇
年
度
も
八
月
一
五
日
の
終
戦
ま
で
記
述
は
少

な
い
。

戦
局
の
激
化
に
よ
る
学
徒
勤
労
動
員
や
学
徒
出
陣
な
ど
総
動
員
体
制
が
取
ら
れ
て
い
く
中

で
、
日
本
文
化
講
義
の
実
施
は
そ
れ
ま
で
に
比
べ
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
昭

和
一
九
年
度
に
日
本
文
化
講
義
を
実
施
し
た
事
例
は
東
北
帝
国
大
学
、
金
沢
医
科
大
学
、
名
古

屋
高
等
商
業
学
校
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
、
石
川
師
範
学
校
な
ど
で
あ
り
、
昭
和
二
〇
年

度
に
つ
い
て
も
金
沢
医
大
や
名
古
屋
高
商
で
実
施
事
例
が
確
認
で
き
る
た
め
、
神
宮
皇
學
館
大

學
で
も
昭
和
一
九
、
二
〇
年
度
に
実
施
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
二
）
担
当
講
師
の
属
性
・
分
野

改
め
て
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
～
一
八
年
度
に
お
け
る
神、

宮、

皇、

學、

館、

大、

學、

内、

の
日
本
文
化

講
義
を
示
し
て
お
こ
う
。

①
昭
和
一
六
年
六
月
七
日

東
京
帝
国
大
学
教
授
・
平
泉
澄
「
伝
統
」

②
昭
和
一
六
年
一
〇
月
二
日

前
特
命
全
権
大
使
・
堀
内
謙
介
「
太
平
洋
問
題
と
日
米
関
係
」

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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③
昭
和
一
七
年
一
月
二
八
日

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
瀧
精
一
「
美
術
と
し
て
の
書
道
」

④
昭
和
一
七
年
六
月
一
五
日

東
北
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
藤
原
松
三
郎
「
和
算
」

⑤
昭
和
一
八
年
二
月
二
四
日

京
都
帝
国
大
学
教
授
・
澤
瀉
久
孝
「
読
む
書
の
心
を
得
た
る

人
ぞ
少
き
」

⑥
昭
和
一
八
年
六
月
二
八
日

京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
新
村
出
「
日
本
文
化
史
と
国
語

敬
重
の
精
神
」

⑦
昭
和
一
八
年
一
二
月
二
三
日

陸
軍
少
将
・
中
柴
末
純
「
戦
陣
訓
に
つ
い
て
」

日
本
文
化
講
義
を
実
施
す
る
に
当
た
り
講
師
選
定
に
関
す
る
稟
議
書
な
ど
の
学
内
文
書
が

「
神
宮
皇
學
館
大
學
書
類
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
講
師
選
定
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

外
交
官
で
あ
る
②
の
堀
内
、
軍
人
で
あ
る
⑦
の
中
柴
以
外
は
い
ず
れ
も
帝
国
大
学
の
教
授
も
し

く
は
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
⑤
の
澤
瀉
と
⑥
の
新
村
の
み
が
京
都
で
あ
り
、
他
は
東
日

本
か
ら
の
講
師
招
聘
で
あ
っ
た
。
日
本
文
化
講
義
を
実
施
す
る
に
当
た
り
文
部
当
局
か
ら
の
予

算
措
置
が
あ
る
と
は
い
え
、
地
理
的
に
東
京
よ
り
も
近
い
京
都
や
大
阪
か
ら
で
は
な
く
東
京
か

ら
講
師
を
招
く
こ
と
が
多
か
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

各
講
師
の
専
門
分
野
を
基
に
昭
和
一
六
～
一
八
年
度
の
三
年
間
に
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講

義
の
分
野
を
示
せ
ば
、
①
か
ら
⑦
ま
で
順
に
国
史
、
外
交
、
美
術
史
、
数
学
、
国
文
学
、
国
語

学
、
軍
事
で
あ
り
、
分
野
の
重
な
り
が
全
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
法
学
や
経
済
学
と
い
っ
た

社
会
科
学
や
人
文
学
の
中
の
哲
学
や
倫
理
学
が
な
い
と
は
い
え
（
も
ち
ろ
ん
昭
和
一
九
、
二
〇
年

度
の
日
本
文
化
講
義
で
こ
れ
ら
の
分
野
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
残
る
）、
数
学
、
外
交
と

い
っ
た
自
然
科
学
、
時
事
問
題
の
分
野
か
ら
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
は
分
野
の
偏
り
が

な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
講
師
選
定
と
言
え
よ
う
。

神
宮
皇
學
館
大
學
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
七
名
の
講
師
の
う
ち
、
昭
和
一
一
年
七
月

も
し
く
は
八
月
に
文
部
当
局
よ
り
各
校
に
配
付
さ
れ
た
講
師
一
覧
「
日
本
文
化
講
義
講
師
表
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
瀧
精
一
の
み
で
あ
る
が
、
昭
和
一
七
年
五
月
か
六
月
に
各
校
に
配
付

さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
「
日
本
文
化
講
義
諸
講
習
会
講
師
一
覧
（
事
務
参
考
用
）」（
以
下
、「
昭
和

一
七
年
講
師
一
覧
」
と
略
記
す
る
）
に
は
中
柴
を
除
く
全
員
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
講
師
選
定
は

文
部
当
局
の
推
奨
に
ほ
ぼ
従
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

神
宮
皇
學
館
大
學
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
こ
れ
ら
の
講
師
が
昭
和
一
一
～
一
六
年
度

に
文
部
省
直
轄
諸
学
校
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
回
数
は
、
平
泉
九
回
、
堀
内
三
回
、
瀧

一
五
回
、
藤
原
五
回
、
澤
瀉
〇
回
、
新
村
一
一
回
、
中
柴
〇
回
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
澤
瀉
に
つ

い
て
は
京
都
帝
大
で
「
月
曜
講
義
」
と
学
内
で
呼
ば
れ
て
い
る
日
本
文
化
講
義
を
昭
和
一
七
年

に
担
当
し
て
い
た

（
16
）。

つ
ま
り
中
柴
以
外
の
講
師
は
全
て
神
宮
皇
學
館
大
學
で
日
本
文
化
講
義
を

担
当
す
る
以
前
に
他
校
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
経
験
を
有
し
て
い
た
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
七
名
の
講
師
の
う
ち
平
泉
、
堀
内
、
中
柴
の
三
人
の
日
本
文
化
講
義
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
神
宮
皇
學
館
大
學
で
行
わ
れ
た
最
初
の
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
平
泉

は
昭
和
三
七
年
に
私
立
大
学
と
し
て
再
興
さ
れ
た
皇
學
館
大
學
の
学
事
顧
問
を
同
年
四
月
二
一

日
に
委
嘱
さ
れ
、
後
に
同
校
の
校
歌
も
作
成
し
、
し
ば
し
ば
講
演
を
行
っ
た
他
、
平
泉
門
下
の

田
中
卓
が
皇
學
館
大
學
の
学
長
に
就
く
な
ど
、
皇
學
館
と
の
所
縁
が
深
い
人
物
で
あ
る
。
堀
内

は
昭
和
一
六
年
の
五
月
に
山
口
高
等
商
業
学
校
と
山
口
高
等
学
校
で
日
本
文
化
講
義
を
行
っ
て

お
り
、
外
交
官
と
い
う
実
際
家
の
登
用
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
柴
は
軍
人
で
あ

り
、『
戦
陣
訓
』
の
解
説
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、「
昭
和
一
七
年
講
師
一
覧
」
に

名
前
が
な
く
、
神
宮
皇
學
館
大
學
以
外
で
の
日
本
文
化
講
義
の
担
当
が
確
認
で
き
な
い
人
物
で

も
あ
る
だ
け
に
講
師
と
し
て
登
用
さ
れ
た
理
由
も
考
え
て
み
た
い
。

（
三
）
平
泉
澄
の
日
本
文
化
講
義
―
『
勢
陽
』
収
録
の
講
義
録
よ
り

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
七
日
に
東
京
帝
国
大
学
教
授
・
平
泉
澄
が
神
宮
皇
學
館
大

學
で
行
っ
た
第
一
回
日
本
文
化
講
義
の
講
義
録
は
神
宮
皇
學
館
大
學
報
国
団
文
化
部
発
行
の

『
勢
陽
』
第
五
二
号
（
昭
和
一
六
年
一
二
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
の
編
輯
後
記
に
は
「
巻

頭
の
平
泉
博
士
の
論
文
は
今
年
最
初
の
文
化
講
義
の
速
記
録
で
あ
る

（
17
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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同
誌
に
日
本
文
化
講
義
の
講
義
録
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
こ
れ
が
最
初
で
最
後
で
あ
っ
た
。
神
宮

皇
學
館
大
學
で
行
わ
れ
た
最
初
の
日
本
文
化
講
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の

講
義
録
か
ら
内
容
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

平
泉
は
最
初
に
、過
去
一
ヶ
年
間
を
回
想
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
か
と
問
い
掛
け
、

昭
和
五
～
六
年
の
自
ら
の
外
遊
体
験
に
も
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
日
本
文
化
講
義
の
一
ヶ
月
半
前

に
生
じ
た
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
侵
攻
な
ど
世
界
全
体
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
注
意
す

べ
き
問
題
が
数
多
く
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
平
泉
に
よ
れ
ば
過
去
一
ヶ
年
に
お
け

る
最
も
大
き
な
問
題
は
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
屈
服
し
た
問
題
で
あ
り
、
今
後
世
界
の
歴
史
の

上
に
極
め
て
重
大
な
出
来
事
と
し
て
回
想
さ
れ
る
に
違
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

平
泉
は
「
現
在
我
々
は
眼
の
あ
た
り
に
起
つ
て
ゐ
る
出
来
事
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
つ
て
は

な
り
ま
せ
ん

（
18
）」

と
説
き
、
国
家
の
興
亡
盛
衰
を
深
く
考
え
る
に
当
た
り
連
想
す
る
書
物
と
し
て

『
孫
子
』
を
挙
げ
、
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。
平
泉
は
「
道
に
よ
つ
て
国
民
の
精
神
が
上
と
意

を
同
じ
く
し
―
上
と
精
神
を
同
じ
く
し
如
何
な
る
苦
難
に
会
つ
て
も
民
を
し
て
上
と
意
を
同

じ
く
し
こ
れ
に
死
す
べ
く
こ
れ
に
よ
る
べ
く
危
き
を
恐
れ
ざ
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と

を
劈
頭
に
於
て
ハ
ッ
キ
リ
と
書
い
て
ゐ
る
こ
と

（
19
）」

が
『
孫
子
』
の
非
常
に
優
れ
た
点
で
あ
る
と

し
、「
民
上
と
意
を
同
じ
う
す
と
い
ふ
こ
と
が
フ
ラ
ン
ス
に
は
な
か
つ
た

（
20
）」

こ
と
が
フ
ラ
ン
ス

が
惨
め
な
負
け
方
を
し
た
原
因
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
上
で
、「
孫
子
が
戦
争
の
策
を

説
く
最
初
に
先
づ
国
民
精
神
確
立
を
説
い
て
ゐ
る
こ
と
は
上
下
一
致
し
て
国
民
の
精
神
を
如
何

な
る
危
難
に
遭
遇
す
る
も
動
揺
し
な
い
、
死
し
て
後
已
む
と
い
ふ
精
神
が
根
本
で
あ
つ
て
そ
れ

が
な
い
と
い
ふ
な
ら
難
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
説
い
て
ゐ
る
こ
と
は
正
に
至
言
で
あ
る

と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い

（
21
）」

と
兵
学
書
で
あ
る
『
孫
子
』
を
高
く
評
価
し
た
。

平
泉
は
国
体
の
歴
史
か
ら
考
え
て
「
民
上
と
意
を
同
じ
う
し
こ
れ
と
死
す
べ
く
こ
れ
に
依
る

べ
く
危
き
を
恐
れ
ざ
ら
し
む
国
と
い
ふ
の
は
吾
国
こ
そ
そ
れ
で
あ
る

（
22
）」

と
す
る
。
平
泉
に
よ
れ

ば
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
説
い
た
人
物
が
根
本
通
明
で
あ
っ
た
。
根
本
は
中
国
哲
学
を
研
究
し
て

東
京
帝
国
大
学
で
講
義
を
行
い
、
日
本
の
国
体
を
明
確
に
見
定
め
日
本
精
神
を
掴
ん
で
い
た
人

物
で
あ
る
。
根
本
に
依
拠
し
て
平
泉
は
「
万
世
一
系
の
天
皇
を
仰
い
で
ゐ
る
こ
の
国
に
於
て
国

の
炳
は
天
皇
で
あ
る
。
…
…
こ
の
開
闢
以
来
君
と
し
て
仰
ぎ
奉
つ
て
そ
の
御
為
に
命
を
捧
げ
奉

る
と
い
ふ
蹇
々
匪
躬
の
忠
を
致
す
国
民
で
あ
る
。
こ
の
精
神
こ
そ
は
わ
が
国
の
伝
統
的
な
精
神

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
孫
子
の
中
の
言
葉
と
対
照
し
て
見
ま
す
と
孫
子
が
〔「
〕
民
を
し
て
上

と
意
を
同
じ
う
し
こ
れ
と
死
す
べ
く
こ
れ
に
依
る
べ
く
危
き
を
恐
れ
ざ
ら
し
む
」
と
い
ひ
戦
争

に
最
も
大
切
な
こ
と
ゝ
し
た
の
は
実
に
こ
の
日
本
の
伝
統
的
精
神
に
一
致
す
る
の
で
あ
り
ま

す
（
23
）」

と
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
天
皇
の
た
め
に
命
を
捧
げ
る
と
い
う
精
神
こ
そ
日
本
の
伝
統
的
精
神
で
あ
る
と

高
唱
す
る
平
泉
は
非
常
な
苦
し
み
の
中
に
あ
っ
て
こ
の
精
神
を
固
守
し
続
け
た
例
と
し
て
建
武

の
中
興
の
時
に
奮
闘
し
た
菊
池
武
時
に
代
表
さ
れ
る
肥
後
の
菊
池
家
を
挙
げ
、
先
祖
か
ら
子
孫

に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
そ
の
忠
誠
の
精
神
を
讃
え
た
。
そ
の
上
で
平
泉
は
そ
の
精
神
の
美
し

さ
に
打
た
れ
た
こ
と
、
そ
こ
に
は
日
本
の
伝
統
の
美
し
さ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、「
本
校
に
は

尊
敬
す
る
山
田
先
生
が
居
ら
れ
ま
し
て
私
か
ら
喋
々
す
る
を
要
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
平
常

考
へ
て
を
り
ま
す
事
の
一
端
を
述
べ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す

（
24
）」

と
学
長
・
山
田
の
名
前
を
持
ち
出

し
講
義
を
結
ん
だ
。

平
泉
の
講
義
は
現
時
の
世
界
情
勢
か
ら
始
ま
り
中
国
の
兵
学
書
『
孫
子
』
の
話
、
根
本
通
明

の
思
想
、
菊
池
勤
王
史
へ
の
言
及
と
目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
す
る
が
、
日
本
の
伝
統
的
精
神
と
し

て
忠
誠
の
精
神
を
一
貫
し
て
説
き
、
そ
の
美
し
さ
を
伝
え
る
と
い
う
の
が
講
義
の
主
旨
で
あ
っ

た
。
演
題
の
「
伝
統
」
は
昭
和
一
五
年
一
月
に
平
泉
が
刊
行
し
た
『
伝
統
』（
至
文
堂
）
と
同

じ
で
あ
る
が
、
同
書
の
序
に
あ
る
「
現
状
に
泥
ん
で
革
新
を
忌
む
者
は
、
現
状
の
維
持
即
ち
こ

れ
伝
統
を
守
る
事
と
考
へ
、
反
対
に
現
状
に
あ
き
た
ら
ず
し
て
革
新
に
急
な
る
者
は
、
み
だ
り

に
外
国
の
模
倣
追
随
を
専
ら
に
し
て
、
伝
統
を
固
陋
と
貶
し
去
ら
う
と
す
る
の
で
あ
る

（
25
）」

と
い

う
考
え
を
こ
の
講
義
の
中
で
論
じ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
同
書
と
内
容
的
に

直
接
重
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

ま
た
、
菊
池
家
の
忠
孝
の
話
は
昭
和
一
六
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
平
泉
の
『
菊
池
勤
王
史
』

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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（
菊
池
氏
勤
王
顕
彰
会
）
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
だ
、
神
宮
皇
學
館
大
學
に
お
け
る
平
泉

の
日
本
文
化
講
義
の
土
台
を
な
し
た
の
は
昭
和
一
六
年
度
前
期
に
彼
が
東
京
帝
大
で
行
っ
た

「
日
本
思
想
史
」
の
講
義
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
日
本
文
化
講
義
や
日
本
諸
学
振
興
委
員
会

の
学
会
開
催
と
同
じ
く
、
文
部
省
は
教
学
刷
新
事
業
の
一
つ
と
し
て
国
体
講
座
新
設
を
含
む
予

算
案
を
昭
和
一
一
年
の
第
七
〇
帝
国
議
会
に
提
出
し
、
東
京
帝
大
で
は
昭
和
一
三
年
一
月
に

「
日
本
思
想
史
講
座
」
が
事
実
上
の
国
体
講
座
と
し
て
新
設
さ
れ

（
26
）、

平
泉
が
講
座
の
教
授
と
な
っ

た
。
こ
の
思
想
史
講
座
で
昭
和
一
六
年
度
前
期
に
開
講
さ
れ
た
「
日
本
思
想
史
」
の
講
義
ノ
ー

ト
（
27
）に

よ
れ
ば
昭
和
一
六
年
四
月
二
二
日
の
初
回
講
義
で
平
泉
は
ド
イ
ツ
軍
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

席
捲
か
ら
話
を
始
め
、『
孫
子
』
の
伝
や
兵
法
に
つ
い
て
講
義
し
、
第
二
回
講
義
の
五
月
六
日

は
吉
備
真
備
を
取
り
上
げ
、
第
三
回
の
五
月
一
三
日
に
再
び
『
孫
子
』
の
兵
法
や
名
言
に
つ
い

て
講
義
し
た
。
そ
し
て
、
五
月
二
〇
日
に
は
根
本
通
明
の
「
天
子
一
姓
」
を
取
り
上
げ
た
。
神

宮
皇
學
館
で
の
平
泉
に
よ
る
日
本
文
化
講
義
で
は
少
な
い
な
が
ら
も
吉
備
真
備
へ
の
言
及
は
あ

り
、
何
よ
り
『
孫
子
』
や
根
本
通
明
に
つ
い
て
詳
し
く
語
っ
て
い
た
。

神
宮
皇
學
館
大
學
が
第
一
回
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し
て
平
泉
を
招
聘
し
た
理
由
や
経
緯

に
つ
い
て
は
講
師
選
定
に
関
す
る
学
内
文
書
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
推
測
す
る
し
か
な
い

が
、
平
泉
は
昭
和
一
二
年
度
に
一
回
（
横
浜
高
商
で
演
題
「
日
本
人
ノ
真
面
目
」）、
一
三
年
度
に

五
回
（
福
島
高
商
で
演
題
「
日
本
精
神
」、
盛
岡
高
農
及
び
奈
良
女
高
師
、
金
沢
医
大
、
岡
山
医
大
で
演

題
「
橋
本
景
岳
先
生
」）、
一
四
年
度
に
一
回
（
神
戸
商
大
で
演
題
「
日
本
精
神
」）、
日
本
文
化
講
義

の
講
師
を
務
め
、
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し
て
十
分
な
経
験
を
有
し
て
い
た

（
28
）。

ま
た
、
四
年

前
の
昭
和
一
二
年
一
二
月
一
一
日
に
神
宮
皇
學
館
で
科
外
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

事
情
が
選
定
の
理
由
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
平
泉
が
選
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
万
世
一
系
の
皇

統
に
日
本
の
伝
統
を
見
出
し
、
国
家
を
支
え
、
国
史
を
貫
く
も
の
と
し
て
日
本
精
神
を
重
ん
じ
、

当
時
の
日
本
精
神
論
者
の
中
で
忠
誠
の
精
神
を
重
視
し
て
い
た
平
泉
の
思
想
的
立
場
が
神
宮
皇

學
館
大
學
の
設
立
趣
旨
と
合
致
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
見
た
通
り
、

国
体
の
闡
明
、
日
本
固
有
の
学
問
文
化
の
推
進
を
図
り
教
学
刷
新
の
実
を
挙
げ
て
い
く
と
い
う

文
部
当
局
の
狙
い
の
下
、
神
宮
皇
學
館
大
學
が
創
設
さ
れ
た
事
情
を
踏
ま
え
れ
ば
、
平
泉
が
第

一
回
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
判
断
が
学

内
で
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
教
学
は
日
本
精
神
を
核
心
と
す
る
と
高
唱
す
る
学

長
・
山
田
孝
雄
の
基
本
的
な
考
え
に
も
合
う
人
物
と
し
て
平
泉
が
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
外
交
官
・
堀
内
謙
介
の
日
本
文
化
講
義

「
昭
和
一
七
年
講
師
一
覧
」に
名
前
は
あ
る
も
の
の
堀
内
謙
介
は
昭
和
一
五
年
度（
一
九
四
〇
）

ま
で
文
部
省
直
轄
諸
学
校
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
経
験
は
無
か
っ
た
。
彼
は
昭
和
一
六

年
五
月
一
六
日
に
山
口
高
校
に
て
演
題
「
支
那
事
変
ヲ
繞
ル
国
際
状
勢
」
で
初
め
て
日
本
文
化

講
義
を
担
当
し
、
翌
五
月
一
七
日
に
も
山
口
高
商
に
お
い
て
演
題
「
米
国
ノ
国
際
的
動
向
」
で

日
本
文
化
講
義
を
行
っ
た
。
日
本
文
化
講
義
の
講
師
経
験
は
少
な
い
が
、
文
部
当
局
に
よ
る
昭

和
一
六
年
四
月
五
日
付
け
の
発
指
一
五
号
通
牒
「
日
本
文
化
講
義
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
に
書
か

れ
て
い
る
「
尚
本
年
度
ハ
時
局
並
ニ
皇
国
ノ
使
命
ニ
鑑
ミ
一
層
国
体
観
念
ノ
徹
底
ヲ
期
ス
ル
ト

共
ニ
新
体
制
ノ
諸
問
題
、
国
土
計
画
、
人
口
問
題
、
食
糧
問
題
、
大
陸
政
策
、
太
平
洋
問
題
等

ニ
関
ス
ル
講
義
ヲ
モ
加
へ
以
テ
十
分
成
果
ヲ
挙
グ
ル
ヤ
ウ
御
配
慮
相
成
度
」
と
い
う
指
示
に
従

い
、
神
宮
皇
學
館
大
學
は
第
二
回
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し
て
前
駐
米
特
命
全
権
大
使
・
堀

内
と
い
う
実
際
家
を
起
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

堀
内
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
外
交
官
領
事
官
試
験
に
合
格
し
て
外
交
官
の
道
を
歩

み
始
め
、
昭
和
一
一
年
四
月
に
外
務
次
官
に
就
任
し
、
一
三
年
一
〇
月
に
駐
米
特
命
全
権
大
使

に
就
い
た
（
一
五
年
一
二
月
に
依
願
免
官
）。
堀
内
の
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
講

義
録
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
推
測
す
る
上
で
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
昭
和

一
六
年
の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
浜
松
経
済
倶
楽
部（
三
月
一
八
日
）、朝
鮮
経
済
倶
楽
部（
四

月
二
一
日
）、
広
島
経
済
倶
楽
部
（
四
月
二
四
日
）、
岡
山
県
経
済
倶
楽
部
（
四
月
二
五
日
）
で
行
っ

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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た
講
演
録
「
現
時
の
国
際
政
局
に
於
け
る
米
国
の
動
向
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
経
済
倶
楽
部
講

演
』
昭
和
一
六
年
第
一
三
輯
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

堀
内
は
具
体
的
に
は
ア
メ
リ
カ
が
今
後
極
東
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
政
策
を
執
る
か
、
ま
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
を
中
心
に
講
演

を
行
っ
た
。
経
済
倶
楽
部
で
の
講
演
は
神
宮
皇
學
館
大
學
で
の
日
本
文
化
講
義
の
半
年
前
で
あ

り
、
昭
和
一
六
年
八
月
に
は
英
米
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
枢
軸
国
と
の
戦
争
目
的
や
戦
後
の
国
際

協
調
に
関
す
る
基
本
的
な
合
意
を
盛
り
込
ん
だ
「
大
西
洋
憲
章
」
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
国
際
情

勢
は
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ま
た
、
学
生
対
象
か
社
会
人
対
象
か
と
い

う
違
い
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
神
宮
皇
學
館
大
學
で
の
日
本
文
化
講
義
は
経
済
倶
楽
部
で
の
講
演

と
内
容
的
に
あ
る
程
度
の
重
な
り
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
も
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、

経
済
倶
楽
部
で
の
講
演
録
「
現
時
の
国
際
政
局
に
於
け
る
米
国
の
動
向
」
の
内
容
を
見
て
い
く
。

こ
の
経
済
倶
楽
部
の
講
演
で
堀
内
は
ま
ず
「
外
国
の
動
き
を
極
く
冷
静
に
客
観
的
に
見
て
行

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
又
外
国
の
国
力
、
或
は
其
の
国
の
意
図
政
策
と
云
ふ
事
も
出
来
る
だ

け
正
確
に
観
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

（
29
）」

と
述
べ
、
希
望
的
観
測
は
で
き
る
だ
け
避
け
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
を
進
め
る
。
海
・
陸
・

空
軍
の
大
規
模
な
軍
備
拡
張
計
画
や
軍
需
産
業
の
拡
張
、
中
南
米
諸
国
や
カ
ナ
ダ
の
ア
メ
リ
カ

依
存
に
よ
り
日
本
が
こ
れ
ら
の
国
を
利
用
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
言
及
し

な
が
ら
堀
内
は
、
戦
争
を
や
り
た
く
な
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
国
民
の
感
情
や
、
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
イ
ギ
リ
ス
へ
の
援
助
も
飛
行
機
、
軍
艦
、
商
船
、
そ
の
他
の
兵
器
な
ど
の
供
給
で
済
む
こ
と
、

更
に
は
ア
メ
リ
カ
自
身
の
軍
備
拡
張
計
画
の
実
現
に
は
相
当
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を
理

由
と
し
て
挙
げ
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
の
正
式
参
戦
は
さ
ほ
ど
差
し
迫
っ
て
い
な
い
と
の
見
解
を

示
し
た
。

続
い
て
堀
内
は
ア
メ
リ
カ
の
極
東
政
策
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
対
日

感
情
の
悪
化
は
ほ
と
ん
ど
圧
倒
的
で
非
常
に
深
刻
で
あ
り
、
昭
和
一
五
年
秋
の
日
独
伊
三
国
同

盟
が
で
き
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
英
米
両
国
の
連
絡
協
力
を
強
化
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
に
対

抗
し
よ
う
と
い
う
方
針
を
決
め
た
。
そ
し
て
極
東
及
び
太
平
洋
に
お
け
る
英
米
の
権
益
を
維
持

す
る
こ
と
に
よ
り
太
平
洋
方
面
に
お
け
る
勢
力
の
均
衡
を
保
と
う
と
い
う
政
策
を
執
る
よ
う
に

な
っ
た
。
堀
内
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
一
方
に
お
い
て
は
戦
争
の
場
合
の
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
他
方
に
お
い
て
日
本
に
対
す
る
経
済
圧
迫
を
強
化
し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
援
助
を
強

化
し
て
い
く
方
針
を
取
っ
て
い
た
。「
日
本
の
政
府
当
局
に
於
て
も
、
外
交
の
政
策
と
し
て
は

三
国
同
盟
を
枢
軸
と
す
る
と
共
に
、
成
る
べ
く
日
米
の
衝
突
を
避
け
る
為
め
に
外
交
上
必
要
な

処
置
を
講
ぜ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
事
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す

（
30
）」

と
述
べ
な
が
ら
も
堀
内
は
「
此
の

日
米
の
間
の
国
交
を
調
整
す
る
事
は
仲
々
困
難
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す

（
31
）」

と
漏
ら
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
堀
内
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
の
外
交
交
渉
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き

こ
と
と
し
て
挙
げ
、
そ
の
中
で
日
本
と
ソ
連
と
の
国
交
交
渉
が
容
易
に
進
展
し
て
い
な
い
こ
と

に
懸
念
を
示
し
、
日
米
両
国
の
間
の
国
交
調
整
は
今
後
外
交
手
段
に
お
い
て
は
で
き
る
だ
け
尽

く
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

『
堀
内
謙
介
回
顧
録
―
日
本
外
交
50
年
の
裏
面
史
―
』（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
、
昭
和
五
四
年
）
の

「
あ
と
が
き
」
で
堀
内
は
「
長
い
外
交
官
生
活
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
強
く
私
の
心
に
残
っ
て

い
る
こ
と
を
一
つ
あ
げ
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
ら
、
私
は
躊
躇
な
く
、
日
中
戦
争
の
前
後
に
外
交

一
元
化
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
そ
れ
は
日
本
外
交
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
だ
っ

た
が
、
日
本
国
民
に
こ
の
う
え
も
な
く
大
き
な
不
幸
を
も
た
ら
し
た

（
32
）」

と
し
た
上
で
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

あ
る
と
き
、
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
の
こ
と
だ
が
、
さ
る
新
聞
社
の
政
治
部
長
が
大
本

営
陸
軍
部
の
使
い
と
し
て
私
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
を
罵

倒
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
た
い

し
て
、
駐
米
大
使
と
し
て
信
任
状
を
捧
呈
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
、
肝
胆
相
照
ら

す
間
柄
に
な
っ
て
い
た
。
い
か
に
日
米
両
国
が
戦
火
を
交
え
て
い
る
と
い
え
、
人
間
と
し

て
信
義
を
欠
く
よ
う
な
こ
と
は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
私
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

は
日
本
精
神
に
反
す
る
と
い
っ
て
断
っ
た
が
、
腹
が
立
っ
て
仕
方
な
か
っ
た

（
33
）。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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こ
の
「
あ
と
が
き
」
の
言
葉
が
真
実
で
あ
り
、
堀
内
の
外
交
官
と
し
て
の
姿
勢
を
そ
の
ま
ま

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
神
宮
皇
學
館
大
學
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
で
も
軍

部
に
阿
る
よ
う
な
発
言
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
悪
感
情
を
も
っ
て

語
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
駐
米
大
使
と
し
て
の
経
験
や
外
交
官
と
し
て
の

専
門
的
見
地
か
ら
太
平
洋
問
題
と
日
米
関
係
を
冷
静
に
語
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
も
し
、
そ

の
通
り
で
あ
れ
ば
、
神
宮
皇
學
館
大
學
の
学
生
に
は
現
実
の
日
米
関
係
や
世
界
動
向
を
学
ぶ
好

機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
軍
人
思
想
家
・
中
柴
末
純
の
日
本
文
化
講
義
―
中
柴
招
聘
の
意
図
は

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一
二
月
二
三
日
に
陸
軍
少
将
・
中
柴
末
純
が
「
戦
陣
訓
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
の
内
容
に
つ
い
て
も
講
義
録
が
確
認
で
き
な
い
た

め
、
推
測
に
頼
る
し
か
な
い
。
こ
こ
で
は
、
昭
和
一
九
年
一
〇
月
に
帝
国
出
版
よ
り
刊
行
さ
れ

た
総
力
戦
学
会
編
『
総
力
戦
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
中
柴
の
「
戦
陣
訓
要
義
」
を
取
り
上
げ
た

い
。
中
柴
は
総
力
戦
学
会
の
会
長
で
あ
っ
た
。
同
書
の
編
者
の
こ
と
ば
と
し
て
総
力
戦
学
会
常

務
理
事
・
寺
田
彌
吉
は
「
総
力
戦
が
ど
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
か
の
認
識
を
欠
い
て
ゐ
る
人
が

極
め
て
多
い
。
総
力
戦
学
会
は
ま
さ
に
そ
の
点
の
啓
蒙
を
目
的
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
一
端
の
事
業
と
し
て
本
書
を
公
刊
す
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る

（
34
）」

と
述
べ
て
い
る
。

同
書
に
収
録
さ
れ
た
中
柴
の
「
戦
陣
訓
要
義
」
に
つ
い
て
も
啓
蒙
と
い
う
視
点
か
ら
戦
陣
訓
の

趣
旨
や
要
点
を
一
般
人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
説
明
す
る
目
的
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
「
戦
陣
訓
要
義
」
は
神
宮
皇
學
館
大
學
で
中
柴
が
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
と
内
容
的

に
多
か
れ
少
な
か
れ
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
戦
陣
訓
要
義
」
で
は
緒
説
に
お
い
て
、
人
生
の
目
的
は
「
良
く
生
き
る
」
こ
と
で
あ

る
と
し
、「
良
く
生
き
る
」
と
は
悪
を
退
け
、
良
い
も
の
を
守
り
、
そ
れ
を
立
て
と
お
す
こ
と

で
あ
り
、「
生
き
る
」
と
は
「
戦
ふ
」
こ
と
に
な
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
中
柴
は
「
正
義
の
追
進
、

創
造
の
努
力
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
野
望
・
覇
道
等
の
諸
障
碍
を
排
除
し
、
且
つ
之
を
受
容
・
馴

致
・
同
化
し
て
、
遂
に
、
仁
愛
・
正
義
の
大
和
魂
に
化
成
し
、
皇
道
の
洪
大
無
辺
な
る
慈
恩
に

浴
せ
し
む
る
の
が
、
日
本
皇
国
の
使
命
で
あ
り
、
皇
軍
の
負
担
す
べ
き
重
責
で
あ
る

（
35
）」

と
述
べ

た
上
で
、
大
東
亜
戦
争
は
日
本
総
力
戦
す
な
わ
ち
皇
道
実
現
の
た
め
の
戦
い
で
あ
る
と
し
、「
日

本
の
真
の
戦
争
は
、
日
本
総
力
戦
若
し
く
は
皇
道
総
力
戦
で
あ
る

（
36
）」

と
高
唱
す
る
。

中
柴
は
『
戦
陣
訓
』
の
序
か
ら
「
戦
陣
は
、
大
命
に
基
き
、
皇
軍
の
神
髄
を
発
揮
し
、
攻
む

れ
ば
必
ず
取
り
、
戦
へ
ば
必
ず
勝
ち
、
遍
く
皇
道
を
宣
布
し
敵
を
し
て
仰
い
で
は
御
稜
威
の
尊

厳
を
感
銘
せ
し
む
る
處
」
と
引
用
し
た
上
で
、「
皇
軍
の
道
義
宣
揚
に
万
全
を
期
し
、
一
は
以

て
各
自
座
右
の
銘
と
な
し
、
精
神
鍛
錬
の
資
と
な
さ
ん
が
た
め
、
陸
軍
か
ら
「
戦
陣
訓
」
が
発

布
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
37
）」

と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
上
で
中
柴
は
『
戦
陣
訓
』
の
「
本
訓
其
の
一
は
、
主
と
し
て
、
肇
国
の
精
神
、
国
体
の

本
義
、
建
軍
の
大
義
、
皇
国
の
戦
争
観
等
を
根
基
と
し
て
戦
場
に
於
け
る
軍
人
の
信
条
た
ら
し

む
べ
き
部
隊
全
般
と
し
て
の
精
神
的
規
準
で
あ
り
、
同
其
の
二
は
、
将
兵
各
自
の
修
養
を
目
的

と
す
る
道
義
的
要
諦
で
あ
り
、
而
し
て
同
其
の
三
は
、
戦
陣
に
於
け
る
勤
務
・
生
活
・
思
想
上

注
意
す
べ
き
具
体
的
要
項
を
、『
戦
陣
の
戒
及
嗜
』と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る

（
38
）」と

総
括
し
た
。

中
柴
は
『
戦
陣
訓
』
の
全
篇
を
精
読
し
て
、
特
に
看
取
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
六
点
を

挙
げ
て
い
る
。

一
、建
軍
の
本
義
に
立
脚
せ
る
皇
国
道
義
的
戦
争
の
意
義
が
明
か
に
せ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
。

二
、
皇
軍
軍
人
た
る
栄
誉
と
其
の
道
義
的
責
務
と
が
強
調
せ
ら
る
る
こ
と
。

三
、
皇
軍
に
独
特
な
る
攻
撃
精
神
の
真
髄
及
び
之
に
伴
ふ
べ
き
皇
軍
軍
紀
そ
の
他
に
つ
き

懇
示
せ
る
こ
と
。

四
、
敬
神
の
本
義
を
高
調
し
、
忠
孝
一
本
の
国
風
を
諭
説
せ
る
こ
と
。

五
、
皇
国
軍
人
の
死
生
観
及
必
勝
の
信
念
を
明
か
に
し
、
任
務
第
一
、
生
死
一
如
の
要
諦

並
に
千
磨
必
死
の
訓
練
を
強
調
せ
る
こ
と
。

六
、
人
間
の
本
能
、
戦
場
の
環
境
及
び
思
想
戦
に
起
因
し
て
生
起
す
る
非
違
を
戒
め
、
反

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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省
・
慎
独
及
び
相
互
間
の
箴
戒
を
も
強
調
せ
る
こ
と

（
39
）。

「
戦
陣
訓
要
義
」
で
は
以
下
、『
戦
陣
訓
』
の
最
も
重
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
そ
の
要
点
が

解
説
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
中
柴
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。『
国
民
戦
陣
訓
』（
二
見
書
房
、
昭
和

一
八
年
）
の
著
者
略
歴
に
は
「
明
治
三
十
年
陸
軍
少
将
に
任
じ
大
正
十
三
年
よ
り
昭
和
四
年
迄

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
諸
学
科
及
法
学
部
学
科
の
一
部
を
聴
講
す
。
爾
後
皇
道
学
及
び
国
防
学

の
研
究
に
専
念
す
。
／
現
在

予
備
役
、
陸
軍
少
将
。
総
力
戦
学
会
会
長
。」
と
あ
る
。
中
柴

は
『
昭
和
の
新
理
想
と
世
界
美
化
』（
宝
文
館
、
昭
和
二
年
）、『
戦
争
哲
学
』（
偕
行
社
、
昭
和
三
年
）、

『
皇
道
世
界
観
』（
宮
越
太
陽
堂
書
房
、
昭
和
一
七
年
）、『
神
武
読
本
』（
宮
越
太
陽
堂
書
房
、
昭
和

一
八
年
）、『
日
本
戦
争
哲
学
』（
富
山
房
、
昭
和
一
九
年
）
な
ど
の
著
作
を
刊
行
し
、
日
本
は
皇

国
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
戦
争
論
を
研
究
し
た
軍
人
思
想
家
で
あ
っ
た
。
中
柴
の
『
生
産
青

年
訓
』（
新
正
堂
、
昭
和
一
九
年
）
の
著
者
略
歴
に
「
昭
和
十
四
年
五
月
ヨ
リ
、
昭
和
十
六
年

十
一
月
迄
教
育
総
督
部
嘱
託
ト
シ
テ
、
戦
陣
訓
ノ
起
案
ニ
従
フ
」
と
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
中

柴
は
陸
軍
教
育
総
督
部
嘱
託
と
し
て
『
戦
陣
訓
』
の
草
案
作
成
に
当
た
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
の
中
柴
に
つ
い
て
は
近
年
、
片
山
社
秀
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』（
新
潮
選
書
、
平
成
二
四
年
）

や
保
阪
正
康
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昭
和
』（
幻
戯
書
房
、
平
成
二
八
年
）
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

片
山
は
中
柴
に
つ
い
て
「
日
本
陸
軍
の
歴
史
の
中
で
最
も
神
が
か
っ
た
精
神
主
義
を
唱
え

た
（
40
）」、「

日
米
戦
争
時
代
の
日
本
人
の
死
生
観
に
最
も
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
思
想
家
的
軍
人

（
41
）」、

「
合
理
主
義
者
だ
か
ら
こ
そ
極
端
な
精
神
主
義
者
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
一

種
逆
説
的
な
筋
道
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

（
42
）」、「

日
清
・
日
露
の
両
戦
役
を
じ
か
に
知
る

陸
軍
工
兵
少
将
、
中
柴
末
純
は
、
日
米
戦
争
時
代
、
こ
の
『
戦
陣
訓
』
を
解
説
す
る
老
翁
と
し

て
世
に
知
ら
れ
ま
し
た
。
東
條
英
機
首
相
の
ブ
レ
ー
ン
の
ひ
と
り
と
も
呼
ば
れ
、「
一
億
玉
砕
」

の
哲
学
を
司
っ
た
軍
人
思
想
家
で
し
た

（
43
）」

な
ど
と
評
し
て
い
る
。

片
山
に
よ
れ
ば
中
柴
に
は
「
吉
田
静
致
の
倫
理
学
、
あ
る
い
は
筧
克
彦
の
憲
法
学
と
い
う
か

天
皇
論
や
紀
平
正
美
の
哲
学
、
さ
ら
に
西
晋
一
郎
や
田
中
智
学
や
里
美
岸
雄
な
ど
の
考
え
方
の

混
淆
が
認
め
ら
れ
ま
す

（
44
）」

と
の
こ
と
で
あ
り
、
中
柴
に
つ
い
て
更
に
片
山
は
「
冷
静
な
現
実
主

義
者
と
し
て
次
な
る
戦
争
は
物
量
と
機
械
と
科
学
力
だ
と
い
う
合
理
的
な
本
音
を
持
ち
な
が

ら
、
日
本
陸
軍
の
軍
人
と
し
て
は
精
神
主
義
を
建
前
と
し
て
高
唱
せ
ざ
る
を
得
ず

（
45
）」

と
分
析
し
て

い
る
。

一
方
、
保
阪
正
康
は
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昭
和
』
の
中
で
中
柴
の
『
日
本
戦
争
哲
学
』
に

つ
い
て
そ
の
「
第
四
編

戦
争
論
」
を
中
心
に
詳
細
に
検
討
し
、『
戦
陣
訓
』
の
内
容
の
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
『
日
本
戦
争
哲
学
』（
昭
和
一
九
年
）
の
考
え
方
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
保
阪
は
「
中
柴
末
純
が
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
『
戦
争
哲
学
』
と
し
て
刊
行
し
、
昭

和
十
九
年
に
改
訂
し
た
『
日
本
戦
争
哲
学
』
は
、
昭
和
十
年
代
の
軍
部
に
よ
る
各
種
刊
行
物
や

訓
示
の
類
の
根
幹
を
成
し
て
い
る

（
46
）」

と
述
べ
た
上
で
、『
日
本
戦
争
哲
学
』
に
は
戦
争
の
歴
史

の
冷
徹
な
分
析
も
随
所
に
見
ら
れ
る
一
方
で
、
戦
争
の
時
代
に
日
本
国
民
が
ど
の
よ
う
に
生
き

る
べ
き
か
と
い
う
件
に
な
る
と
急
に
神
が
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
触
れ
、「
中
柴
の
書
に
は
論

理
展
開
と
合
わ
な
い
結
語
し
か
な
か
っ
た

（
47
）」

と
断
じ
て
い
る
。

問
題
は
神
宮
皇
學
館
大
學
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
軍
人
思
想
家
の
中
柴
を
招
聘
し
て
日
本
文
化

講
義
を
行
っ
た
か
で
あ
る
。
文
部
当
局
が
作
成
し
た
「
昭
和
一
七
年
講
師
一
覧
」
に
は
三
八
〇

名
の
講
師
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
六
名
は
軍
人
で
あ
る
が
、
前
述
の
通

り
こ
の
講
師
一
覧
に
中
柴
の
名
前
は
な
い
。
ま
た
中
柴
の
著
書
に
つ
い
て
も
『
思
想
指
導
に
関

す
る
良
書
選
奨
』（
教
学
局
、
昭
和
一
三
年
）
や
『
文
部
省
推
薦
並
教
学
局
選
奨
図
書
思
想
関
係

発
禁
図
書
』（
教
学
局
、
昭
和
一
七
年
）
の
推
薦
図
書
や
選
奨
図
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は

な
く
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
中
柴
は
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し
て
文
部
当
局
か
ら
強
く
推
奨

さ
れ
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
約

二
三
〇
〇
件
の
実
施
事
例
を
確
認
し
て
き
た
が
、
中
柴
が
担
当
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
神
宮
皇

學
館
大
學
を
除
き
現
時
点
で
一
件
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
軍
人
が
講
師
を
務
め
る
日
本
文
化
講
義
の
実
施
事
例
は
時
局
の
進
展
と
と
も
に

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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昭
和
一
二
年
度
の
一
五
件
（
文
部
省
直
轄
諸
学
校
に
お
け
る
全
実
施
件
数
五
四
四
件
に
占
め
る
割
合

は
二
・
八
％
）
か
ら
昭
和
一
六
年
度
は
二
九
件
（
同
三
二
七
件
に
占
め
る
割
合
は
八
・
九
％
）
に
増

え
、
構
成
比
も
高
ま
っ
て
い
た
。
一
部
し
か
把
握
で
き
な
い
が
、
昭
和
一
八
年
度
に
つ
い
て
も

海
軍
大
将
・
野
村
吉
三
郎
に
よ
る
演
題
「
米
国
撃
滅
ヘ
ノ
道
」（
東
北
帝
国
大
学
、
七
月
三
日
）、

前
蘇
聯
駐
剳
大
使
海
軍
中
将
・
建
川
美
次
に
よ
る
演
題
「
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
ノ
現
状
」（
東
北
大

国
大
学
、
一
〇
月
一
九
日
）、
海
軍
少
将
・
宇
佐
川
知
義
に
よ
る
演
題
「
大
東
亜
戦
争
ノ
現
在
ト

将
来
」（
東
京
女
高
師
、
六
月
三
〇
日
）、
陸
軍
中
将
・
多
田
禮
吉
に
よ
る
演
題
「
科
学
技
術
戦
ト

南
方
特
殊
資
源
」（
仙
台
高
工
、
六
月
九
日
）、
海
軍
主
計
中
尉
・
高
戸
顯
隆
に
よ
る
演
題
「
戦

局
ト
学
徒
ノ
覚
悟
」（
東
京
高
蚕
、
一
〇
月
一
日
）
と
い
っ
た
軍
人
が
講
師
を
務
め
る
日
本
文
化

講
義
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
演
題
か
ら
判
断
す
る
限
り
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
軍
事
情
勢
な
ど

を
伝
え
る
時
事
的
な
内
容
の
も
の
が
多
い
。
戦
争
哲
学
を
研
究
し
て
き
た
中
柴
を
日
本
文
化
講

義
の
講
師
と
し
て
選
定
す
る
以
上
、『
戦
陣
訓
』
が
主
題
と
な
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
神
宮
皇
學
館
大
學
側
の
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
戦
陣
訓
』
の
示
達

は
昭
和
一
六
年
一
月
八
日
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
二
年
以
上
経
過
し
て
い
る
昭
和
一
八
年
一
二
月

に
な
ぜ
こ
と
さ
ら
中
柴
を
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し
て
招
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
戦
陣
訓
』
の
制
定
事
情
に
つ
い
て
三
浦
藤
作
『
戦
陣
訓
精
解
』（
東
洋
図
書
、
昭
和
一
六
年
）

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

先
づ
教
育
総
監
部
が
本
腰
を
入
れ
て
草
案
起
稿
に
着
手
し
て
一
年
有
半
、
…
…
い
は
ゆ

る
陸
軍
総
意
の
下
に
筆
は
進
め
ら
れ
た
。
か
く
し
て
出
来
上
つ
た
草
案
は
、
万
全
を
期
す

る
た
め
「
戦
陣
訓
」
の
内
容
に
盛
ら
れ
た
本
質
的
な
問
題
、
例
へ
ば
国
体
観
等
に
つ
い
て

学
者
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

選
ば
れ
た
学
者
は
東
大
名
誉
教
授
文
学
博
士
井
上
哲
次
郎
氏
、文
部
省
松
尾
図
書
局
長
、

神、

宮、

皇、

學、

館、

大、

學、

長、

山、

田、

孝、

雄、

氏、

、
東
大
教
授
文
学
博
士
和
辻
哲
郎
氏
、
京
大
教
授
法
学

博
士
牧
健
二
氏
、国
民
精
神
文
化
研
究
所
事
業
部
長
文
学
博
士
紀
平
正
美
氏
等
で
あ
つ
た
。

草
案
を
受
取
つ
た
こ
れ
ら
の
学
者
は
一
字
一
句
も
忽
せ
に
せ
ず
、
検
討
を
加
へ
た
結
果
、

真
摯
な
る
意
見
を
提
出
し
た

（
48
）（

傍
点
は
引
用
者
）。

学
長
・
山
田
は
『
戦
陣
訓
』
の
制
定
に
も
関
与
し
て
い
た
。
実
際
、
中
柴
の
日
本
文
化
講
義

を
聴
い
た
神
宮
皇
學
館
大
學
の
学
生
・
正
井
光
張
は
「
信
は
力
な
り
の
一
句
は
学
長
の
御
創
意

に
依
る
も
の
だ
と
聞
く

（
49
）」

と
そ
の
日
の
日
記
に
記
し
て
お
り
、
中
柴
は
講
義
の
中
で
山
田
に
つ

い
て
触
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
信
は
力
な
り
の
一
句
」
と
は
『
戦
陣
訓
』「
本
訓
其
の
一
」

の
「
第
七

必
勝
の
信
念
」
の
「
信
は
力
な
り
。
自
ら
信
じ
毅
然
と
し
て
戦
ふ
者
常
に
克
く
勝

者
た
り
。
必
勝
の
信
念
は
千
磨
必
死
の
訓
練
に
生
ず
。
須
く
寸
暇
を
惜
し
み
肝
胆
を
砕
き
、
必

ず
敵
に
勝
つ
の
実
力
を
涵
養
す
べ
し
。」
を
指
し
て
い
る
。『
戦
陣
訓
』
を
媒
介
に
山
田
と
中
柴

の
間
で
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

（
50
）と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
学
内
文
書
が
残
さ
れ
て

い
な
い
た
め
講
師
選
定
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、
中
柴
の
選
定
に
は
学
長
・
山
田
が
関
与
し
た
可

能
性
が
高
い
。

昭
和
一
八
年
一
〇
月
二
日
に
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
が
公
布
さ
れ
、
文
系
の
学
生
の
徴
集

延
期
措
置
が
撤
廃
と
な
り
、
学
生
で
あ
っ
て
も
一
般
の
国
民
と
同
じ
く
二
〇
歳
で
徴
集
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
文
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
が
停
止
さ
れ
、
学
徒
出
陣
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
神
宮
皇
學
館
大
學
で
は
中
柴
の
日
本
文
化
講
義
を
開
催
す
る
約

一
ヶ
月
前
の
昭
和
一
八
年
一
一
月
一
五
・
一
六
日
に
山
田
学
長
の
入
営
学
徒
壮
行
特
別
講
義

「
令
を
講
ず
る
こ
と
の
総
説
」
が
行
わ
れ

（
51
）、

同
二
〇
日
に
は
出
陣
学
徒
壮
行
式
が
行
わ
れ
た
。

出
陣
学
徒
壮
行
式
に
お
け
る
大
学
長
訓
示
の
中
で
山
田
は
教
育
勅
語
の
「
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ

義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」
を
引
き
、
こ
の
言
葉
を
服
膺
し
て
実

地
に
行
う
べ
き
時
機
に
今
や
臨
み
つ
つ
あ
る
と
述
べ
た
上
で
次
の
よ
う
に
続
け
た
。

戦
は
生
死
を
争
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
諸
君
の
こ
れ
よ
り
の
労
苦
は
殆
ど
想
像
の
及
ば
ざ

る
所
で
あ
り
ま
せ
う
、
冀
く
は
気
力
を
旺
に
し
て
、
千
難
万
苦
を
克
服
し
た
ま
へ
。
諸
君
、

一
旦
剣
を
と
り
て
立
つ
以
上
は
生
き
て
還
ら
む
と
思
ひ
給
ふ
な
。
諸
君
、
決
し
て
生
死
を

眼
中
に
置
く
こ
と
な
か
れ
。
み
だ
り
に
生
を
貪
つ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
み
だ
り
に
死
を
急

い
で
も
い
け
ま
せ
ん
。
死
と
生
と
は
た
ゞ
神
の
命
ず
る
所
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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ま
せ
ん

（
52
）。

「
み
だ
り
に
死
を
急
い
で
も
い
け
ま
せ
ん
」
と
は
言
っ
て
い
る
も
の
の
、
山
田
の
言
葉
は
「
死
と

生
と
は
た
ゞ
神
の
命
ず
る
所
」
と
し
て
い
る
点
で
、『
戦
陣
訓
』
の
「
本
訓
其
の
二
」
の
「
第
七

死
生
観
」
に
あ
る
「
生
死
を
超
越
し
一
意
任
務
の
完
遂
に
邁
進
す
べ
し
。
心
身
一
切
の
力
を
尽

く
し
、
従
容
と
し
て
悠
久
の
大
義
に
生
く
る
こ
と
を
悦
び
と
す
べ
し
」
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

昭
和
一
八
年
一
一
月
一
五
・
一
六
日
に
学
長
・
山
田
に
よ
る
入
営
学
徒
壮
行
特
別
講
義
が
、

そ
し
て
ま
た
そ
の
四
日
後
の
同
年
一
一
月
二
〇
日
に
出
陣
学
徒
壮
行
式
が
あ
っ
た
こ
と
を
今
一

度
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
約
一
ヶ
月
後
に
実
施
さ
れ
た
中
柴
に
よ
る
『
戦
陣
訓
』
を
講
じ
た
日
本

文
化
講
義
は
出
陣
学
徒
壮
行
式
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
行
事
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。「
常
に
戦
陣
に
於
て
勅
諭
を
仰
ぎ
て
之
が
服
行
の
完
璧
を
期
せ
む
が
為
、
具
体
的
行
動

の
憑
拠
を
示
し
、
以
て
皇
軍
道
義
の
昂
掲
を
図
ら
ん
と
す
」
る
こ
と
を
本
旨
と
し
、「
日
米
戦

争
期
に
日
本
陸
軍
の
将
兵
の
み
な
ら
ず
広
く
日
本
国
民
を
呪
縛
し
た
テ
キ
ス
ト

（
53
）」

で
あ
る
『
戦

陣
訓
』
に
つ
い
て
そ
の
起
案
に
当
た
り
「『
戦
陣
訓
』
を
解
説
す
る
老
翁
と
し
て
世
に
知
ら
れ

…
…
「
一
億
玉
砕
」
の
哲
学
を
司
っ
た

（
54
）」

中
柴
に
講
義
さ
せ
る
こ
と
で
出
陣
学
徒
と
は
な
ら
な

か
っ
た
残
り
約
六
割
の
学
生
達
に
も
一
定
の
覚
悟
を
持
た
せ
る
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
の
は
穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

（
六
）
日
本
文
化
講
義
に
対
す
る
学
生
の
反
応

日
本
文
化
講
義
を
受
講
し
た
学
生
・
生
徒
が
講
義
内
容
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
、
学

生
・
生
徒
の
率
直
な
感
想
は
当
時
の
教
学
刷
新
事
業
や
思
想
善
導
策
が
ど
の
程
度
、
効
果
を
発

揮
し
て
い
た
か
（
あ
る
い
は
逆
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
か
っ
た
か
）
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
学
生
・
生
徒
が
学
校
側
に
提
出
し
た
感
想
文
等
の
類
は
一
部
存
在
す
る
も
の
の
教
員

の
目
が
あ
る
中
で
ど
こ
ま
で
本
音
で
書
か
れ
た
も
の
か
、
判
断
が
つ
け
に
く
い
。
日
本
文
化
講

義
の
実
施
を
報
じ
る
学
生
新
聞
等
に
も
感
想
め
い
た
短
評
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
検

閲
を
意
識
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
ど
の
程
度
ま
で
学
生
記
者
の
本
音
が
反
映
し
て
い
る
か
、
確

た
る
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

神
宮
皇
學
館
大
學
で
実
施
さ
れ
た
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
も
受
講
し
た
学
生
の
反
応
を
知

る
手
掛
か
り
は
遺
憾
な
が
ら
極
め
て
乏
し
い
。
皇
學
館
百
二
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編

『
皇
學
館
百
二
十
周
年
記
念
誌
―
群
像
と
回
顧
・
展
望
―
』（
皇
學
館
、
平
成
一
四
年
）
に

は
神
宮
皇
學
館
大
學
の
卒
業
生
（
館
友
）
の
回
顧
も
三
件
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
文
化
講

義
に
触
れ
た
も
の
は
な
い
。『
館
友
』
復
刊
一
〇
〇
号
（
昭
和
四
六
年
七
月
）
所
収
の
真
弓
常
忠

「
精
華
寮
日
誌
抄
―
出
陣
学
徒
の
手
記
―
」
や
上
杉
千
郷
『
学
生
日
記
―
学
徒
出
陣
前
の
学
生

生
活
』
で
も
日
本
文
化
講
義
へ
の
言
及
は
な
い
。
管
見
の
限
り
神
宮
皇
學
館
大
學
で
の
日
本
文

化
講
義
に
言
及
し
た
日
記
類
は
現
時
点
で
は
正
井
光
張
『
倉
田
山
日
記
抄
』（
非
売
品
、
昭
和

五
〇
年
）
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
は
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
に
神
宮
皇
學
館
大
學
予
科
に
入
学
し
、
昭
和
一
九

年
六
月
一
日
～
二
〇
年
八
月
三
〇
日
の
軍
隊
生
活
期
間
を
挟
み
、
二
一
年
三
月
に
同
大
学
学
部

国
史
専
攻
を
卒
業
し
た
正
井
（
旧
姓
・
鷲
尾
）
光
張
が
大
学
ノ
ー
ト
に
書
き
綴
っ
た
日
記
を
昭

和
一
五
年
三
月
五
日
か
ら
一
九
年
五
月
二
九
日
ま
で
を
第
一
部
、
二
〇
年
九
月
七
日
か
ら
二
一

年
三
月
二
九
日
ま
で
を
第
二
部
と
し
て
収
録
し
、
正
井
の
死
後
に
正
井
光
張
君
遺
稿
集
編
集
世

話
人
が
非
売
品
と
し
て
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
に
つ
い
て
は
正
井
自
身
が
「
抄
出
に

つ
い
て
／
大
学
（
予
科
）
の
行
事

友
人
の
動
静
を
中
心
に
抄
出
し
た
／
私
事
及
び
個
人
的
感

情
は
出
来
る
だ
け
省
略
し
た
／
但
し
学
徒
出
陣
以
降
は
多
少
私
的
な
生
活
も
加
え
た

（
55
）」

と
断
り

書
き
し
て
い
る
。

こ
の
日
記
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
へ
の
言
及
は
以
下
の
通
り
五
箇
所
に
及
ぶ
（
丸
数
字
は

便
宜
的
に
引
用
者
が
挿
入
し
た
。（

）
内
の
頁
番
号
は
『
倉
田
山
日
記
抄
』
の
頁
番
号
を
示
す
）。

昭
和
一
六
年

①
六
月
七
日

日
本
文
化
講
座

平
泉
澄
氏
の
講
演
を
聞
く

（
一
三
頁
）

②
十
月
二
日

前
全
権
特
命
大
使
堀
内
謙
介
氏
の
「
太
平
洋
問
題
と
日
米
問
題
」
な
る
第
二
回

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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文
化
講
義
を
聞
く

時
々
居
眠
り
す

（
一
六
頁
）

昭
和
一
八
年

③
二
月
廿
四
日

沢
瀉
博
士
の
文
化
講
義
「
読
む
書
の
心
を
得
た
る
人
ぞ
少
き
」
万
葉
を
中
心

と
し
た
話

（
四
一
頁
）

④
六
月
廿
八
日

新
村
出
博
士
の
文
化
講
義

（
四
八
頁
）

⑤
十
二
月
廿
三
日

中
柴
少
将

戦
陣
訓
に
関
す
る
講
話

信
は
力
な
り
の
一
句
は
学
長
の
御

創
意
に
依
る
も
の
だ
と
聞
く

（
六
八
頁
）

昭
和
一
七
年
一
月
二
八
日
の
瀧
精
一
と
同
年
六
月
一
五
日
の
藤
原
松
三
郎
に
よ
る
日
本
文
化

講
義
以
外
は
短
い
な
が
ら
も
全
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
日
本
文
化
講
義
は
神

宮
皇
學
館
大
學
の
予
科
・
学
部
で
学
ん
だ
正
井
に
と
っ
て
少
な
く
と
も
日
記
に
記
す
に
足
る
行

事
に
は
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
日
記
の
日
本
文
化
講
義
に
関
す
る
記
述
で
は
②
の
堀
内
謙
介
の
講
義
（
昭
和
一
六
年

一
〇
月
二
日
）に
関
す
る「
時
々
居
眠
り
す
」と
い
う
一
言
が
唯
一
の
反
応
ら
し
き
も
の
で
あ
る
。

受
講
す
る
学
生
・
生
徒
の
体
調
や
前
日
の
睡
眠
時
間
等
に
も
よ
る
た
め
、
聴
講
者
が
講
義
中
に

居
眠
り
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
講
義
が
詰
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
限

ら
な
い
が
、
こ
の
回
だ
け
特
に
言
及
し
て
い
る
点
で
は
筆
者
の
思
い
が
幾
分
反
映
し
た
記
述
と

言
え
よ
う
か
。

ま
た
、
先
に
見
た
通
り
⑤
の
中
柴
の
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
の
記
述
は
短
い
も
の
で
あ
れ

『
戦
陣
訓
』
へ
の
山
田
の
関
与
や
中
柴
と
山
田
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
神
宮
皇
學
館
大
學
発
の
日
本
文
化
講
義

（
一
）「
職
員
出
講
ニ
関
ス
ル
綴
」
に
見
る
日
本
文
化
講
義
へ
の
出
講
の
記
述

皇
學
館
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
「
神
宮
皇
學
館
大
學
書
類
」
の
一
つ
で

あ
る
簿
冊
「
職
員
出
講
ニ
関
ス
ル
綴
」
に
は
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
か
ら
二
〇
年
三

月
ま
で
の
文
書
一
九
一
件
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
各
種
講
演
会
や
講
習
会
、
研

修
会
、
講
座
等
へ
の
学
内
教
員
の
出
講
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
日
本
文
化
講
義
に

関
す
る
文
書
は
次
の
通
り
六
件
が
確
認
で
き
た
（
大
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
便
宜
的
に
引
用
者

が
挿
入
し
た
。（

）
内
は
「
職
員
出
講
ニ
関
ス
ル
綴
」
に
振
ら
れ
て
い
る
書
類
の
通
し
番
号
を
示
す
）。

Ａ

（
文
書
受
信
・
発
信
番
号
な
し
）

（
番
号
三
）

拝
復

時
下
清
新
の
候
愈
々
御
清
安
奉
賀
候

陳
者
先
般
本
学
学
生
の
為
め
古
代
日
本
文
化
を
中
心
と
す
る
文
化
講
義
の
件
御
願
申
上
候
處

御
多
用
中
に
も
拘
ら
ず
早
速
御
快
諾
下
さ
れ
候
段
誠
に
有
難
く
感
佩
の
至
り
に
不
堪
候

御
講
義
の
日
時
は
六
月
十
五
日
午
后
一
時
よ
り
三
時
迄
に
準
備
致
し
置
候
間
何
卒
宜
敷
御
願

申
上
候

先
は
不
取
敢
右
御
礼
迄
如
此
御
座
候

敬

具

昭
和
十
五
年
五
月
二
十
八
日

東
北
帝
国
大
学
総
長

本
多
光
太
郎

神
宮
皇
學
館
大
學

学
長

山
田
孝
雄

殿

Ｂ

皇
學
大
秘
収
一
六
一
号

（
番
号
九
三
）

昭
和
十
八
年
十
一
月
二
日
起
案

講
師
派
遣
之
件
回
答

別
紙
ニ
対
シ
左
案
ヲ
以
テ
回
答
可
然
哉

案

昭
和

年

月

日

神
宮
皇
學
館
大
學
長

兵
庫
師
範
学
校
長
勝
部
謙
造
宛

件
名

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）

― 79―



十
月
二
十
三
日
付
兵
師
教
四
七
号
ニ
係
ル
標
記
之
件
本
大
学
ニ
於
テ
ハ
左
記
差
支
無
之
ニ
付

此
段
及
回
答
候
也

記

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
八
日

神
宮
皇
學
館
大
學
教
授

倉
野
憲
司

〔
※
以
下
別
紙
〕

兵
師
教
四
七
号

昭
和
十
八
年
十
月
廿
三
日

兵
庫
師
範
学
校
長

勝
部
謙
造

神
宮
皇
學
館
大
學
長

山
田
孝
雄

殿

日
本
文
化
講
義
講
師
派
遣
方
依
頼
ニ
関
ス
ル
件

本
校
第
三
回
日
本
文
化
講
義
講
師
ト
シ
テ
貴
学
教
授
倉
野
憲
司
氏
ヲ
招
聘
致
シ
度
候
ニ
付
枉

ケ
テ
同
教
授
派
御
遣
方
御
取
計
相
煩
度
此
段
及
御
依
頼
候
也

追
而
本
件
ニ
関
シ
テ
ハ
教
学
局
長
ト
協
議
済
ニ
付
為
念
申
添
候

記

期
日

十
一
月
十
八
日

自
八
時

至
十
一
時

女
子
部

自
十
三
時

至
十
六
時

男
子
部

題
目

古
典
ニ
現
レ
タ
ル
国
体
精
神

経
費

当
方
負
担

Ｃ

皇
學
大
秘
収
一
八
九
号

（
番
号
一
一
〇
）

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
七
日
起
案

講
師
派
遣
之
件
回
答

別
紙
ニ
対
シ
左
案
ヲ
以
テ
回
答
相
成
可
然
哉

案

昭
和

年

月

日

神
宮
皇
學
館
大
學
長

山
口
師
範
学
校
長
三
田
主
市
宛

件
名

一
月
二
十
一
日
付
口
師
庶
第
一
一
号
ニ
係
ル
標
記
之
件
本
大
学
ニ
於
テ
左
記
差
支
無
之
ニ
付

此
段
及
回
答
候
也

記

期
日

二
月
十
七
日
及
二
月
十
八
日

神
宮
皇
學
館
大
學
教
授
倉
野
憲
司

〔
※
以
下
別
紙
〕

口
師
庶
第
一
一
号

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
一
日

山
口
師
範
学
校
長

三
田
主
市

神
宮
皇
學
館
大
學
長

山
田
孝
雄

殿

講
師
派
遣
方
ノ
件
申
請

今
般
左
記
日
程
ニ
依
リ
本
校
生
徒
ニ
対
シ
日
本
文
化
講
義
開
催
可
致
候
ニ
付
テ
ハ
講
師
ト
シ

テ
貴
学
校
教
授
倉
野
憲
司
氏
ヲ
御
派
遣
方
御
配
意
被
成
下
度
此
段
及
申
請
候
也

記

一
、
二
月
十
七
日
（
木
）

女
子
部
講
義

一
、
二
月
十
八
日
（
金
）

男
子
部
講
義

Ｄ

教
第
一
一
〇
八
号

（
番
号
一
一
三
）

昭
和
十
九
年
二
月
八
日

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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東
京
高
等
師
範
学
校
長

河
原
春
作

神
宮
皇
學
館
大
學
長

山
田
孝
雄

殿

拝
啓

時
下
愈
々
御
清
勝
の
段
奉
賀
候
陳
者
本
校
生
徒
に
対
す
る
本
学
年
度
日
本
文
化
講
義

実
施
の
處
其
の
一
部
と
し
て
二
時
間
程
度
の
御
講
演
を
相
願
度
失
礼
乍
ら
書
面
を
以
て
御
願

旁
々
御
都
合
及
照
会
候

追
て
右
日
取
は
当
地
に
御
出
張
の
序
を
以
て
御
願
致
度
御
承
諾
の
上
は
日
時
題
目
等
予
め

御
通
知
下
さ
ら
ば
幸
甚
に
存
上
候

敬

具

〔
※
こ
の
文
書
の
左
側
の
余
白
に
手
書
き
で
「
差
支
ノ
旨
二
月
十
二
日
高
橋
事
務
官
ヨ
リ
文
理

科
大
学
事
務
官
宛
回
答
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
以
下
別
紙
〕

東
京
文
理
科
大
学
事
務
官

須
田
機
策

高
橋
事
務
官

殿

拝
啓
春
寒
料
峭
の
候
益
々
御
清
栄
の
段
奉
賀
候

陳
者
東
京
高
等
師
範
学
校
生
徒
に
対
す
る

日
本
文
化
講
義
の
為
貴
学
長
に
約
二
時
間
程
度
御
講
演
を
御
願
申
上
度
別
途
依
頼
状
差
出
候

間
枉
げ
て
御
承
諾
被
下
様
御
高
配
賜
は
り
度
御
願
申
上
候

追
て
経
費
の
都
合
上
当
地
に
御
出
張
の
序
に
一
日
間
延
長
せ
ら
れ
て
右
講
義
に
御
充
て
下

さ
れ
度
尚
行
事
の
都
合
上
左
記
の
期
日
を
避
け
ら
る
る
様
特
別
の
御
取
計
願
度
候

先
は
御
願
申
上
度
如
此
御
座
候

敬

具

記

二
月
二
十
二
日
（
大
東
亜
省
巡
査
入
学
試
験
の
為
め
講
堂
使
用
）

自
三
月
一
日

（
高
師
入
学
試
験
及
附
属
中
学
校
卒
業
式
の
為
め
同
上
）

至
三
月
七
日

自
三
月
十
日

（
高
師
学
年
試
験
及
他
校
入
学
試
験
の
為
め
同
上
）

至
同

十
九
日

三
月
二
十
四
日
以
後
（
春
季
休
業
）

追
て
御
手
数
乍
ら
御
内
定
次
第
電
報
に
て
御
一
報
相
煩
度
願
上
候

Ｅ

皇
學
大
秘
収
二
〇
四
号

（
番
号
一
一
六
）

昭
和
十
九
年
二
月
二
六
日
起
案

講
師
派
遣
之
件
回
答

別
紙
ニ
対
シ
左
案
ヲ
以
テ
回
答
可
然
哉

案

昭
和

年

月

日

神
宮
皇
學
館
大
學
長

徳
島
師
範
学
校
長
甲
藤
義
治
宛

件
名

二
月
廿
三
日
付
徳
師
生
第
三
一
号
ニ
係
ル
標
記
之
件
本
大
学
ニ
於
テ
ハ
左
記
差
支
無
之
ニ
付

此
段
及
回
答
候
也

記

期
日

三
月
三
日

神
宮
皇
學
館
大
學
教
授
倉
野
憲
司

〔
※
以
下
別
紙
〕

徳
師
生
第
三
一
号

昭
和
十
九
年
二
月
廿
三
日

徳
島
師
範
学
校
長

甲
藤
義
治

神
宮
皇
學
館
大
學
長

殿

講
師
御
派
遣
方
ノ
件
申
請

昭
和
十
八
年
度
大
學
高
等
専
門
学
校
学
生
生
徒
ニ
対
ス
ル
日
本
文
化
講
義
ヲ
今
般
本
校
ニ
於

テ
左
記
ニ
依
リ
実
施
致
度
候
ニ
付
貴
校
倉
野
憲
司
教
授
ヲ
講
師
ト
シ
テ
御
派
遣
方
御
取
計
相

煩
度
此
段
及
申
請
候
也

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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左
記

一
、
日

時

三
月
三
日
（
午
後
三
時
間
）

一
、
講

師

神
宮
皇
學
館
教
授

倉
野
憲
司

一
、
講
義
場
所

徳
島
師
範
学
校

Ｆ

皇
學
大
秘
収
一
一
八
号

（
番
号
一
六
九
）

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
五
日
起
案

日
本
文
化
講
義
ニ
学
長
出
講
之
件
回
答

別
紙
ニ
対
シ
左
案
ヲ
以
テ
回
答
相
成
可
然
哉

案

昭
和

年

月

日

神
宮
皇
學
館
大
學
長

大
阪
帝
国
大
学
総
長
真
島
利
行
宛

拝
復
時
下
愈
々
御
清
祥
之
段
奉
賀
候

陳
者
本
月
十
一
日
付
阪
大
学
第
四
六
二
号
ヲ
以
テ
御

依
頼
相
成
候
来
ル
十
一
月
廿
八
日
貴
大
学
第
二
回
日
本
文
化
講
義
之
儀
右
ニ
差
支
無
之
当
日

出
講
可
致
ニ
付
御
了
承
相
成
度
此
段
及
回
答
候

敬
具

〔
※
以
下
別
紙
〕

阪
大
学
第
四
六
二
号

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
一
日

大
阪
帝
国
大
学
総
長
真
島
利
行

神
宮
皇
學
館
長

山
田
孝
雄

殿

拝
啓
愈
々
御
清
詳
之
段
奉
賀
候

陳
者
本
年
度
本
大
学
第
二
回
日
本
文
化
講
義
ト
シ
テ
貴
下
ノ
御
講
義
ヲ
医
、
理
、
工
学
部
学

生
ニ
拝
聴
為
致
度
存
ジ
候
ニ
就
テ
ハ
御
繁
忙
中
誠
ニ
御
迷
惑
恐
縮
之
儀
ニ
ハ
御
座
候
ヘ
共
枉

ゲ
テ
御
承
諾
被
成
下
度
奉
懇
願
候
時
期
ハ
十
一
月
廿
八
日
（
火
）
午
前
九
時
ヨ
リ
約
二
時
間

御
願
致
度
先
ハ
乍
畧
儀
以
書
中
得
貴
意
如
斯
ニ
御
座
候

敬
具

【
所
見
】

以
上
、
六
件
の
文
書
の
う
ち
Ａ
（
文
書
受
信
・
発
信
番
号
な
し
）、
Ｄ
「
教
第
一
一
〇
八
号
」、

Ｆ
「
皇
學
大
秘
収
一
一
八
号
」
が
学
長
・
山
田
孝
雄
の
出
講
関
係
の
も
の
、
Ｂ
「
皇
學
大
秘
収

一
六
一
号
」、
Ｃ
「
皇
學
大
秘
収
一
八
九
号
」、
Ｅ
「
皇
學
大
秘
収
二
〇
四
号
」
が
教
授
・
倉
野

憲
司
の
出
講
関
係
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
Ｄ
を
除
き
い
わ
ば
「
神、

宮、

皇、

學、

館、

大、

學、

発、

」

の
日
本
文
化
講
義
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。

ま
ず
、
山
田
の
出
講
に
関
す
る
三
つ
の
文
書
を
見
て
い
こ
う
。
Ａ
は
山
田
が
東
北
帝
国
大
学

へ
の
出
講
を
快
諾
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼
と
講
義
日
時
の
連
絡
を
す
る
東
北
帝
大
総
長
名
の
文

書
で
あ
る
。
山
田
の
東
北
帝
国
大
学
で
の
日
本
文
化
講
義
に
関
し
て
は
東
北
大
学
史
料
館
に
歴

史
公
文
書
と
し
て
「
山
田
孝
雄
へ
の
日
本
文
化
講
義
依
頼
の
件
」
と
い
う
題
目
の
書
類
一
式
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
①
書
簡
案
「
昭
和
一
五
年
五
月
一
七
日
起
案

総
長
か
ら
山

田
孝
雄
宛
て

日
本
文
化
講
義
依
頼
の
件
」、
②
山
田
孝
雄
書
簡
「
松
尾
学
生
主
事
宛

日
程
・

演
題
の
件
」、
③
書
簡
案
「
昭
和
一
五
年
五
月
二
八
日
起
案

学
生
主
事
よ
り
山
田
孝
雄
宛

日
程
・
演
題
の
件
」、
④
書
簡
案
「
昭
和
一
五
年
五
月
二
八
日
起
案

総
長
か
ら
山
田
孝
雄
宛

講
義
日
程
の
件
」、
⑤
書
簡
案
「
昭
和
一
五
年
六
月
一
八
日
起
案

総
長
か
ら
山
田
孝
雄
宛

講
演
へ
の
御
礼
」
か
ら
成
る

（
56
）が

、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
山
田
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）

に
東
北
帝
大
の
講
師
に
就
き
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
教
授
に
就
任
、
昭
和
八
年
九
月
に

退
官
し
た
。
山
田
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
古
巣
か
ら
の
出
講
依
頼
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
通
り
山

田
の
日
本
文
化
講
義
は
国
体
に
関
す
る
内
容
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
東
北
帝
大
で

の
日
本
文
化
講
義
は
「
古
代
日
本
文
化
を
中
心
と
す
る
文
化
講
義
」
と
い
う
指
定
に
従
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｄ
は
東
京
高
等
師
範
学
校
が
山
田
に
対
し
日
本
文
化
講
義
へ
の
出
講
を
依
頼
す
る
文
書
で
あ

り
、
同
校
に
と
っ
て
不
都
合
な
日
も
示
し
て
い
る
が
、
余
白
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
一
文
か

ら
み
て
、
山
田
の
側
に
差
支
え
が
あ
り
承
諾
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

Ｆ
は
大
阪
帝
国
大
学
か
ら
山
田
に
出
講
を
依
頼
す
る
文
書
で
あ
る
。
大
阪
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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ズ
に
は
昭
和
一
九
年
度
の
大
阪
帝
大
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
に
関
す
る
資
料
は
所
蔵
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
皇
學
館
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
こ
の
文
書
に
よ
り
少
な
く

と
も
大
阪
帝
大
で
は
昭
和
一
九
年
度
に
山
田
に
よ
る
講
義
を
含
む
二
度
の
日
本
文
化
講
義
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

Ｂ
は
昭
和
一
八
年
一
一
月
一
八
日
に
実
施
す
る
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し
て
兵
庫
師
範
学

校
に
倉
野
を
派
遣
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
文
書
で
あ
る
。
兵
庫
師
範
学
校
か
ら
の
講
師
派
遣
依

頼
文
書
も
別
紙
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
に
よ
り
倉
野
の
日
本
文
化
講
義
の
演
題
が「
古

典
ニ
現
レ
タ
ル
国
体
精
神
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

同
様
に
Ｃ
は
山
口
師
範
学
校
、
Ｅ
は
徳
島
師
範
学
校
に
対
し
て
倉
野
を
日
本
文
化
講
義
の
講

師
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
文
書
で
あ
る
。
昭
和
一
八
年
度
か
ら
日
本
文
化
講
義
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
師
範
学
校
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の
実
施
事
例
に
つ
い
て
文
部
当

局
作
成
資
料
で
確
認
で
き
る
の
は
『
第
八
十
四
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

六
件
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
神
宮
皇
學
館
大
學
の
講
師
派
遣
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
文
書
は

実
際
に
師
範
学
校
で
日
本
文
化
講
義
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
意
義
を
有
す
る
。

以
下
で
は
筆
者
が
日
本
文
化
講
義
に
関
し
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
調
査
で
入
手
し
た
資
料
や
倉

野
の
著
作
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
神
宮
皇
學
館
大
学
発
の
日
本
文
化
講
義
と
な
る
山
田
と
倉

野
が
担
当
し
た
講
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

（
二
）
戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
中
心
的
担
い
手
・

山
田
孝
雄
の
日
本
文
化
講
義

山
田
孝
雄
は
戦
時
期
の
教
学
刷
新
事
業
を
打
ち
出
し
た
教
学
刷
新
評
議
会
の
委
員
で
あ
り
、

昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
～
一
八
年
度
は
教
学
局
参
与
に
就
い
て
い
た
（
た
だ
し
、
教
学
局
参
与

が
教
学
局
の
内
部
あ
る
い
は
外
部
に
対
し
て
顕
著
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
乏
し
い
よ
う

で
あ
る
（
57
））。

山
田
は
昭
和
一
一
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
会
歴
史
科
第

一
回
講
習
で
「
古
典
の
研
究
と
国
体
の
本
義
」
と
い
う
演
題
に
よ
り
講
演
を
行
い
、『
国
体
の

本
義
』
の
内
容
を
解
説
敷
衍
す
る
目
的
で
昭
和
一
二
年
よ
り
文
部
当
局
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

「
国
体
の
本
義
解
説
叢
書
」
に
も
『
肇
国
の
精
神
』（
昭
和
一
四
年
）
や
『
国
体
と
修
史
』（
昭
和

一
八
年
）
を
執
筆
し
た
。
ま
た
、
山
田
は
昭
和
一
一
～
一
九
年
度
に
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
国

語
国
文
学
会
の
常
任
委
員
を
務
め
、
昭
和
一
二
年
度
の
第
一
回
国
語
国
文
学
会
で
「
国
語
尊
重

の
根
本
義
」と
い
う
演
題
で
講
演
を
行
い
、昭
和
二
〇
年
度
の
第
六
回
国
語
国
文
学
会
で
は「
帝

皇
日
継
と
し
て
の
古
事
記
」
と
い
う
演
題
で
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
文
部
当
局
作
成
資
料
等
の

諸
資
料
に
よ
り
現
時
点
ま
で
筆
者
が
確
認
し
た
昭
和
一
一
～
一
九
年
度
に
お
け
る
山
田
の
日
本

文
化
講
義
の
担
当
件
数
は
全
部
で
六
〇
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
二
位
の
本
多
光
太
郎
（
東
北
帝

大
教
授
、
担
当
件
数
は
三
二
件
）
の
倍
近
い
件
数
で
あ
り
、
山
田
は
戦
時
期
に
お
け
る
日
本
文
化

講
義
を
最
も
多
く
担
当
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
会
、
日

本
諸
学
振
興
委
員
会
国
語
国
文
学
会
、
日
本
文
化
講
義
な
ど
主
要
な
教
学
刷
新
事
業
の
全
て
に

関
わ
っ
て
お
り
、
日
本
文
化
講
義
で
の
圧
倒
的
な
担
当
件
数
を
踏
ま
え
れ
ば
山
田
は
戦
時
期
教

学
刷
新
事
業
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
と
断
言
で
き
る
。

山
田
が
担
当
し
た
日
本
文
化
講
義
六
〇
件
の
う
ち
五
〇
件
が
「
国
体
」
と
い
う
言
葉
を
演
題

に
含
む
も
の
で
あ
っ
た
（
本
稿
巻
末
の
付
表
参
照
）。
他
の
一
〇
件
も
国
民
精
神
や
国
史
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
、
山
田
の
日
本
文
化
講
義
は
す
べ
て
国
体
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
神
宮
皇
學
館
大
學
長
に
就
い
た
昭
和
一
五
年
度
以
降
に
山
田
が
担
当
し
た
日
本
文
化
講

義
は
現
時
点
で
一
八
件
確
認
で
き
る
が
、
昭
和
一
五
年
六
月
一
五
日
の
東
北
帝
大
で
行
っ
た
講

義
（
演
題
は
「
古
事
記
ヲ
通
ジ
テ
見
タ
ル
古
代
日
本
」）
と
昭
和
一
九
年
一
一
月
二
八
日
に
大
阪
帝

大
で
行
っ
た
講
義
（
現
時
点
で
演
題
は
不
詳
）
を
除
く
一
六
件
が
「
国
体
」
と
い
う
語
を
演
題

に
含
ん
で
お
り
、
山
田
は
神
宮
皇
學
館
大
學
の
学
長
に
就
い
て
以
来
各
校
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
国

体
に
つ
い
て
学
生
・
生
徒
を
相
手
に
持
論
を
説
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

以
下
、
神
宮
皇
學
館
大
學
長
時
代
に
山
田
が
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
の
う
ち
、
講
義
の
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
①
昭
和
一
七
年
六
月
一
五
日
に
日
本
大
学
で
行
っ
た
講
義
（
演

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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題
「
国
体
に
つ
い
て
」）、
②
昭
和
一
七
年
九
月
二
二
日
に
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
で
行
っ
た
講

義
（
演
題「
皇
国
ノ
国
体
」）、
③
昭
和
一
九
年
七
月
二
二
日
に
石
川
師
範
学
校
で
行
っ
た
講
義
（
演

題
「
皇
国
ノ
国
体
」）
の
三
件
を
取
り
上
げ
、
神
宮
皇
學
館
大
學
発
の
日
本
文
化
講
義
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
見
て
い
く
。

①
日
本
大
学
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
「
国
体
に
つ
い
て
」

山
田
孝
雄
が
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
一
五
日
に
日
本
大
学
で
行
っ
た
日
本
文
化
講

義
の
講
義
録
は
日
本
大
学
法
文
学
科
報
国
団
学
術
班
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
講
義
録
は

『
国
体
に
つ
い
て
』
と
い
う
題
目
で
全
三
七
頁
の
小
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
所
蔵
が
確
認
で
き
る
の
は
横
浜
市
立
大
学
学
術
セ
ン
タ
ー
の
み
で
あ
る
。
こ
の
小
冊
子
の
扉

に
は
「
本
書
は
本
大
学
顧
問
山
田
孝
雄
博
士
が
昭
和
十
七
年
度
日
本
文
化
講
義
の
一
部
と
し
て

法
文
学
科
学
生
の
為
に
述
べ
ら
れ
た
講
演
の
筆
記
を
印
刷
に
付
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
校
閲
の

労
ま
で
も
煩
は
し
た
博
士
に
対
し
て
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
日
本

大
学
法
文
学
科
報
国
団
文
化
部
学
術
班
長
・
小
松
雄
道
の
名
前
で
記
さ
れ
て
い
る
。
山
田
の
校

閲
を
経
た
こ
の
講
義
録
を
用
い
、
山
田
が
日
大
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
の
内
容
を
辿
っ
て
い

こ
う
。

こ
の
講
義
の
中
で
山
田
は
ま
ず
「
日
本
の
一
切
の
学
問
の
中
心
点
に
な
る
も
の
が
国
学
で
あ

り
、
そ
の
国
学
の
中
心
点
に
な
る
も
の
は
国
体
で
あ
る

（
58
）」

と
述
べ
る
。
山
田
は
委
員
を
務
め
た

教
学
刷
新
評
議
会
で
の
自
身
の
発
言
に
言
及
し
な
が
ら
、
教
学
刷
新
評
議
会
答
申
の
前
文
よ
り

「
我
が
教
学
は
源
を
国
体
に
発
し
日
本
精
神
を
以
て
核
心
と
な
し
、
こ
れ
を
基
と
し
て
世
局
の

進
運
に
膺
り
、
人
文
の
発
達
に
随
ひ
生
々
不
息
の
発
展
を
遂
げ
、
皇
運
隆
昌
の
た
め
に
竭
す
を

そ
の
本
義
と
す
」
と
い
う
一
文
を
読
み
上
げ
、
こ
れ
が
日
本
の
教
育
の
根
本
、
日
本
の
学
問
の

根
本
で
あ
る
と
論
じ
、「
国
体
と
無
関
係
の
学
問
、
国
体
と
無
関
係
の
教
育
と
云
ふ
も
の
は
、

我
国
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

（
59
）」

と
断
じ
た
。

国
体
は
理
屈
で
は
な
く
事
実
で
あ
る
と
山
田
は
言
う
。
そ
し
て
日
本
は
中
国
や
西
洋
の
国
々

と
は
異
な
り
、
神
代
か
ら
今
日
ま
で
国
は
一
つ
で
あ
り
、
国
体
は
古
今
を
通
じ
て
変
わ
ら
ず
、

国
体
そ
の
も
の
に
は
歴
史
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。「
我
国
は
興
あ
つ
て
而
し
て
亡
が
な
い

国
（
60
）」

で
あ
り
、
国
体
は
古
今
を
通
じ
て
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
山
田
は
「
天
壌
無
窮
の

宝
祚
」
と
い
う
事
実
が
日
本
の
国
体
を
具
体
的
に
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
に
し
か
な
く
世

界
の
ど
こ
に
も
な
い
事
実
で
あ
る
と
す
る
。
宝
祚
は
天
皇
の
位
を
指
し
、
天
皇
は
万
世
一
系
の

皇
統
に
あ
る
者
で
あ
り
、
こ
の
天
壌
無
窮
の
宝
祚
と
い
う
も
の
は
万
世
一
系
の
皇
統
に
よ
っ
て

実
質
を
満
た
し
て
い
る
。
理
屈
で
は
な
く
万
世
一
系
と
い
う
言
葉
に
相
応
し
た
と
こ
ろ
の
事
実

が
あ
る
点
で
我
が
国
の
国
体
は
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

山
田
は
国
家
の
主
権
が
唯
一
で
あ
る
以
上
、
主
権
は
古
今
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
と
い
う
主

権
の
唯
一
性
に
触
れ
た
上
で
、日
本
精
神
に
つ
い
て
論
及
し
、日
本
精
神
は
理
屈
ば
か
り
で
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、
理
論
と
事
実
と
が
一
つ
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
は
精
神
と
実
際
と
が

一
つ
で
な
け
れ
ば
本
当
の
日
本
精
神
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
説
く
。
天
皇
は
現
人
神

で
あ
る
以
上
、
自
然
の
生
命
に
は
限
り
が
あ
り
万
世
一
系
の
皇
統
と
い
う
血
統
の
上
に
お
い
て

主
権
の
唯
一
性
を
実
現
し
て
い
く
。
神
代
も
今
日
も
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
証

す
る
も
の
と
し
て
三
種
の
神
器
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
る
者
が
万
世
一
系
の
皇
統
で

あ
る
者
と
な
る
。

山
田
に
よ
れ
ば
、
皇
統
と
は
天
皇
の
血
統
で
あ
る
。
神
聖
、
尊
厳
、
絶
対
と
い
う
も
の
を
失

わ
れ
な
い
血
統
で
あ
り
、「
我
が
国
体
の
本
当
の
尊
厳
は
、
こ
の
皇
統
の
神
聖
と
云
ふ
と
こ
ろ

に
原
因
を
な
し
て
居
る

（
61
）」。

国
体
の
皇
統
の
尊
厳
さ
は
皇
室
に
苗
字
が
な
い
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
の
上
に
国
体
の
事
実
が
全
部
実
現
さ
れ
て
我
々
に
示
さ

れ
て
お
り
、
国
体
と
天
皇
と
は
別
物
と
は
考
え
な
い
。
山
田
は
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
上
で
、

「
大
日
本
は
神
国
な
り
、
こ
の
一
言
葉
が
国
体
そ
の
も
の
を
実
質
的
に
示
し
て
居
る

（
62
）」

と
言
い
、

「
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
の
二
柱
の
神
様
が
御
結
婚
に
な
つ
て
お
国
を
お
産
み
に
な
つ
た
と
云

ふ
こ
と
が
、
神
国
の
根
本
の
意
味
で
あ
り

（
63
）」、「

神
の
お
生
み
に
な
つ
た
こ
の
国
は
神
で
〔
な
〕

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
神
国
の
本
義
で
あ
る
。
こ
の
神
国
と
云
ふ
こ
と
が
、
こ
の
国
自
体
が

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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神
様
で
あ
る
と
云
ふ
考
え
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
大
日
本
皇
国
と
云
ふ
も
の
が
神
国
で
あ

り
神
で
あ
る
に
よ
つ
て
、昔
か
ら
今
日
ま
で
に
外
国
の
侵
略
を
受
け
た
り
、外
国
人
の
足
を
こ
ゝ

へ
踏
み
込
ま
せ
る
こ
と
を
さ
せ
ず
に
来
た
の
で
あ
る

（
64
）」

と
説
い
た
。

さ
ら
に
山
田
は
「
吾
々
の
国
民
性
大
和
魂
と
云
ふ
も
の
が
こ
の
国
が
生
れ
た
国
で
あ
る
と
云

ふ
こ
と
を
考
へ
れ
ば
、
こ
の
国
が
出
来
て
か
ら
、
日
本
に
大
和
魂
が
、
日
本
精
神
、
国
民
精
神

が
生
じ
た
の
で
は
な
い
。
国
民
精
神
、
日
本
精
神
、
大
和
魂
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
た
れ
ば
こ
そ
、

こ
の
国
が
生
れ
て
、
さ
う
し
て
生
き
て
居
る
の
で
あ
る

（
65
）」

と
こ
の
国
が
生
ま
れ
る
前
に
既
に
日

本
精
神
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
国
家
は
生
き
者
で
あ
る
と
い
う
思
想
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
山
田
は
「
こ
の
国
は
生
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
死
な
な
い
。
さ
う
で
せ
う
未
だ
曾
て
死
な
な

い
。
而
し
て
無
限
の
生
命
を
以
て
生
き
て
行
く
国
だ

（
66
）」

と
神
国
の
意
義
を
高
唱
し
た
上
で
、「
皆

さ
ん
方
も
、
ど
う
か
こ
の
日
本
の
教
育
の
根
柢
は
、
国
体
そ
の
も
の
ゝ
認
識
か
ら
入
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
又
、
あ
ら
ゆ
る
教
学
は
国
体
に
帰
一
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
け
を
覚

え
て
忘
れ
ず
に
居
つ
て
戴
き
た
い
と
思
ふ

（
67
）」

と
い
う
言
葉
で
こ
の
講
義
を
結
ん
だ
。

②
名
古
屋
高
商
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
「
皇
国
ノ
国
体
」

山
田
が
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
九
月
二
二
日
に
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
で
行
っ
た
日
本

文
化
講
義
に
つ
い
て
は
同
校
が
文
部
当
局
に
提
出
し
た
「
第
二
回
日
本
文
化
講
義
実
施
之
件
」

と
い
う
日
本
文
化
講
義
の
実
施
状
況
報
告
書
の
下
書
き
が
東
海
国
立
大
学
機
構
大
学
文
書
資
料

室
に
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
い
う
区
分
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
下
書
き
の
中
に
記
載
さ
れ

て
い
る
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、我
が
国
の
教
育
、学
問
、即
ち
教
学
は
そ
の
源
を
国
体
に
発
し
最
後
も
亦
国
体
に
終
っ

て
ゐ
る
。
あ
ら
ゆ
る
教
学
の
最
後
は
国
体
に
帰
一
し
て
ゐ
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
我
が
国
の
教
学
は
他
国
と
其
の
経
路
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
仏
蘭
西
の
教
学

は
仏
蘭
西
の
国
民
性
そ
の
も
の
が
表
れ
て
ゐ
る
〔
。〕
国
に
よ
つ
て
そ
の
学
問
の
方
針

が
違
つ
て
ゐ
る
。
国
体
を
考
へ
ら
る
べ
き
国
で
な
か
つ
た
な
ら
ば
教
学
な
ど
深
め
高
め

る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
ふ
〔
。〕
社
会
生
活
の
栄
へ
る
の
は
学
問
と
国
体
が
調
和
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
専
門
教
育
の
行
は
れ
て
ゐ
る
の
は
偶
然
現
象
で
は
な
く
国
家

総
力
を
挙
げ
て
米
英
両
国
を
徹
底
的
に
破
壊
す
る
為
に
戦
つ
て
ゐ
る
時
安
ん
じ
て
教
育

に
専
念
出
来
る
の
は
結
局
国
家
の
必
要
か
ら
で
あ
る
。
若
し
其
の
専
念
す
る
教
学
が
国

体
に
帰
一
す
る
所
で
な
け
れ
ば
教
育
の
存
在
は
認
め
ら
れ
ぬ
。
之
等
の
自
覚
の
下
に
皆

様
は
充
分
な
る
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
念
ふ
も
の
で
あ
る
。
今
よ
り
七
年
前
昭
和

十
年
に
東
京
に
於
て
教
学
刷
新
会
の
開
催
さ
れ
た
折
文
部
大
臣
よ
り
申
さ
れ
た
言
葉
に

「
我
が
国
の
教
育
は
そ
の
源
を
国
体
に
発
し
日
本
精
神
を
以
っ
て
核
心
と
な
す
」
と
。

二
、
国
体
を
知
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
ゝ
説
明
出
来
る
と
云
ふ
こ
と
ゝ
は
そ
こ
に
大
き
な

へ
だ
た
り
が
あ
る
。
日
本
人
は
恐
ら
く
日
本
の
国
体
を
知
り
つ
く
す
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
即
ち
国
体
は
我
々
に
対
し
て
無
限
大
で
あ
り
、
我
々
は
国
体
に
対
し
て
無
限
小

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
知
る
と
云
ふ
こ
と
は
心
の
働
に
よ
つ
て
起
り
得
る
が
心

だ
け
で
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
自
か
ら
対
象
物
が
な
い
こ
と
に
は
悟
る
知
る
の
現
象

は
起
ら
な
い〔
。〕結
局
日
本
人
は
心
に
国
体
を
対
象
と
し
て
或
現
象
が
起
る
の
で
あ
る
。

三
、
今
日
ま
で
国
体
を
解マ

くマ

〔
説
く
〕
に
種
々
な
解マ

きマ

〔
説
き
〕
方
を
す
る
人
が
あ
る
が

こ
れ
は
正
常
な
る
見
解
の
先
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
国
体
に
対
し
て
の
説
明

は
唯
一
つ
の
正
常
な
る
説
明
法
が
あ
る
の
み
で
あ
る
〔
。〕
西
洋
の
指
示
を
持
っ
て
来

て
国
体
に
当
て
は
め
て
解マ

くマ

〔
説
く
〕
の
は
不
可
能
で
あ
り
又
そ
れ
は
正
常
な
研
究
法
、

説
明
法
で
は
な
い
、
理
論
で
説
明
せ
ね
ば
本
当
で
な
い
様
に
見
て
ゐ
る
人
は
日
本
精
神

か
ら
離
れ
て
ゐ
る
。
結
局
正
常
な
る
見
解
を
持
た
ぬ
こ
と
に
な
る
。
先
づ
第
一
は
実
行

で
親
孝
行
に
し
て
も
道
徳
上
の
理
屈
は
後
廻
し
の
も
の
で
あ
る
。

四
、
優
れ
た
国
体
は
其
の
国
体
に
立
派
な
理
論
が
あ
つ
て
優
れ
て
ゐ
る
の
で
な
く
、
立
派

な
事
実
が
あ
る
か
ら
優
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
〔
。〕
従
っ
て
国
体
を
認
識
す
る
に
は
事

実
の
上
に
於
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
事
実
に
は
実
質
的
、
形
象
的
〔
継
承

的
？
〕
の
二
方
面
が
あ
り
此
の
両
者
は
離
れ
ら
れ
ぬ
関
係
に
あ
る
。
実
質
的
と
は
神
国

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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な
り
の
一
言
で
総
て
表
現
さ
れ
神
皇
正
統
記
に
於
て
も
大
日
本
帝
国
は
神
国
な
り
に
初

め
ら
れ
て
ゐ
る
事
に
於
て
も
解
る
こ
と
ヽ
思
ふ
。
形
象
的
〔
継
承
的
？
〕
と
は
一
口
に

古
今
を
通
じ
て
一
で
あ
る
（
革
命
の
な
い
国
）
日
本
歴
史
と
諸
外
国
の
歴
史
と
を
比
べ

る
と
諸
外
国
が
興
亡
の
歴
史
で
あ
る
の
に
対
し
大
日
本
帝
国
は
興
あ
つ
て
亡
な
き
国
体

で
あ
る
。
昔
宋
の
太
宗
は
千
年
前
世
界
第
一
の
文
化
国
と
称
し
て
中
華
と
称
へ
た
。
支

那
が
日
本
の
歴
史
を
手
本
と
し
て
大
い
に
政
治
に
力
を
入
れ
た
為
珍
ら
し
く
三
二
〇
年

の
宋
の
時
代
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
〔
。〕
斯
様
に
支
那
ば
か
り
で
な
く
諸
外
国
は

斉
し
く
天
壌
無
窮
な
る
こ
と
を
欲
し
国
家
法
人
説
ご
と
き
も
の
は
欲
し
な
か
つ
た
こ
と

は
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
。
万
世
一
系
の
皇
統
を
戴
く
大
日
本
帝
国
は
主
権
者
の
唯
一

性
の
具
体
化
と
し
て
主
権
者
の
血
統
の
上
に
求
め
ら
れ
主
権
者
が
絶
え
た
る
時
は
直
ち

に
皇
位
は
継
承
さ
れ
其
の
実
象
と
し
て
三
種
の
神
器
が
奉
持
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
〔
。〕

五
、
皇
統
（
天
皇
の
御
血
筋
）
は
神
聖
、
尊
厳
、
絶マ

体マ

〔
絶
対
〕
で
あ
り
臣
民
を
以
つ
て

君
主
と
せ
ず
、
こ
こ
に
神
聖
な
る
皇
統
が
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
〔
。〕
問
題
は
事
実

上
主
権
者
が
神
聖
で
あ
る
か
否
か
に
あ
る
。
世
界
何
れ
の
国
と
雖
ど
も
神
聖
は
理
想
で

あ
る
が
、
事
実
と
し
て
そ
れ
が
表
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
我
が
皇
室
に
姓
が
な

い
と
い
ふ
事
の
み
で
も
尊
厳
、無
比
な
る
国
柄
で
あ
る
こ
と
が
証
明
せ
ら
れ
る〔
。〕我
々

国
民
は
国
民
的
自
覚
の
元
に
国
体
を
認
識
し
有
意
義
な
る
生
活
を
し
て
行
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

な
お
、「
生
徒
に
与
へ
た
る
影
響
」
に
つ
い
て
は
大
き
な
×
を
打
っ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、

×
の
下
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。

一
、
戦
時
下
学
生
と
し
て
教
学
に
専
念
す
る
彼
等
に
は
こ
れ
ま
で
の
学
問
に
対
す
る
態
度

に
一
段
の
反
省
を
加
へ
た
も
の
と
思
ふ

一
、
具
体
的
な
事
実
の
上
に
我
が
国
体
の
世
界
に
比
類
な
き
こ
と
を
銘
記
す
る
と
共
に
我

が
国
体
の
有
難
さ
を
深
く
認
識
し
大
東
亜
戦
争
下
皇
国
に
報
ゆ
る
の
覚
悟
を
一
層
深
め

た
こ
と
ゝ
信
ず
る

③
石
川
師
範
学
校
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
「
皇
国
ノ
国
体
」

山
田
が
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
二
二
日
に
石
川
師
範
学
校
で
行
っ
た
日
本
文
化
講

義
に
つ
い
て
は
同
校
が
文
部
省
教
学
局
に
送
付
し
た
「
日
本
文
化
講
義
実
施
状
況
ノ
件
報
告
」

と
い
う
文
書
の
学
内
起
案
書
が
金
沢
大
学
資
料
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
18
年
～
昭
和
19
年

第

七
類
第
二
項

研
究
及
補
助
関
係

第
四
類
第
二
項

講
習
・
出
張
・
諸
願
届
等

石
川
師
範

学
校
」
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
官
立
移
管
に
伴
い
昭
和
一
八
年
度
よ
り
日
本
文
化
講
義
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
師
範
学
校
で
実
際
に
日
本
文
化
講
義
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
は
具
体
的
な
事
例
が
こ
れ
ま
で
一
切
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
別
紙
と
し
て

添
え
ら
れ
て
い
る
書
類
の
記
載
事
項
も
含
め
、
以
下
に
実
施
状
況
報
告
の
文
書
を
そ
の
ま
ま
示

し
て
お
く
。

教
一
二
九
号

昭
和
一
九
年
八
月
二
十
四
日
起
案

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
四
日

石
川
師
範
学
校
長

文
部
省
教
学
局
長
殿

日
本
文
化
講
義
実
施
状
況
ノ
件
報
告

昭
和
十
九
年
度
当
校
ニ
於
ケ
ル
第
一
回
日
本
文
化
講
義
別
紙
ノ
通
実
施
致
候
條
此
段
報
告

候
也

〔
※
以
下
別
紙
〕

昭
和
十
九
年
度
第
一
回
日
本
文
化
講
義
実
施
状
況

一
、
講
師
官
職
氏
名

神
宮
皇
學
館
大
學
長

文
学
博
士

山
田
孝
雄

二
、
講
義
題
目

「
皇
国
ノ
国
体
」

三
、
講
義
日
時
及
時
間
数

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
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（
令
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七
月
二
十
二
日
自
午
前
九
時
至
正
午
間
三
時
間

四
、
講
義
要
旨

１
、
教
学
の
根
基

「
教
学
は
国
体
に
源
を
発
し
、
日
本
精
神
を
根
幹
と
す
べ
し
」

２
、
国
体
の
尊
厳

理
論
に
求
め
ず
事
実
に
求
め
よ

神
の
生
み
給
ひ
し
国
。

３
、
国
体
の
本
質

「
神
国
」
の
名
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。⽳⽴
古
今
を
通
じ
て
一
な
る
国
。

生
あ
り
て
死
な
き
国
。

４
、
国
体
の
絶
対
性

万
国
の
理
想
な
れ
ど
現
実
に
我
国
の
み
こ
れ
あ
り

五
、
講
師
ノ
講
義
状
況

男
子
部

予
三
以
上

二
〇
〇

研
究
科

八
〇

女
子
部

予
三
以
上

一
九
〇

専
攻
科

一
四

計
四
八
四
名

深
淵
な
る
学
殖
と
、
確
呼
た
る
信
念
よ
り
ほ
ど
ば
し
る
言
々
句
々
吾
人
の
肺
腑
を

突
く
。

「
国
体
は
説
明
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
身
に
体
す
る
も
の
な
り
。
全
身
こ
れ
国
体

に
徹
せ
ざ
る
心
か
ら
ず
」
と
、
教
育
の
任
に
当
る
も
の
に
対
し
特
に
適
切
に
し
て

懇
篤
な
る
教
示
あ
り
。

「
神
国
」
の
真
義
明
快
に
説
示
さ
れ
た
り
。

六
、
生
徒
ノ
感
想

如
何
な
る
職
分
に
在
る
者
も
国
体
に
徹
し
て
こ
そ
真
に
皇
国
民
た
る
の
分
を
竭
し

得
る
。
我
々
は
本
講
義
に
よ
り
今
後
の
臣
道
実
践
の
為
に
大
い
な
る
源
泉
を
得
た

り

七
、
座
談
会
状
況

講
師
ノ
急
遽
ナ
ル
都
合
ニ
依
リ
開
催
ス
ル
ヲ
得
ズ

八
、
其
ノ
他

ナ
シ

な
お
、
石
川
師
範
学
校
が
文
部
当
局
に
送
付
し
た
「
教
九
七
号

日
本
文
化
講
義
実
施
ニ
関

ス
ル
件
申
請
」
と
い
う
書
類
一
式
（
金
沢
大
学
資
料
館
所
蔵
の
前
掲
の
簿
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
）

の
中
に
山
田
の
書
簡
が
あ
る
。
文
面
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

拝
復

暑
気
追
々
相
加
は
り
申
候
処
愈
御
清
安
奉
賀
候
さ
て
本
月
廿
二
日
貴
地
え
参
り
候
ニ
付
講

義
の
題
目
ハ

皇
国
の
国
体

と
い
ふ
事
に
致
度
存
候
な
ほ
講
義
は
午
前
（
九
時
―
正
午
）
ニ
す
み
申
候
様
ニ
御
願
□
□
ゝ

幸
に
有
之
候
廿
三
日
ニ
ハ
七
尾
に
て
講
演
致
候
為
午
後
は
の
と
金
丸
村
梶
井
氏
に
行
き
一

泊
致
度
候
な
ほ
貴
地
へ
は
廿
一
日
午
後
五
時
二
十
八
分
着
ニ
致
度
候
御
迷
惑
な
か
ら
同
日

一
泊
致
候
宿
屋
御
周
旋
之
程
希
上
候
先
ハ
右
御
依
頼
□
申
上
候

恐
々
頓
首

七
月
十
日

山
田
孝
雄

淸
水
曉
昇
様

〔
※
□
は
判
読
不
明
の
文
字
を
示
す
〕

④
山
田
の
日
本
文
化
講
義
の
基
調
を
な
す
も
の

以
上
、
日
大
、
名
古
屋
高
商
、
石
川
師
範
で
山
田
が
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
の
内
容
を
見
て

き
た
が
、
い
ず
れ
の
講
義
に
お
い
て
も
山
田
は
「
日
本
の
教
学
は
国
体
に
源
を
発
す
る
」
と
い

う
文
言
に
言
及
し
て
お
り
、
こ
の
考
え
が
山
田
の
日
本
文
化
講
義
の
基
調
を
な
し
て
い
た
。
国

体
は
理
論
・
理
屈
で
は
な
く
事
実
の
上
に
お
い
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
、
日
本
は
神
国
で
あ
る
、

皇
統
は
神
聖
、
尊
厳
、
絶
対
と
い
う
も
の
を
失
わ
れ
な
い
血
統
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
を
山
田

は
日
本
文
化
講
義
の
場
で
一
貫
し
て
示
し
て
い
る
。

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
大
逆
事
件
に
接
し
て
強
い
憂
国
の
念
を
抱
い
た
山
田
は
す
ぐ

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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さ
ま
『
大
日
本
国
体
概
論
』
を
書
い
て
同
年
一
二
月
に
宝
文
館
か
ら
刊
行
し
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
に
同
じ
く
宝
文
館
か
ら
『
国
体
の
本
義
』
を
刊
行
し
た
。
文
部
省
が
著
名
な
『
国

体
の
本
義
』
を
出
す
の
は
昭
和
一
二
年
で
あ
る
が
、
同
名
の
図
書
を
山
田
は
そ
の
四
年
前
に
刊

行
し
、
日
本
の
国
体
が
国
民
性
に
根
ざ
す
こ
と
を
国
民
一
般
に
平
明
に
説
こ
う
と
し
た
。
昭
和

一
〇
年
に
天
皇
機
関
説
事
件
を
契
機
と
し
て
国
体
明
徴
運
動
が
高
ま
る
が
、
そ
の
よ
う
な
動
き

に
か
な
り
先
ん
じ
て
山
田
は
国
体
の
本
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

山
田
は
神
宮
皇
學
館
大
學
へ
の
着
任
前
に
「
国
体
を
中
心
に
し
た
日
本
の
教
育
を
や
つ
て
行

か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
の
は
自
分
の
持
論
で
あ
つ
て
、
自
分
も
委
員
の
一
人
で
あ
る
教
学
刷
新

評
議
会
に
於
て
も
文
相
の
質
問『
将
来
の
教
育
を
如
何
に
す
べ
き
か
』に
対
し
て
答
申
し
た『
わ

が
日
本
の
教
学
は
源
を
国
体
に
発
し
日
本
精
神
を
以
て
核
心
と
な
す
』
と
言
ふ
根
本
精
神
に
も

と
づ
い
て
新
大
学
の
教
育
に
当
り
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
、
此
の
根
本
方
針
は
歴
代
の
文
相
が
実

行
す
る
こ
と
に
な
つ
て
を
り
、
委
員
と
し
て
も
実
行
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
責
任
が
あ
る
、
而
し
て

こ
れ
を
具
体
化
さ
せ
る
に
は
既
設
の
学
校
で
は
従
来
の
行
き
掛
り
も
あ
つ
て
容
易
で
な
い
が
皇

學
館
大
學
は
新
設
で
あ
る
か
ら
容
易
に
具
体
化
し
得
る
と
思
ふ
の
で
最
善
の
努
力
を
し
て
見
た

い
、
こ
れ
が
出
来
な
か
つ
た
ら
自
分
の
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
る

（
68
）」

と
昭
和
一
五
年
四
月

二
八
日
付
け
『
伊
勢
新
聞
』
夕
刊
で
強
い
決
意
を
語
っ
て
い
た
。
教
学
刷
新
評
議
会
の
委
員
と

し
て
の
責
任
ま
で
を
も
意
識
し
、
神
宮
皇
學
館
大
學
長
に
就
い
た
山
田
が
日
本
文
化
講
義
で
国

体
や
日
本
精
神
を
中
心
と
し
た
教
育
を
行
う
の
は
本
人
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
田
は
皇
學
館
大
學
開
学
直
後
の
昭
和
一
五
年
四
月
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
神
宮
皇
學
館
大
學

予
科
の
入
学
式
の
式
辞
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

惟
フ
ニ
我
国
ノ
教
学
ハ
、
万
邦
無
比
ノ
国
体
ヲ
源
ト
シ
、
日
本
精
神
ヲ
核
心
ト
ス
ル
所
ニ

存
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
ノ
事
タ
ル
ヤ
、
全
ク
神
宮
皇
学
館
建
学
ノ
旨
趣
ト
一
致
ス
ル

所
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、本
大
学
創
設
ノ
根
本
精
神
ハ
実
ニ
コ
ヽ
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

即
チ
本
大
学
コ
ソ
ハ
、
唯
単
ナ
ル
大
学
ト
其
ノ
選
ヲ
異
ニ
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、

皇
国
ノ
道
ヲ
明
カ
ニ
ス
ベ
キ
特
殊
ノ
大
学
ト
シ
テ
、
真
ニ
学
行
一
如
ノ
理
想
ヲ
実
現
シ
、

我
国
教
育
ノ
根
本
ヲ
樹
立
シ
、
以
テ
国
家
ノ
期
ス
ル
教
学
ノ
真
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ベ
キ
使

命
ヲ
荷
フ
モ
ノ
ト
イ
フ
ベ
キ
デ
ア
リ
マ
ス

（
69
）。

こ
の
入
学
式
の
式
辞
に
あ
る
「
惟
フ
ニ
我
国
ノ
教
学
ハ
、
万
邦
無
比
ノ
国
体
ヲ
源
ト
シ
、
日

本
精
神
ヲ
核
心
ト
ス
ル
所
ニ
存
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
は
学
長
と
し
て
神
宮
皇
學
館
大
學
を
運

営
す
る
上
で
の
基
本
方
針
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
教
学
刷
新
評
議
会
第
四
回
総
会
で
出
さ

れ
た
「
教
学
刷
新
ニ
関
ス
ル
答
申
」
の
前
文
に
あ
る
「
我
ガ
教
学
ハ
源
ヲ
国
体
ニ
発
シ
、
日
本

精
神
ヲ
以
テ
核
心
ト
ナ
シ
、
コ
レ
ヲ
基
ト
シ
テ
世
局
ノ
進
運
ニ
膺
リ
、
人
文
ノ
発
達
ニ
随
ヒ
、
生
々

不
息
ノ
発
展
ヲ
遂
ゲ
皇
運
隆
昌
ノ
タ
メ
ニ
竭
ス
ヲ
ソ
ノ
本
義
ト
ス
」を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

皇
国
の
道
を
明
ら
か
に
す
べ
き
特
殊
な
大
学
と
し
て
真
に
学
行
一
如
の
理
想
を
実
現
し
、
我

が
国
教
育
の
根
本
を
樹
立
し
、
国
家
の
期
す
る
教
学
の
真
の
目
的
を
達
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
神
宮
皇
學
館
大
學
長
と
し
て
の
山
田
の
強
い
使
命
感
は
他
校
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の

場
で
も
国
民
的
自
覚
の
元
に
国
体
を
認
識
せ
よ
、
国
体
に
徹
せ
よ
と
い
う
強
い
訴
え
と
な
っ
て

現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
三
）
倉
野
憲
司
の
日
本
文
化
講
義

倉
野
憲
司
は
成
城
高
等
学
校
教
授
、
広
島
文
理
科
大
学
助
教
授
を
経
て
昭
和
一
四
年
三
月
よ

り
文
部
省
図
書
監
修
官
の
任
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
七
年
一
〇
月
五
日
に
神
宮
皇
學
館
大
學
教

授
に
任
じ
ら
れ
た
。
倉
野
の
名
前
は
日
本
文
化
講
義
の
「
昭
和
一
七
年
講
師
一
覧
」
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
講
師
一
覧
で
は
広
義
の
分
野
は
文
学
芸
術
関
係
で
、
ま
た
狭
義
の
分
野
は
国

文
学
で
分
類
さ
れ
て
い
た
（
官
職
は
文
部
省
図
書
監
修
官
と
記
載
）。
日
本
文
化
講
義
の
実
施
状

況
を
確
認
で
き
る
文
部
当
局
作
成
資
料
で
見
る
限
り
、
倉
野
は
昭
和
一
一
～
一
六
年
度
に
日
本

文
化
講
義
を
帝
国
大
学
、
官
立
大
学
、
官
立
高
等
学
校
、
専
門
学
校
等
で
担
当
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
教
科
書
の
編
集
に
当
た
る
図
書
監
修
官
に
就
い
て
い
る
こ
と
か
ら
文
部
当
局
と
し

て
は
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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倉
野
は
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
第
一
回
国
語
国
文
学
会
（
昭
和
一
二
年
度
）
で
「
古
代
人
の

異
郷
観
」
と
い
う
演
題
で
、
ま
た
、
第
三
回
国
語
国
文
学
会
（
昭
和
一
七
年
度
）
で
「
神
国
の

意
義
」
と
い
う
演
題
で
報
告
を
行
っ
て
お
り
、
昭
和
一
九
年
二
月
に
は
文
部
省
よ
り
日
本
諸
学

振
興
委
員
会
昭
和
一
八
年
度
並
昭
和
一
九
年
度
国
語
国
文
学
部
専
門
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
い

た
（
70
）。

山
田
ほ
ど
で
は
な
い
が
倉
野
も
文
部
当
局
に
よ
る
教
学
刷
新
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
。

現
時
点
で
倉
野
の
日
本
文
化
講
義
の
講
義
録
は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、演
題
に
つ
い
て
も
四
、

（
一
）
で
見
た
Ｂ
「
皇
學
大
秘
収
一
六
一
号
」
の
別
紙
文
書
「
兵
師
教
四
七
号
」
か
ら
昭
和
一
八

年
一
一
月
一
八
日
に
兵
庫
師
範
学
校
で
行
っ
た
「
古
典
ニ
現
レ
タ
ル
国
体
精
神
」
を
確
認
で
き

る
だ
け
で
あ
る
。
倉
野
の
日
本
文
化
講
義
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
そ
の

著
作
か
ら
推
察
す
る
し
か
な
い
。
倉
野
は
神
宮
皇
學
館
大
學
に
着
任
す
る
前
の
昭
和
一
七
年
三

月
に
『
古
典
と
上
代
精
神
』（
至
文
堂
）
を
刊
行
し
、
そ
れ
以
降
も
『
古
事
記
論
攷
』（
立
命
館

出
版
部
、
昭
和
一
九
年
）
と
い
っ
た
専
門
書
を
刊
行
し
た
が
、
昭
和
一
九
年
一
二
月
に
専
門
書

で
は
な
く
一
般
の
教
養
に
資
す
る
と
い
う
目
的
で
『
古
典
の
精
神
』（
全
国
書
房
）
を
刊
行
し
た
。

同
書
の
「
第
一
古
典
の
意
義
」
で
倉
野
は
自
ら
が
古
典
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
に

つ
い
て
説
明
を
行
う
。
彼
は
「
古
典
は
永
遠
性
と
規
範
性
と
国
家
性
を
持
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

（
71
）」

と
し
、
こ
れ
を
一
言
で
尽
く
せ
ば
「
古
典
は
我
が
皇
国
の
道
、
即
ち
古
今
不
易
の
道

を
伝
へ
て
居
る
も
の

（
72
）」

と
述
べ
、
純
粋
な
古
典
と
し
て
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を
挙
げ
、

皇
国
の
道
を
伝
え
た
典
籍
と
し
て
『
古
事
記
』
を
古
典
中
の
古
典
と
し
た
。

「
第
二
古
事
記
の
本
質
」
で
倉
野
は
『
古
事
記
』
の
序
文
に
あ
る
天
智
天
皇
の
言
葉
「
邦
家

之
経
緯
、
王
化
之
鴻
基
」（
我
が
国
家
行
政
の
根
本
、
天
皇
徳
化
の
大
本
の
意
）
が
『
古
事
記
』
の

本
質
を
最
も
端
的
に
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
、『
日
本
書
紀
』
が
神
代
と
人
代
と
を
区
別
し

て
い
る
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
は
神
代
と
人
代
と
を
区
別
せ
ず
、
神
代
を
立
て
て
い
な
い
と

こ
ろ
に
特
質
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
『
古
事
記
』
上
巻
の
核
心
と
し
て
、
①
伊
邪
那
岐
、
伊

邪
那
美
命
の
大
八
島
国
生
成
、
②
天
照
大
御
神
の
高
天
の
原
御
統
治
、
③
天
孫
降
臨
を
挙
げ
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
上
で
、『
古
事
記
』
を
貫
き
流
れ
る
も
の
は
惟
神
の
道
で
あ
り
、

皇
室
中
心
の
国
家
的
精
神
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
が
『
古
事
記
』
の
本
質
だ
と
し
て
い
る
。
倉
野

は
国
生
み
の
神
話
に
つ
い
て
「
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
皇
室
を
中
心
に
戴
き
奉
つ
て
、
極
め
て
鞏

固
な
国
家
的
団
結
を
営
ん
で
ゐ
た
、
そ
の
強
烈
な
国
家
的
意
識
が
凝
つ
て
成
つ
た
も
の
と
い
ひ

得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
我
が
国
は
、
皇
室
の
御
祖
先
神
に
よ
つ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
ふ
所
に
、
我
が
国
体
が
明
確
に
示
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る

（
73
）」

と
述
べ
、
我
が
国
が
皇
室
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
国
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
皇
室
中
心
の
強
烈
な
国
家
的
精
神
が
示
さ

れ
て
い
る
と
し
た
。

同
書
「
第
三
我
が
国
体
」
で
は
『
古
事
記
』
か
ら
は
少
し
離
れ
、「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
や

国
歌
「
君
が
代
」
な
ど
に
言
及
し
な
が
ら
、
我
が
国
が
神
国
で
あ
る
所
以
を
明
ら
か
に
し
、「
国

家
非
常
時
に
於
い
て
常
に

天
照
大
御
神
の
御
護
り
助
け
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
古
典
に
極

め
て
明
白
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る

（
74
）」

と
す
る
。
そ
の
上
で
神
の
助

け
「
天
佑
」
に
触
れ
、「
我
が
日
本
は
、
神
の
生
み
給
う
た
国
で
あ
り
、
神
の
し
ろ
し
め
し
給

ふ
国
で
あ
り
、
神
の
護
り
助
け
給
ふ
国
で
あ
る
と
い
ふ
こ
の
三
者
が
一
体
と
な
つ
て
、
こ
ゝ
に

日
本
が
神
国
で
あ
る
所
以
が
明
ら
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
75
）」

と
断
じ
て
い
る
。

倉
野
の
『
古
典
の
精
神
』
は
専
門
書
で
は
な
く
、
古
典
の
意
義
、
古
典
の
精
神
を
正
し
く
把

握
す
る
上
で
一
般
の
参
考
に
供
す
る
よ
う
に
と
い
う
意
図
で
書
か
れ
て
お
り
、
同
書
の
本
論
は

昭
和
一
九
年
六
月
一
五
日
に
倉
野
が
行
っ
た
神
祇
院
・
兵
庫
県
・
大
日
本
神
祇
会
兵
庫
県
支
部

共
同
主
催
の
神
職
講
演
会
に
お
け
る
講
演
の
速
記
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
学
会
や
研
究

会
と
い
っ
た
専
門
の
場
で
の
報
告
と
は
異
な
り
、
講
演
会
で
の
速
記
録
が
基
に
な
っ
て
い
る
上

に
『
古
事
記
』
に
お
け
る
皇
室
中
心
の
強
烈
な
国
家
的
精
神
に
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
倉
野

が
各
校
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
の
内
容
は
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
古
事
記
論
攷
』（
昭
和
一
九
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
古
事
記
と
国
家
的
精
神
」（
初
出

は
『
愛
知
教
育
』
第
六
二
三
号
、
昭
和
一
四
年
一
一
月
号
）
で
も
倉
野
は
「
古
事
記
の
話
は
す
べ
て
、

皇
室
と
の
関
係
に
於
い
て
語
ら
れ
て
を
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
色
が
あ
り
、
古
事
記
に
あ
つ
て

は
、
所
謂
先
代
の
旧
辞
か
ら
も
、
皇
室
中
心
の
国
家
的
精
神
が
読
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す

（
76
）」

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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と
述
べ
て
い
る
。『
古
事
記
』
上
巻
の
三
つ
の
中
心
に
つ
い
て
の
説
明
は
『
古
典
の
精
神
』
と

同
じ
で
あ
る
。

倉
野
が
日
本
文
化
講
義
の
講
師
を
担
当
し
た
の
は
現
時
点
で
は
兵
庫
、
山
口
、
徳
島
の
師
範

学
校
の
三
校
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
師
範
学
校
か
ら
の
依
頼
に
は
教
科
書
編
集
に
携
わ

る
文
部
省
図
書
監
修
官
と
い
う
経
歴
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
倉
野
の
日
本
文
化
講

義
は
『
古
事
記
』
と
い
う
我
が
国
古
典
中
の
古
典
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
じ
て
現
れ
た
皇
室
中

心
の
国
家
的
精
神
を
示
し
、
日
本
が
神
国
で
あ
る
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
国
体
の
明
徴

を
図
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
四
）「
神
宮
皇
學
館
大
學
発
」
の
日
本
文
化
講
義
の
特
徴

以
上
、
山
田
孝
雄
と
倉
野
憲
司
の
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
（
倉
野
に
つ
い
て
は
推
察
を
交
え
）

そ
の
内
容
を
考
察
し
た
。
学
長
の
山
田
は
言
う
ま
で
も
な
く
神
宮
皇
學
館
大
學
を
代
表
す
る
人

物
で
あ
る
が
、
倉
野
も
、
学
部
開
設
時
の
着
任
で
あ
る
た
め
神
宮
皇
學
館
大
學
で
の
在
任
は
僅

か
三
年
で
終
わ
っ
た
と
は
い
え
、
神
宮
皇
學
館
大
學
を
代
表
す
る
教
官
の
一
人
で
あ
っ
た
。
終

戦
直
後
の
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
八
月
一
七
日
に
山
田
は
神
宮
皇
學
館
大
學
長
を
解
か
れ

国
史
編
修
院
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、
神
宮
皇
學
館
大
學

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
発
し
た
「
神
道
指
令
」
に
よ
り
昭
和
二
一
年
三
月
三
一
日
に
廃
学
と
な
っ
た
が
、

同
年
二
月
二
〇
日
に
卒
業
証
書
授
与
式
と
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
離
別
式
で
、
事
実
上
の
学
長
不

在
の
中
、
教
職
員
代
表
と
し
て
離
別
の
辞
を
述
べ
た
の
は
倉
野
で
あ
っ
た

（
77
）。

神
宮
皇
學
館
大
學
を
代
表
す
る
教
官
で
あ
っ
た
山
田
と
倉
野
の
間
に
は
学
問
上
の
違
い
も

あ
っ
た
。
か
つ
て
倉
野
は
、国
学
の
方
で
山
田
が
平
田
篤
胤
に
心
酔
し
て
い
た
点
に
つ
い
て「
さ

う
し
た
〔
山
田
〕
博
士
の
一
面
に
は
ど
う
し
て
も
つ
い
て
行
け
な
か
つ
た

（
78
）」

と
語
り
、
自
身
は

皇
學
館
大
學
の
講
義
で
本
居
宣
長
の
学
問
的
態
度
を
祖
述
し
て
い
く
と
述
べ
て
い
る
。
他
方
で

倉
野
は
神
宮
皇
學
館
大
學
の
学
部
開
設
と
同
時
に
赴
任
し
た
の
は
学
長
の
山
田
か
ら
の
要
請
で

あ
っ
た
こ
と
を
同
じ
箇
所
で
語
っ
て
い
る
。
学
問
的
な
違
い
は
あ
っ
て
も
『
古
事
記
』
研
究
で

実
績
を
重
ね
て
い
た
倉
野
は
、
学
長
の
山
田
が
神
宮
皇
學
館
大
學
の
教
官
に
対
し
求
め
た
「
教

官
の
修
む
べ
き
は
皇
学
の
蘊
奥
を
極
め
る
事

（
79
）」

に
十
分
に
応
え
る
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
神
宮
皇
學
館
大
學
を
代
表
す
る
山
田
と
倉
野
が
行
っ
た「
神
宮
皇
學
館
大
學
発
」

の
日
本
文
化
講
義
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
二
人
が
他
校
で
行
っ
た
日
本
文
化

講
義
は
、
と
も
に
日
本
の
古
典
と
し
て
『
古
事
記
』
を
重
ん
じ
、
日
本
精
神
、
皇
室
中
心
の
国

家
的
精
神
を
説
き
な
が
ら
、
日
本
は
神
国
で
あ
る
と
言
い
切
り
、
何
よ
り
も
皇
国
の
国
体
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
精
神
の
発
揚
に
資
す
る
と
と
も
に
日
本
独
自
の
学
問
文
化
に
関
す
る
十
分
な
理
解
を
体

得
さ
せ
る
と
い
う
の
が
日
本
文
化
講
義
の
趣
旨
で
あ
っ
た
が
、
時
局
の
進
展
、
戦
局
の
激
化
と

と
も
に
実
際
に
行
わ
れ
た
日
本
文
化
講
義
の
内
容
も
実
際
的
・
実
践
的
な
も
の
に
変
容
し
て
い

き
、
本
稿
三
、（
二
）
で
言
及
し
た
昭
和
一
六
年
四
月
五
日
付
け
の
発
指
一
五
号
通
牒
「
日
本

文
化
講
義
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
が
発
信
さ
れ
た
昭
和
一
六
年
度
以
降
は
「
日
本
文
化
」
や
「
日

本
精
神
」
を
主
題
と
す
る
講
義
よ
り
も
「
時
局
」「
太
平
洋
時
代
」「
大
東
亜
共
栄
圏
」「
大
東

亜
戦
争
」「
世
界
新
秩
序
」
と
い
っ
た
言
葉
を
演
題
に
冠
す
る
講
義
や
「
科
学
」「
技
術
」
を
主

題
と
す
る
講
義
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く

（
80
）。

も
ち
ろ
ん
山
田
に
せ
よ
倉
野
に
せ
よ
日
本
が
非
常
時
に
あ
る
と
い
う
現
実
を
十
分
に
認
識

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
日
本
文
化
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
否
む
し
ろ
時
局
の
重
大
性
を
嫌

と
言
う
ほ
ど
認
識
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
国
体
の
絶
対
性
や
皇
室
中
心
の
国
家
的
精
神
を
学

生
・
生
徒
に
対
し
強
く
訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
結
果
的
に
、学
生
・

生
徒
に
対
し
日
本
精
神
の
発
揚
を
図
り
日
本
独
自
の
学
問
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
る

と
い
う
日
本
文
化
講
義
の
当
初
の
趣
旨
に
応
え
る
講
義
を
行
い
続
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ

こ
に
「
神
宮
皇
學
館
発
」
の
日
本
文
化
講
義
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
正
に
「
学
部
ハ
皇
国
固

有
ノ
教
学
ノ
基
本
ニ
培
フ
学
術
ノ
理
論
及
応
用
ヲ
教
授
シ
並
ニ
其
ノ
蘊
奥
ヲ
究
メ
以
テ
国
家
有

用
ノ
人
材
ヲ
練
成
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

（
81
）」

る
神
宮
皇
學
館
大
學
の
使
命
を
日
本
文
化
講
義
を
通
じ

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）

― 90―



他
校
に
お
い
て
も
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
つ
で
あ
る
日
本
文
化
講
義
に
焦
点
を
当
て
「
神、

宮、

皇、

學、

館、

大、

學、

内、

」
の
日
本
文
化
講
義
と
「
神、

宮、

皇、

學、

館、

大、

學、

発、

」
の
日
本
文
化
講
義
の
双
方
に
つ

い
て
皇
學
館
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
資
料
や
皇
學
館
発
行
諸
資
料
等
を
用
い
な

が
ら
考
察
を
試
み
た
。
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
～
二
〇
年
度
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の
実

施
事
例
は
筆
者
が
現
時
点
で
確
認
し
て
い
る
だ
け
で
も
約
二
三
〇
〇
件
に
及
び
、
実
際
に
実
施

さ
れ
た
件
数
は
三
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
〇
件
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
件
数
に
比
べ
れ
ば
本
稿

で
取
り
上
げ
た
神
宮
皇
學
館
大
學
内
及
び
神
宮
皇
學
館
大
學
発
の
日
本
文
化
講
義
は
戦
時
期
教

学
刷
新
事
業
の
至
極
細
や
か
な
る
一
断
片
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
、
神
宮
皇
學
館
大
學
は
官
立
大
学
と
し
て
は
存
続
期
間
が
僅
か
六
年
の
短
命
で
は
あ
っ

た
が
、
教
学
刷
新
が
展
開
す
る
戦
時
期
の
申
し
子
と
も
呼
ぶ
べ
き
大
学
で
あ
り
、
文
部
当
局
に

よ
る
教
学
刷
新
事
業
を
実
際
に
担
う
中
心
人
物
で
あ
っ
た
山
田
孝
雄
が
学
長
を
務
め
た
大
学
だ

け
に
、
一
断
片
で
は
あ
っ
て
も
神
宮
皇
學
館
大
學
内
・
発
の
日
本
文
化
講
義
を
考
察
す
る
こ
と

に
は
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

本
稿
に
は
幾
つ
か
の
課
題
が
残
る
。
ま
ず
、
日
本
文
化
講
義
の
よ
う
な
学
外
講
師
に
よ
る
一

回
限
り
の
講
義
で
は
な
く
神
宮
皇
學
館
大
學
で
日
常
的
に
な
さ
れ
て
い
た
教
育
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
た
め
、
神
宮
皇
學
館
大
學
内
で
実
施
さ
れ
た
日
本

文
化
講
義
の
持
つ
意
味
あ
い
が
判
然
と
し
な
い
き
ら
い
が
あ
る
。
皇
学
を
学
ぶ
在
学
生
に
と
っ

て
日
本
文
化
講
義
は
日
常
の
講
義
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
日
常
の
講
義
か
ら
は
得
ら
れ
ぬ
大
き
な
示
唆
を
も
た
ら
す
特
別
な
講
義
で
あ
っ
た
の
か
が

不
明
確
で
あ
る
。

神
宮
皇
學
館
大
學
予
科
の
卒
業
生
で
あ
る
本
山
幸
彦
が
「
こ
の
大
学
の
目
的
は
、
従
来
の
神

職
養
成
の
枠
を
こ
え
、
天
皇
中
心
に
形
成
さ
れ
た
日
本
古
代
の
政
治
、
宗
教
、
文
化
に
関
す
る

研
究
、
つ
ま
り
「
皇
学
」
研
究
の
質
を
高
め
、
研
究
の
過
程
で
、
学
生
の
「
皇
民
」
意
識
を
豊

か
に
育
て
、
日
本
的
な
知
識
人
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
知
識
人
を
広
く
植
民
地
を
含
む
国

家
活
動
の
各
分
野
に
供
給
し
よ
う
と
す
る
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
が
、
予
科
生
に

な
っ
た
私
た
ち
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た

（
82
）」

と
回
想
す
る
言
葉
に
示
唆
さ
れ

て
い
る
通
り
、
神
宮
皇
學
館
大
學
内
で
展
開
さ
れ
た
皇
学
中
心
の
教
育
が
在
学
生
に
は
十
分
に

浸
透
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
学
長
・
山
田
が
教
育
理
念
と
し
て
持
っ
て
い
た
国
体
を
中

心
に
し
た
教
育
が
日
常
的
に
ど
こ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
当
の
神
宮
皇
學
館
大
學
の
予
科

生
や
学
部
生
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
、
十
分
な
調
査
研
究
に
よ
り
解
明

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
神
宮
皇
學
館
大
學
発
の
日
本
文
化
講
義
と
し
て
山
田
孝
雄
と
倉
野
憲
司
の

講
義
に
着
目
し
た
が
、
山
田
・
倉
野
以
外
の
神
宮
皇
學
館
大
學
の
教
官
が
日
本
文
化
講
義
を
担

当
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
更
な
る
調
査

（
83
）が

求
め
ら
れ
る
。
神
宮
皇
學
館
大
學
発
の
日
本
文
化

講
義
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
人
物
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
昭
和
一
三
年
に
神
宮
皇
學
館
教
授

に
就
き
、
昭
和
一
五
年
の
官
立
大
学
昇
格
後
も
引
き
続
き
神
宮
皇
學
館
大
學
教
授
を
務
め
た
原

田
敏
明
が
挙
げ
ら
れ
る
。
原
田
は
神
宮
皇
學
館
本
科
の
卒
業
生
で
も
あ
り
、
山
田
や
倉
野
と
は

異
な
り
い
わ
ば
神
宮
皇
學
館
生
え
抜
き
の
教
官
と
も
呼
べ
る
存
在
で
あ
っ
た
。「
昭
和
一
七
年

講
師
一
覧
」
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
（
哲
学
関
係
の
神
道
に
分
類
）、
日
本
文
化
講
義
の
講
師
と
し

て
文
部
当
局
に
よ
る
お
墨
付
き
を
得
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
応
え
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
解
明
に
必
要
な
資
料
が
実
際
に
残
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
厳
し
い
問
題
に
し
ば
し
ば
直
面
す
る
。
日
本
文
化
講
義
を
は
じ
め
と
す
る
戦
時

期
の
教
学
刷
新
事
業
の
実
態
解
明
を
進
め
る
た
め
に
は
各
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
資
料
館
、
史

料
館
、
文
書
館
、
歴
史
館
、
大
学
史
資
料
室
な
ど
）
が
所
蔵
す
る
資
料
に
丹
念
に
当
た
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
未
整
理
等
の
理
由
に
よ
り
対
外
的
に
未
公
開
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
学
内
文
書

の
公
開
が
各
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
い
て
進
展
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
や
ま
な
い
。

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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（
附
記
）
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP26380262

並
び
にJP18K

00113

の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。

註
（
1
）
神
宮
皇
學
館
の
大
学
昇
格
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

資
料

篇
一
』
学
校
法
人
皇
學
館
、
平
成
二
六
年
、
七
一
七
～
八
九
四
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
紙
報
道

記
事
等
の
資
料
が
詳
し
く
、
本
稿
で
も
参
照
し
た
。

（
2
）
本
稿
で
中
心
的
に
取
り
扱
う
日
本
文
化
講
義
や
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
な
ど
の
教
学
刷
新
事
業
を

担
当
し
た
の
は
文
部
省
思
想
局
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
二
年
七
月
に
中
央
官
庁
に
準
ず
る
外
局
と

し
て
教
学
局
が
設
置
さ
れ
、
教
学
刷
新
事
業
は
教
学
局
の
所
管
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
一
七

年
一
一
月
に
行
政
簡
素
化
の
た
め
、
教
学
局
は
文
部
省
の
内
局
に
改
編
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
の

よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
日
本
文
化
講
義
な
ど
の
教
学
刷
新
事
業
を
所
管
す
る
役
所
を
指
す
言
葉

と
し
て
「
文
部
当
局
」
と
い
う
表
記
を
用
い
る
。

（
3
）『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

総
説
篇
』
学
校
法
人
皇
學
館
、
平
成
二
四
年
、
一
五
九
頁
。

（
4
）
神
宮
皇
學
館
大
學
予
科
の
卒
業
生
で
京
都
大
学
教
授
・
関
西
大
学
教
授
を
務
め
た
本
山
幸
彦
に
よ

る
「
神
宮
皇
学
館
大
学
予
科
の
教
育
」（『
教
育
科
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
四
二
巻
、
平
成
二
三
年
）
は

本
山
に
よ
る
神
宮
皇
學
館
大
學
予
科
に
つ
い
て
の
回
想
だ
が
、「
予
科
の
授
業
は
こ
ん
な
も
の
で
、

と
く
に
神
皇
大
予
科
の
特
色
は
み
ら
れ
な
い
。
予
科
教
育
の
特
色
は
む
し
ろ
正
科
の
教
育
以
外
の

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
１
つ
は
学
長
山
田
孝
雄
氏
の
存
在
そ
の
も
の
。
他
の
１
つ
は
予
科
の
寮
生
活

に
課
せ
ら
れ
た
寮
の
行
事
だ
と
い
っ
て
い
い
」（
七
二
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

（
5
）「
日
本
文
化
講
義
」
に
つ
い
て
筆
者
は
こ
れ
ま
で
以
下
の
通
り
、
拙
稿
を
六
点
発
表
し
て
き
た
。

①
「
戦
時
期
の
「
日
本
文
化
講
義
」
と
経
済
学
者
」（『
大
阪
工
業
大
学
紀
要
』
第
五
八
巻
第
二
号

（
人
文
篇
、
平
成
二
六
年
二
月
）、
②
「
講
師
一
覧
か
ら
み
た
戦
時
期
の
「
日
本
文
化
講
義
」
の
諸

相
」（
同
第
六
〇
巻
第
一
号
、
平
成
二
七
年
九
月
）、
③
「
戦
時
期
の
私
立
大
学
に
お
け
る
「
日
本

文
化
講
義
」
の
展
開
―
関
西
の
私
立
大
学
を
中
心
に
―
」（
同
第
六
一
巻
第
一
号
、
平
成
二
八
年

九
月
）、
④
「『
中
外
日
報
』
紙
に
見
る
戦
時
期
の
「
日
本
文
化
講
義
」」（
同
第
六
二
巻
第
一
号
、

平
成
二
九
年
九
月
）、
⑤
「
戦
時
期
の
私
立
大
学
に
見
る
「
日
本
文
化
講
義
」
へ
の
対
応
―
東
京

圏
の
私
立
大
学
を
中
心
に
―
」（
同
第
六
四
巻
第
一
号
、
令
和
元
年
九
月
）、
⑥
「
大
倉
邦
彦
と
「
日

本
文
化
講
義
」
―
在
野
の
教
学
刷
新
実
践
者
と
そ
の
思
想
善
導
講
義
―
」（『
大
倉
山
論
集
』
第

六
七
輯
、
令
和
三
年
三
月
）。
こ
の
う
ち
①
～
⑤
に
つ
い
て
は
大
阪
工
業
大
学
の
学
術
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
て
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
⑥
に
つ
い
て
も
公
益
財
団
法
人

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
て
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
6
）
本
稿
で
は
引
用
に
当
た
り
引
用
文
献
に
お
け
る
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
変
更
し
て
表
記
し
た
。

引
用
文
中
の
／
は
引
用
文
献
で
の
改
行
を
、「
…
…
」
は
中
略
を
示
す
。
引
用
文
中
で
明
ら
か
に

誤
字
と
思
わ
れ
る
字
に
対
し
て
は
右
横
に
マ
マ
と
付
し
、
直
後
に
〔
〕
付
き
で
正
字
を
補
し
た
。

引
用
文
中
で
当
方
か
ら
言
葉
や
句
点
を
補
す
際
に
も
〔
〕
を
用
い
た
。
本
文
中
で
の
二
桁
以
上

の
漢
数
字
表
記
に
つ
い
て
は
「
十
」、「
百
」、「
千
」
等
は
用
い
ず
、「
三
四
」、「
二
五
八
」
の
よ

う
に
表
記
し
た
が
、
引
用
文
献
で
「
十
」、「
百
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
に
従
っ

た
。
人
物
名
に
つ
い
て
は
引
用
文
献
で
新
字
体
で
示
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
新
字
体
で
表
記
し
、

原
則
と
し
て
旧
字
体
で
表
記
し
た
。
な
お
、「
神
宮
皇
學
館
大
學
」
に
つ
い
て
は
旧
字
体
で
の
表

記
に
統
一
し
た
。

（
7
）
文
部
省
『
国
体
の
本
義
』
文
部
省
、
昭
和
一
二
年
、
扉
の
言
葉
。

（
8
）
荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
一
〇
巻
（
不
二
出
版
、
平
成

二
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
荻
野
の
解
説
に
よ
れ
ば
文
部
当
局
が
作
成
し
た
帝
国
議
会
説
明

材
料
は
文
部
行
政
に
関
す
る
年
報
の
性
格
を
持
つ
資
料
で
あ
る
。

（
9
）
前
掲
註
8
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
一
〇
巻
、
四
二
～
四
三
頁
。

（
10
）
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
註
5
で
示
し
た
拙
稿
③
～
⑤
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
註
5
で
示
し
た
拙
稿
②
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
註
5
で
示
し
た
拙
稿
②
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）『
第
八
十
一
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』
は
荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料

集
成
』
第
四
巻
（
不
二
出
版
、
平
成
一
九
年
）
に
、
ま
た
『
第
八
十
四
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』

は
前
掲
註
8
で
示
し
た
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
一
〇
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
文
部
省
教
学
局
指
導
部
指
導
課
が
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
資
料
で
あ
り
、
金
沢
大
学
資
料
館
が
所

蔵
す
る
石
川
師
範
学
校
の
簿
冊
「
昭
和
十
八
年
度

第
七
類
学
事
統
計
及
報
告
書
類

第
八
類
研

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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究
及
補
助
関
係
書
類

第
十
一
類
雑
件
書
類
」
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
本
文
化
講
義
の
実
施

状
況
一
覧
に
つ
い
て
は
前
掲
註
5
で
示
し
た
拙
稿
②
に
翻
刻
の
上
、
掲
載
し
た
。

（
15
）
演
題
が
「
日
本
文
化
ト
国
語
敬
重
ノ
精
神
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
後
で
見
る
よ
う
に
皇
學
館

発
行
の
諸
資
料
で
は
「
日
本
文
化
史
と
国
語
敬
重
の
精
神
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
16
）
神
宮
皇
學
館
大
學
で
の
日
本
文
化
講
義
の
担
当
よ
り
も
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
澤
瀉
は
昭
和
一
八

年
七
月
に
関
西
大
学
で
、
ま
た
昭
和
一
九
年
四
月
に
石
川
師
範
学
校
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し

た
。
な
お
、
澤
瀉
は
昭
和
三
七
年
四
月
に
私
立
大
学
と
し
て
再
興
さ
れ
た
皇
學
館
大
學
の
国
文
科

の
教
授
に
就
い
た
。

（
17
）「
編
輯
後
記
」『
勢
陽
』
第
五
二
号
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
、
一
〇
六
頁
。
な
お
、『
勢
陽
』
は
昭

和
一
八
年
九
月
の
第
五
四
号
の
発
行
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。

（
18
）
平
泉
澄
「
伝
統
」『
勢
陽
』
第
五
二
号
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
、
三
頁
。

（
19
）
前
掲
註
18
平
泉
「
伝
統
」
四
～
五
頁
。

（
20
）
前
掲
註
18
平
泉
「
伝
統
」
五
頁
。

（
21
）
前
掲
註
18
平
泉
「
伝
統
」
五
頁
。

（
22
）
前
掲
註
18
平
泉
「
伝
統
」
五
頁
。

（
23
）
前
掲
註
18
平
泉
「
伝
統
」
八
頁
。

（
24
）
前
掲
註
18
平
泉
「
伝
統
」
一
二
頁
。

（
25
）
平
泉
澄
『
伝
統
』
至
文
堂
、
昭
和
一
五
年
、
序
一
頁
。

（
26
）
駒
込
武
ほ
か
編
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
―
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
の
研
究
』
東
京
大
学
出

版
会
、
平
成
二
三
年
、
一
七
九
頁
。
な
お
、
京
都
帝
大
文
学
部
に
は
昭
和
一
二
年
一
二
月
に
「
日

本
精
神
史
講
座
」
が
設
置
さ
れ
た
。

（
27
）
昭
和
一
六
年
度
に
平
泉
が
東
京
帝
大
で
行
っ
た
日
本
思
想
史
の
自
筆
講
義
ノ
ー
ト
は
翻
刻
さ
れ
、

「
平
泉
澄
教
授
「
日
本
思
想
史
」
昭
和
十
六
年
度
前
期
講
義
ノ
ー
ト
」
と
し
て
『
藝
林
』
第
五
二

巻
第
二
号
（
平
成
一
五
年
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
参
照
し
た
。

（
28
）
こ
の
う
ち
、
平
泉
が
奈
良
女
高
師
で
昭
和
一
三
年
九
月
三
〇
日
に
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
に
つ
い

て
は
そ
の
要
旨
が
奈
良
女
子
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
「
奈
良
女
子
大
学
所
蔵
資
料
電

子
画
像
集
」
内
に
あ
る
「
奈
良
女
子
大
学
校
史
関
係
史
料
」
の
「
画
像
で
綴
る
奈
良
女
子
大
学
の

九
十
年
」
の
「
58
日
本
文
化
講
義
二
関
ス
ル
書
類
昭
和
11
年
」
で
確
認
可
能
で
あ
る
。

（http: //w
w
w
. nara- w

u. ac.j p/ai c/gdb/kousi /htm
l /h04/n58/p159. htm

l

、
令
和
三
年
九
月

二
五
日
閲
覧
）。
な
お
、
平
泉
は
昭
和
一
六
年
度
は
神
宮
皇
學
館
大
學
以
外
に
大
阪
帝
大
で
も
日

本
文
化
講
義
の
講
師
を
務
め
た
（
演
題
は
「
先
哲
ヲ
仰
グ
」）。

（
29
）
堀
内
謙
介
「
現
時
の
国
際
政
局
に
於
け
る
米
国
の
動
向
」『
経
済
倶
楽
部
講
演
』
昭
和
一
六
年
第

一
三
輯
、
四
五
頁
。

（
30
）
前
掲
註
29
堀
内
「
現
時
の
国
際
政
局
に
於
け
る
米
国
の
動
向
」
五
八
頁
。

（
31
）
前
掲
註
29
堀
内
「
現
時
の
国
際
政
局
に
於
け
る
米
国
の
動
向
」
五
八
頁
。

（
32
）
堀
内
謙
介
『
堀
内
謙
介
回
顧
録
―
日
本
外
交
50
年
の
裏
面
史
―
』
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
、
昭
和
五
四

年
、
一
八
六
頁
。

（
33
）
前
掲
註
32
堀
内
『
堀
内
謙
介
回
顧
録
』
一
八
六
頁
。

（
34
）「
編
者
の
こ
と
ば
」
総
力
戦
学
会
編
『
総
力
戦
』
帝
国
出
版
、
昭
和
一
九
年
、
一
頁
。

（
35
）
中
柴
末
純
「
戦
陣
訓
要
義
」
総
力
戦
学
会
編
『
総
力
戦
』
帝
国
出
版
、
昭
和
一
九
年
、
三
三
五
頁
。

（
36
）
前
掲
註
35
中
柴
「
戦
陣
訓
要
義
」
三
三
六
頁
。

（
37
）
前
掲
註
35
中
柴
「
戦
陣
訓
要
義
」
三
三
六
頁
。

（
38
）
前
掲
註
35
中
柴
「
戦
陣
訓
要
義
」
三
三
七
頁
。

（
39
）
前
掲
註
35
中
柴
「
戦
陣
訓
要
義
」
三
三
七
～
三
三
八
頁
。

（
40
）
片
山
社
秀
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
新
潮
選
書
、
平
成
二
四
年
、
二
四
四
頁
。

（
41
）
前
掲
註
40
片
山
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
二
四
四
頁
。

（
42
）
前
掲
註
40
片
山
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
二
四
七
頁
。

（
43
）
前
掲
註
40
片
山
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
二
六
二
頁
。

（
44
）
前
掲
註
40
片
山
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
二
六
三
頁
。

（
45
）
前
掲
註
40
片
山
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
二
九
三
頁
。

（
46
）
保
阪
正
康
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昭
和
』
幻
戯
書
房
、
平
成
二
八
年
、
四
五
三
頁
。

（
47
）
前
掲
註
46
保
阪
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昭
和
』
四
六
一
頁
。

（
48
）
三
浦
藤
作
『
戦
陣
訓
精
解
』
東
洋
図
書
、
昭
和
一
六
年
、
一
三
～
一
四
頁
。
な
お
三
浦
は
昭
和

一
六
年
一
月
二
五
日
付
け
『
東
京
日
日
新
聞
』
五
面
の
記
事
「
戦
陣
訓
が
生
ま
れ
る
ま
で
」
を
そ

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
久
保
）
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の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

（
49
）
正
井
光
張
『
倉
田
山
日
記
抄
』
非
売
品
、
昭
和
五
〇
年
、
六
八
頁
。

（
50
）
昭
和
一
八
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
大
日
本
言
論
報
国
会
編
『
思
想
戦
の
根
基
』（
同
盟
通
信
社
）

に
山
田
は
「
思
想
戰
の
根
基
」、
中
柴
は
「
日
本
精
神
と
總
力
戰
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。

（
51
）
こ
の
講
義
の
自
筆
原
稿
は
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
大
平
和
典
に

よ
る
こ
の
原
稿
の
翻
刻
が
『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
三
号
（
平
成
二
九

年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

資
料
篇
二
』
学
校
法
人
皇
學
館
、
平
成
二
六
年
、
二
九
〇
頁
。

（
53
）
前
掲
註
40
片
山
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
二
六
一
頁
。

（
54
）
前
掲
註
40
片
山
『
未
完
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
二
六
二
頁
。

（
55
）
前
掲
註
49
正
井
『
倉
田
山
日
記
抄
』
一
頁
の
前
の
頁
（
頁
番
号
未
記
載
）。

（
56
）
東
北
大
学
史
料
館
の
サ
イ
ト
に
あ
る
所
蔵
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
で
の
検
索
結
果
に
よ
る
。

（
57
）
前
掲
註
26
駒
込
ほ
か
編
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
六
九
頁
。

（
58
）
山
田
孝
雄
『
国
体
に
つ
い
て
』
日
本
大
学
法
文
学
科
報
国
団
学
術
班
、
昭
和
一
七
年
、
一
頁
。

（
59
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
五
頁
。

（
60
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
一
八
頁
。

（
61
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
二
九
頁
。

（
62
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
三
四
頁
。

（
63
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
三
四
頁
。

（
64
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
三
五
頁
。

（
65
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
三
六
頁
。

（
66
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
三
六
頁
。

（
67
）
前
掲
註
58
山
田
『
国
体
に
つ
い
て
』
三
七
頁
。

（
68
）
前
掲
註
52
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

資
料
篇
二
』
二
二
頁
。

（
69
）
前
掲
註
３
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

総
説
篇
』
一
六
六
頁
。

（
70
）
昭
和
一
九
年
度
の
第
五
回
国
語
国
文
学
会
は
昭
和
一
九
年
六
月
二
二
・
二
三
日
に
神
宮
皇
學
館
大

學
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、「
事
情
緊
迫
の
為
」
中
止
さ
れ
た
（「
彙
報
」『
日

本
諸
学
』
第
五
号
、
昭
和
一
九
年
、
二
三
七
頁
）。
日
本
の
空
襲
編
集
委
員
会
編
『
日
本
の
空
襲

五
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
・
福
井
・
石
川
・
富
山
』（
三
省
堂
、
昭
和
五
五
年
）
に
よ
れ
ば
宇
治
山

田
で
は
昭
和
一
九
年
六
月
よ
り
空
襲
警
報
が
多
発
し
て
お
り
、「
事
情
緊
迫
」
は
こ
の
こ
と
を
指

す
と
思
わ
れ
る
。
神
宮
皇
學
館
大
學
で
の
国
語
国
文
学
会
開
催
に
は
倉
野
が
専
門
委
員
に
選
ば
れ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
71
）
倉
野
憲
司
『
古
典
の
精
神
』
全
国
書
房
、
昭
和
一
九
年
、
五
一
頁
。

（
72
）
前
掲
註
71
倉
野
『
古
典
の
精
神
』
五
一
頁
。

（
73
）
前
掲
註
71
倉
野
『
古
典
の
精
神
』
一
二
六
頁
。

（
74
）
前
掲
註
71
倉
野
『
古
典
の
精
神
』
一
五
六
～
一
五
七
頁
。

（
75
）
前
掲
註
71
倉
野
『
古
典
の
精
神
』
一
五
八
頁
。

（
76
）
倉
野
憲
司
『
古
事
記
論
攷
』
立
命
館
出
版
部
、
昭
和
一
九
年
、
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
。

（
77
）
倉
野
の
離
別
の
辞
は
『
館
友
』
復
刊
七
号
（
昭
和
二
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
、
前
掲
註
3
『
神
宮
皇

學
館
大
學
百
三
十
年
史

総
説
篇
』
二
一
二
～
二
一
五
頁
及
び
前
掲
註
52
『
神
宮
皇
學
館
大
學
百

三
十
年
史

資
料
篇
二
』
四
五
九
～
四
六
二
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
78
）
倉
野
憲
司
「
山
田
孝
雄
博
士
の
こ
と
ど
も
」『
館
友
』
復
刊
第
四
二
号
、
昭
和
三
四
年
四
月
（
皇

學
館
百
二
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
皇
學
館
百
二
十
周
年
記
念
誌
』（
皇
學
館
、
平
成

一
四
年
）
四
六
頁
）。

（
79
）
前
掲
註
52
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

資
料
篇
二
』
一
九
五
頁
。

（
80
）
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
註
5
で
示
し
た
拙
稿
②
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
81
）
神
宮
皇
學
館
大
學
学
則
第
一
条
（
前
掲
註
52
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史

資
料
篇
二
』
一
六
二

頁
）。

（
82
）
前
掲
註
4
本
山
「
神
宮
皇
学
館
大
学
予
科
の
教
育
」
七
一
～
七
二
頁
。

（
83
）「
神
宮
皇
學
館
大
學
書
類
」
に
は
「
出
張
命
令
簿
」
と
い
う
簿
冊
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
未
見
で

あ
る
が
、
こ
の
簿
冊
か
ら
神
宮
皇
學
館
大
學
の
教
官
が
他
校
の
日
本
文
化
講
義
に
出
講
す
る
に
当

た
り
発
令
さ
れ
た
出
張
命
令
の
文
書
を
確
認
で
き
れ
ば
、
神
宮
皇
學
館
大
學
発
の
日
本
文
化
講
義

の
実
施
事
例
数
は
現
時
点
で
の
確
認
件
数
よ
り
も
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
か
み
く
ぼ

さ
と
し
・
大
阪
工
業
大
学
工
学
部
総
合
人
間
学
系
教
室
教
授
）

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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【
付
表
】
山
田
孝
雄
が
担
当
し
た
「
日
本
文
化
講
義
」
一
覧

神
宮
皇
學
館
大
學
と
「
日
本
文
化
講
義
」

戦
時
期
教
学
刷
新
事
業
の
一
断
片

（
上
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年
度

学

校

名

実
施
期
日

時
間
数

演

題

講
師
官
職

典
拠

1

一
一

神
戸
商
大

一
一
月
二
〇
・
二
一
日

四

日
本
国
民
精
神

元
東
北
帝
大
教
授

A

2

一
一

金
沢
医
大

一
一
月
一
六
・
一
七
日

四

国
体
ト
国
民
精
神

元
東
北
帝
大
教
授

A

3

一
一

新
潟

一
二
月
二
日

二
・
四

我
ガ
国
民
精
神
ニ
就
イ
テ

元
東
北
帝
大
教
授

A

4

一
一

松
本

一
二
月
四
日

四
・
一

国
民
精
神

元
東
北
帝
大
教
授

A

5

一
一

広
島

一
〇
月
一
九
日

四

我
ガ
国
体
ト
国
民
精
神

元
東
北
帝
大
教
授

A

6

一
一

広
島
高
師

一
〇
月
二
〇
日

二

我
ガ
国
体

元
東
北
帝
大
教
授

A

7

一
一

名
古
屋
高
工

一
一
月
一
二
日

二

我
ガ
国
体

元
東
北
帝
大
教
授

A

8

一
一

浜
松
高
工

一
二
月
一
一
日

二

我
ガ
国
体

元
東
北
帝
大
教
授

A

9

一
一

山
梨
高
工

一
〇
月
二
日

三

国
体
ノ
本
義

元
東
北
帝
大
教
授

A

10

一
一

東
京
商
大
予
科

一
一
月
九
日

二

国
史
ノ
第
一
歩

元
東
北
帝
大
教
授

B

11

一
一

東
京
商
大
附
属
商
学
専
門
部

一
一
月
九
日

一
・
五

国
史
ノ
第
一
歩

元
東
北
帝
大
教
授

B

12

一
一

熊
本
医
大

二
月
四
日

二

我
ガ
国
体

元
東
北
帝
大
教
授

B

13

一
二

東
京
外
語

六
月
一
八
日

二

国
体
ニ
就
イ
テ

国
宝
保
存
会
委
員

C

14

一
二

山
口

一
〇
月
一
・
一
三
日

四

我
ガ
国
体

国
宝
保
存
会
委
員

D

15

一
二

大
阪

一
〇
月
九
日

二

我
ガ
国
体

国
宝
保
存
会
委
員

D

16

一
二

山
口
高
商

一
一
月
八
・
九
日

四

我
ガ
国
体

国
宝
保
存
会
委
員

D

17

一
二

大
分
高
商

一
一
月
一
五
・
一
六
日

四

我
ガ
国
体

国
宝
保
存
会
委
員

D

18

一
二

高
松
高
商

一
〇
月
三
〇
日

二

我
ガ
国
体

国
宝
保
存
会
委
員

D

19

一
二

盛
岡
高
農

二
月
三
日

二

国
体
ニ
就
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Jingu-Kogakkan College and “Lectures on Japanese Culture”:
An aspect of wartime projects to renovate education and study

KAMIKUBO Satoshi

Abstract
The purpose of this paper is to consider lectures on Japanese culture (Nippon Bunka Kogi)

which were one of the wartime projects to renovate education and study by focusing on lectures
on Japanese culture presented at Jingu-Kogakkan College and those presented by professors of
Jingu-Kogakkan College. The lectures on Japanese culture were intended to help students elevate
their Japanese spirit and develop a sufficient understanding of Japan’s unique study and culture.
For consideration, I will review the documents held by the Research and Development Center of
Kogakkan University and those published by Kogakkan.
Jingu-Kogakkan, which was established in April 1882 and became a public technical school

under the jurisdiction of the Ministry of Interior in September 1903, was promoted to a public
college under the jurisdiction of the Ministry of Education in April 1940. This promotion to the
college was part of the renovation of education and study promoted by the Ministry of Education
at that time.
At Jingu-Kogakkan College, seven lectures on Japanese culture were given between 1941 and

1943. The first lecture by Hiraizumi Kiyoshi on June 7, 1945 was titled “Tradition”. He
consistently preached the spirit of loyalty as the traditional spirit of Japan and transmitted its
beauty. Approximately one month after the ceremony for the students who would depart from
the college for the front of war, a military thinker, Nakashiba Suezumi, presented a lecture on
Senjinkun (code of conduct on the battlefield) on December 23, 1943.
On the other hand, President Yamada Yoshio and Professor Kurano Kenji of Jingu-Kogakkan

College delivered lectures on Japanese culture in other schools and universities. Yamada, who
was a central actor in the project to renovate education and study, spoke constantly of “Kokutai”
(state structure and system). Kurano explained about Kojiki and referred to the national spirit in
it. As the content of lectures on Japanese culture gradually changed to practical ones with the
change of the national situation, Yamada and Kurano continued to present lectures that
emphasized “Kokutai” and the spirit of Japan.

Keywords
Jingu-Kogakkan College, lectures on Japanese culture (Nippon Bunka Kogi), renovation of
education and study, Hiraizumi Kiyosh, Nakashiba Suezumi, Yamada Yoshio, Kurano Kenji
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